イエとムラの空間構成 : 新潟県佐渡郡相川町南片辺の事例 by 岩本 通弥
イ
エ
と
ム
ラ
の
空
間
構
成
新
潟
県
佐
渡
郡
相
川
町
南
片
辺
の
事
例
岩
　
本
通
　
弥
一二三四
は
じ
め
に
　
調
査
対
象
地
の
概
況
　
　
イ
エ
の
空
間
構
成
　
　
家
族
生
活
の
諸
相
　
　
ム
ラ
の
空
間
構
成
　
　
村
落
生
活
の
諸
相
五　
お
わ
り
に
イエとムラの空間構成
論
文
要
旨
　
本
稿
は
、
特
定
研
究
「
民
俗
の
地
域
差
と
地
域
性
」
の
共
同
研
究
会
が
設
定
し
た
基
本
調
査
項
目
に
し
た
が
っ
た
、
定
点
調
査
地
、
新
潟
県
佐
渡
郡
相
川
町
南
片
辺
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
南
片
辺
は
一
九
八
五
年
現
在
、
戸
数
三
十
九
、
人
口
一
四
七
人
の
日
本
海
に
面
し
た
「
海
村
」
で
あ
り
、
生
業
は
磯
ネ
ギ
（
海
藻
・
貝
類
の
採
取
漁
と
見
突
き
漁
）
も
若
干
行
わ
れ
て
い
る
が
、
平
均
反
別
約
六
反
の
水
田
と
広
大
な
共
有
林
を
背
景
と
し
た
半
農
半
林
業
の
ム
ラ
で
あ
る
。
　
本
稿
で
は
研
究
会
指
定
の
調
査
項
目
を
含
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
イ
エ
と
ム
ラ
の
空
間
の
構
成
の
あ
り
方
に
焦
点
を
絞
り
直
し
て
記
述
し
た
。
第
一
章
の
調
査
対
象
地
の
概
況
で
は
、
南
片
辺
の
地
理
的
歴
史
的
概
況
と
生
業
形
態
の
全
体
的
な
特
性
を
紹
介
し
、
第
二
章
の
イ
エ
の
空
間
構
成
で
は
、
屋
敷
ど
り
・
間
取
り
の
使
用
法
と
そ
の
特
徴
、
お
よ
び
家
屋
敷
の
な
か
の
神
々
に
つ
い
て
扱
っ
た
。
そ
れ
に
続
く
第
三
章
の
家
族
生
活
の
諸
相
で
は
、
家
族
構
成
の
構
造
的
特
徴
か
ら
、
家
族
員
の
役
割
と
分
担
、
婚
姻
儀
礼
と
ヨ
メ
の
長
期
里
帰
り
慣
行
と
の
相
関
、
お
よ
び
世
代
階
層
制
と
家
内
地
位
と
の
関
係
を
論
じ
た
。
第
三
章
の
ム
ラ
の
空
間
構
成
で
は
、
そ
の
生
産
領
域
を
耕
作
地
・
山
林
・
牧
草
地
・
磯
浜
に
分
け
て
記
述
し
、
ま
た
内
部
の
村
落
空
間
を
神
仏
の
祭
祀
を
含
め
な
が
ら
象
徴
論
的
に
捉
え
た
。
こ
れ
を
受
け
た
第
五
章
の
村
落
生
活
の
諸
相
で
は
、
村
落
運
営
の
シ
ス
テ
ム
と
、
南
片
辺
の
村
落
構
造
を
特
徴
付
け
る
年
齢
集
団
の
あ
り
方
、
お
よ
び
葬
送
儀
礼
と
供
養
の
様
相
を
論
述
し
た
。
　
本
稿
は
現
地
調
査
に
基
づ
く
単
な
る
報
告
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
い
っ
て
結
論
め
い
た
も
の
は
な
い
が
、
た
だ
一
つ
、
村
落
生
活
の
実
態
と
そ
の
編
成
の
あ
り
方
を
、
か
な
り
詳
し
く
、
か
つ
構
造
的
に
記
述
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
本
稿
を
踏
ま
え
、
南
片
辺
住
民
の
エ
、
ミ
ッ
ク
で
民
俗
的
な
観
念
や
意
識
・
心
情
・
論
理
を
描
き
出
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
視
点
と
し
て
、
ヂ
ガ
ミ
や
ヂ
ワ
ケ
ノ
シ
ン
ル
イ
な
ど
、
　
「
ヂ
（
土
地
）
」
と
い
う
観
念
に
注
意
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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は
じ
め
に
　
本
稿
は
、
特
定
研
究
「
民
俗
の
地
域
差
と
地
域
性
」
の
共
同
研
究
会
が
設
定
し
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
み
か
た
べ
定
点
調
査
地
の
基
本
項
目
に
し
た
が
っ
た
、
新
潟
県
佐
渡
郡
相
川
町
南
片
辺
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
執
筆
の
目
次
構
成
も
そ
れ
に
ほ
ぼ
し
た
が
っ
た
が
、
特
に
空
間
の
構
成
に
焦
点
を
絞
り
直
し
て
再
構
成
し
た
。
た
だ
筆
者
の
調
査
項
目
の
未
熟
な
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
か
ら
、
執
筆
ま
で
ま
と
め
る
に
至
ら
な
か
っ
た
項
目
も
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
わ
り
し
て
お
く
。
　
ま
た
南
片
辺
と
い
う
ム
ラ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
集
落
形
態
　
・
が
北
側
に
位
置
す
る
非
辺
と
い
う
ム
ラ
と
連
続
し
て
お
鵬
村
静
同
生
活
に
お
い
て
は
、
両
村
落
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
た
方
が
よ
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
記
述
に
際
し
て
は
、
両
者
の
区
分
　
　
ぶ
戸
を
注
意
し
な
が
ら
も
（
両
者
を
併
せ
て
い
う
場
A
。
は
・
地
元
三
黙
般
に
用
い
ら
れ
る
片
辺
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
）
、
比
較
・
対
照
　
難
乏
し
た
り
、
両
者
を
併
せ
た
記
述
の
あ
る
こ
と
も
、
あ
ら
か
じ
め
断
　
　
籏
わ
っ
て
お
き
た
い
。
麟F
，
一　
調
査
対
象
地
の
概
況
O
　
南
片
辺
の
地
理
的
概
観
　
ま
ず
は
個
別
の
調
査
項
目
の
記
述
に
入
る
前
に
、
南
片
辺
と
い
う
ム
ラ
の
景
観
的
・
地
理
的
・
歴
史
的
な
概
況
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
第
二
の
島
で
あ
る
佐
渡
が
島
は
、
総
面
積
が
八
五
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
京
二
十
三
区
の
面
積
の
約
一
・
五
倍
、
大
阪
市
の
約
四
倍
、
そ
の
周
囲
は
約
二
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
東
京
か
ら
浜
松
ま
で
の
距
離
に
ほ
ぼ
相
当
　　写真1　南片辺の集落と海岸段丘
（左の方に見える段丘崖は，前ビラと呼ばれる採草地で、牛の干草にもっぱら刈りとられた）
　　　写真2　海岸段丘上の水田と山林（南片辺）
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す
る
。
島
と
は
い
っ
て
も
佐
渡
を
、
一
般
的
な
島
と
い
う
観
念
で
捉
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
佐
渡
の
海
岸
線
の
約
四
分
の
一
を
占
め
、
海
岸
線
約
五
〇
キ
ロ
に
も
及
ぶ
相
川
町
の
各
集
落
は
、
す
べ
て
海
岸
線
の
少
し
開
け
た
浜
に
開
け
て
い
る
。
バ
ス
に
乗
っ
て
景
観
を
眺
め
て
い
く
と
、
ど
の
集
落
も
そ
の
周
囲
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
田
地
し
か
な
く
、
当
然
漁
業
で
暮
ら
し
て
い
る
村
だ
と
、
つ
い
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
　
し
か
し
一
旦
バ
ス
を
降
り
、
集
落
の
向
う
に
険
し
く
立
ち
は
だ
か
る
、
ヒ
ラ
と
呼
ば
れ
る
数
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
崖
を
登
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
脊
梁
の
大
佐
渡
山
地
へ
向
っ
て
数
キ
ロ
に
も
及
ぶ
、
実
に
広
大
な
水
田
が
拡
が
っ
て
い
る
（
写
真
1
・
2
）
。
中
央
部
の
国
仲
平
野
と
、
こ
の
海
岸
段
丘
上
の
水
田
か
ら
産
出
さ
れ
る
佐
州
米
は
、
年
間
約
四
万
ト
ン
、
本
土
に
も
移
出
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
佐
渡
の
主
産
業
は
、
そ
の
集
落
数
や
従
事
者
数
・
生
産
高
で
み
て
も
、
水
産
業
よ
り
も
農
業
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
　
朝
顔
の
双
葉
の
よ
う
な
形
を
し
た
佐
渡
が
島
の
北
半
分
を
、
大
佐
渡
と
称
す
る
が
、
そ
の
北
西
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
の
が
、
本
稿
で
報
告
す
る
南
片
辺
で
あ
る
（
図
1
）
。
昭
和
六
十
年
現
在
、
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
世
帯
数
は
三
十
九
、
人
口
一
四
七
人
（
男
七
三
人
、
女
七
四
人
）
、
ま
た
並
行
し
て
記
述
す
る
北
片
辺
は
、
世
帯
数
六
十
六
、
人
口
は
二
五
五
人
（
男
一
一
三
人
、
女
一
四
二
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
片
辺
の
名
は
、
昭
和
十
一
年
鈴
木
裳
三
が
北
片
辺
で
採
集
し
た
昔
話
を
、
『
佐
渡
島
昔
話
集
』
と
し
て
三
省
堂
か
ら
昭
和
十
七
年
に
出
版
、
そ
の
中
の
「
鶴
女
房
」
が
木
下
順
二
の
戯
曲
『
夕
鶴
』
（
昭
和
二
十
四
年
初
演
）
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
躍
、
昔
話
の
故
郷
と
し
て
全
国
的
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
後
述
す
る
よ
う
に
片
辺
は
ま
た
、
そ
れ
以
前
か
ら
山
椒
太
夫
、
安
寿
と
厨
子
王
伝
説
の
舞
台
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
と
か
い
ふ
　
　
た
か
ち
　
　
か
な
い
ず
み
　
あ
い
か
わ
　
　
ふ
た
み
　
両
片
辺
と
も
、
昭
和
三
十
一
年
、
北
か
ら
外
海
府
・
高
千
・
金
泉
・
相
川
・
二
見
の
旧
村
五
か
町
村
合
併
に
よ
る
相
川
町
成
立
以
前
は
、
高
千
村
に
属
し
て
い
た
が
、
こ
の
旧
村
は
今
日
も
高
千
地
区
と
称
さ
れ
、
相
川
町
役
場
の
支
所
が
置
か
れ
て
い
る
な
ど
、
今
で
も
一
つ
の
生
活
圏
の
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
南
片
辺
は
そ
の
高
千
地
区
の
な
か
で
も
最
南
端
に
あ
る
集
落
で
あ
り
、
そ
の
南
側
の
集
落
に
当
た
る
旧
金
泉
村
と
ち
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の
う
ら
戸
中
と
は
、
五
キ
ロ
以
上
も
距
離
が
離
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
鹿
野
浦
四
十
二
曲
が
り
と
呼
ば
れ
る
交
通
の
難
所
が
あ
り
、
か
つ
て
は
南
側
と
の
陸
上
交
通
は
か
な
り
途
絶
さ
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
（
図
2
）
。
　
浜
の
低
地
を
縫
っ
た
そ
れ
ま
で
の
旧
道
（
浜
通
り
）
が
廃
さ
れ
、
高
千
地
区
内
に
、
ど
う
や
ら
車
馬
の
通
れ
る
郡
道
が
開
通
し
た
の
は
大
正
五
年
、
一
方
相
川
か
ら
戸
中
撰プ魎
ー
酬
蕊
＼
ミ
ミ
さ
傷＼
　＼ノ
　’　甲　ノー
　　　，”
　／
．
相；、1［国郵
’
‘、／一＼
・ 二見元村
　　　ノ）
図1　佐渡全図〔関係地名〕
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三
イエとムラの空間構成
ま
で
の
郡
道
も
大
正
七
年
に
は
通
ず
る
が
、
南
片
辺
ー
戸
中
の
間
の
工
事
は
大
幅
に
遅
れ
た
。
郡
道
は
大
正
十
五
年
県
道
に
移
管
さ
れ
（
現
在
の
県
道
海
府
線
）
、
乗
合
い
バ
ス
も
昭
和
四
年
に
は
運
行
し
た
が
、
鹿
野
浦
の
と
こ
ろ
で
、
一
旦
車
を
降
り
て
乗
継
ぎ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
鹿
野
浦
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
の
は
、
昭
和
九
年
四
月
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
、
相
川
へ
の
通
路
は
至
っ
て
不
便
で
あ
っ
た
。
た
だ
国
仲
・
両
津
方
面
へ
は
、
む
ろ
ん
険
し
い
山
道
で
は
あ
っ
た
が
、
ト
ネ
越
え
の
道
が
あ
っ
た
。
南
片
辺
か
ら
は
金
北
山
を
経
て
、
金
沢
・
二
宮
・
吉
井
に
通
ず
る
金
北
山
越
え
の
山
道
が
あ
り
、
ワ
カ
メ
・
ア
ラ
メ
等
の
海
産
物
を
負
っ
て
、
町
で
売
り
払
い
、
衣
類
や
日
用
雑
貨
を
買
い
求
め
て
来
た
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
生
活
上
の
重
要
な
交
通
交
易
路
で
あ
っ
た
。
　
　
⇔
　
南
片
辺
の
歴
史
的
概
況
　
日
本
最
大
級
の
金
銀
山
の
あ
っ
た
佐
渡
は
、
一
国
天
領
で
あ
っ
た
が
、
旧
相
川
町
の
下
相
川
以
北
、
島
の
北
端
ま
で
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
、
外
海
府
と
呼
ぽ
れ
て
い
た
。
こ
の
呼
称
は
今
日
で
も
生
き
て
お
り
、
南
片
辺
は
「
高
千
の
ム
ラ
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
「
（
外
）
海
府
の
ム
ラ
」
と
も
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
海
府
と
い
う
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
名
は
、
近
世
以
前
か
ら
既
に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
周
知
の
通
り
、
そ
の
名
称
は
海
ぺ部
、
海
人
族
と
深
く
関
わ
る
も
の
と
さ
れ
、
柳
田
国
男
の
『
北
小
浦
民
俗
誌
』
で
も
、
そ
の
点
が
一
つ
の
研
究
関
心
と
な
っ
て
注
視
さ
れ
て
い
る
。
　
越
後
岩
船
郡
の
海
府
地
方
の
海
岸
な
ら
、
今
で
も
海
女
は
い
る
し
、
素
潜
り
漁
や
頭
上
運
搬
な
ど
、
海
部
の
名
残
を
と
ど
め
た
習
俗
を
、
た
や
す
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
佐
渡
の
海
府
の
場
合
、
す
っ
か
り
海
に
背
を
向
け
て
し
ま
っ
た
現
在
の
生
活
か
ら
、
そ
の
名
残
を
見
つ
け
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
佐
渡
金
山
の
発
展
に
伴
い
急
増
し
た
人
口
に
見
合
う
食
料
供
給
の
た
め
、
近
世
初
頭
か
ら
繰
り
返
さ
れ
た
大
規
模
な
新
田
開
発
が
、
水
田
中
心
の
社
会
構
造
に
変
質
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
鉱
山
の
中
心
地
相
川
近
辺
か
ら
始
ま
っ
た
海
岸
段
丘
の
新
田
開
発
化
は
次
第
に
奥
地
に
ま
で
及
び
、
海
府
地
方
で
は
十
七
世
紀
中
葉
に
新
田
開
発
の
最
盛
期
を
迎
え
　
　
　
　
　
（
2
）
た
と
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模
な
新
田
開
発
に
は
多
く
の
労
働
力
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
勢
の
小
前
百
姓
が
動
員
さ
れ
、
そ
の
労
力
の
提
供
分
に
応
じ
て
、
土
地
が
分
配
さ
れ
、
新
興
の
名
請
け
百
姓
が
誕
生
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
村
落
構
成
も
大
き
く
変
質
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
た
だ
元
禄
検
地
に
見
ら
れ
る
耕
地
面
積
と
現
在
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
北
片
辺
の
場
合
、
水
田
が
約
二
〇
町
歩
か
ら
三
七
町
歩
へ
と
倍
近
く
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
南
片
辺
で
は
わ
ず
か
二
町
歩
ほ
ど
の
増
加
し
か
見
ら
れ
ず
、
そ
の
様
相
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
南
片
辺
と
北
片
辺
の
村
落
構
造
の
歴
史
的
特
質
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
現
在
、
南
片
辺
と
北
片
辺
は
集
落
が
連
続
し
、
ひ
と
つ
の
村
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
南
片
辺
は
モ
ト
ム
ラ
（
元
村
）
と
も
呼
ば
れ
、
北
片
辺
は
前
述
し
た
鹿
野
浦
か
ら
の
移
住
者
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
移
っ
て
き
た
の
は
三
十
六
軒
と
い
う
伝
承
も
あ
る
が
、
そ
の
数
は
定
か
で
な
い
。
鹿
野
浦
に
は
現
在
も
田
圃
が
拡
が
り
、
北
片
辺
の
住
人
が
そ
の
多
く
を
所
有
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
集
落
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
南
片
辺
で
も
鹿
野
浦
の
田
を
何
軒
か
は
所
有
し
て
い
る
が
、
鹿
野
浦
か
ら
移
住
し
て
き
た
と
伝
え
て
い
る
の
は
二
軒
だ
け
で
あ
る
。
鹿
野
浦
に
は
安
寿
と
厨
子
王
伝
説
を
伝
え
る
安
寿
塚
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
伝
説
の
な
か
で
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「
片
辺
鹿
野
浦
、
中
ノ
川
の
水
飲
む
な
、
毒
が
流
れ
る
日
に
三
度
」
と
い
う
俗
謡
が
謡
わ
れ
る
。
中
ノ
川
の
上
流
に
は
銀
山
の
廃
坑
跡
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
中
世
末
か
ら
近
世
の
初
め
に
か
け
て
、
そ
の
鉱
毒
に
よ
っ
て
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
歴
史
が
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
げ
映
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
北
片
辺
は
南
片
辺
や
北
側
の
石
花
に
比
べ
、
山
の
所
有
面
積
も
狭
く
、
比
較
的
新
た
に
形
成
さ
れ
た
村
だ
と
し
た
ら
、
新
田
開
発
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
っ
た
ろ
う
。
　
そ
れ
に
対
し
南
片
辺
は
詳
し
く
は
第
五
章
で
述
べ
る
が
、
　
「
ム
ラ
の
立
ち
始
ま
り
は
三
十
六
軒
」
と
い
わ
れ
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
の
分
家
制
限
の
文
書
が
残
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
同
じ
高
千
地
区
の
北
田
野
浦
の
よ
う
な
明
確
な
戸
数
制
限
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
昔
か
ら
三
十
六
軒
が
ム
ラ
の
基
準
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
十
六
人
山
と
い
う
共
有
表
1
　
片
辺
二
集
落
の
業
態
別
農
家
数
お
よ
び
土
地
利
用
状
況
林
も
あ
り
、
古
文
書
か
ら
本
百
姓
数
の
変
化
を
見
て
も
、
す
で
に
延
宝
四
年
（
＝
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
七
六
）
に
柴
山
を
三
組
に
分
け
各
組
十
二
人
衆
と
し
て
い
る
が
、
明
和
三
年
（
一
七
　
　
　
　
（
5
）
六
六
）
の
文
書
ま
で
は
ほ
ぼ
三
十
六
軒
と
い
う
記
録
が
多
い
。
そ
の
後
多
少
増
加
し
、
小
泉
蒼
軒
の
『
佐
渡
国
雑
志
』
　
（
内
容
は
文
政
年
間
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
　
（
6
）
の
記
事
で
は
、
最
大
の
四
十
九
戸
を
記
録
し
て
い
る
が
、
他
の
ム
ラ
の
増
減
の
規
模
に
比
べ
れ
ぽ
、
そ
の
偏
差
は
少
な
く
、
歴
史
的
に
あ
ま
り
村
落
構
成
上
の
変
動
の
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
い
、
ま
た
階
層
差
の
少
な
い
無
家
格
型
の
村
落
を
維
持
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⇔
　
南
片
辺
の
生
業
形
態
相
川
町
の
各
集
落
は
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
三
六
の
集
落
が
一
直
線
に
並
行
し
て
点
150
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飼
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八
九
八
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〇
六
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四
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五
五
　
九
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世
界
農
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業
セ
ン
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ス
「
農
業
集
落
ヵ
ー
ド
」
に
ょ
る
）
イエとムラの空間構成
表2　南片辺世帯一覧（1980年）
屋⇒世帯主組細本嬢鍵酬 屋号∈帯主組1網本分繊取り
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
作平（浜田）
与　十　郎
三右衛門
き　く　や
太　郎　平
大　津　屋
庄　次　郎
六　兵　衛
　　（大間）
甚三　郎
権　　　助
小　兵　衛
　　（岩首）
太右衛門
清　三　郎
権　三　郎
太郎兵衛
嘉　　　平
甚五郎
四郎右衛門
平　　　蔵
太郎右衛門
山口　良一南＊
片浜敏恵声
岩尾　ハル
川上義雄
宮下　武夫
大間　スギ
中川　昭司
大間　　弘
本間　太忠
垣並　　保
宇川　敏男
本間登司治
坂野　唯命
坂下　　勇
小路　太一
藤井　嘉一
道下　ッマ
磯西　寿太
石野　哲郎
中村　　豊
○
○
○
○
●
☆
○
☆
○
☆
☆
☆
●
●
☆
●
★
★
★
△
＊
＊
　
　
＊
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊
南
南
中
南
北
南
南
南
南
南
南
南
南
南
中
中
中
中
陽歪灘已
　　　　　123
　　　1瓢堂，24
　　　　　　25
8雰家　1…26
　　　　　・，27
本 28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
社山白
代
祠
子
総
宮
氏
龍
勘兵衛i三浦三郎1
源左衛門
三郎兵衛
市左衛門
平　兵　衛
長左衛門
与平（新屋）
与六　郎
佐　兵　衛
源　四　郎
三　四　郎
大興　寺
正　福寺
作　十　郎
兵　　　助
六左衛門
兵左衛門
惣右衛門
惣左衛門
瀬野　正吉
山下猪三郎
山本　　捗
樋口　平治
村川　富子
内藤　治作
浜口　八枝
小松富太郎
安藤　福次
川路　幸男
監物　由之
近藤とよの
寺尾　　繁
平城広吉
杉浦　太一
堺　　信夫
早津　　進
本間　正次
中
中
中
中
中
北
北
北
北
北
南＊
北＊
北＊
ヒ
レ
し
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
コ
」
」
コ
」
司
コ
ゴ
本
　
家
本
の
分
23
家
の
分
21
　
　
家
本
　
の
分
　
3
2
家
の
分
本
39
△
◎
◎
◎
◎
口
口
口
口
口
◎
◎
◎
◎
◆
◆
◆
◆
◆
開基
　檀徒
大師堂
水上坊
（組のなかの＊印は三十六人山所有していない家，また本分家はオオヤ・インキョと呼ばれる）
33
　，卍
正福寺
34
32
　卍
大興寺
、
、
’
39 31 25り
納屋
25 22 20
羅 畑
14 8　　　7 4の
小屋
召
納
尾
器
納
尾
29 2
38 16 10　　9
35 26 器
納
尾
14の納屋
窃
納
　
1
9
屋 1330
37 36
畑 27 21
17
舟
小
屋
舟
小
屋
28
12
11
18
‘
脳一
‥
h
国
図3南片辺世帯配置図
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在
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
海
に
面
し
、
海
岸
段
丘
下
の
わ
ず
か
な
浜
（
海
岸
段
丘
崖
下
の
小
湾
頭
）
に
家
々
が
集
住
し
て
い
る
が
、
純
漁
村
の
姫
津
と
稲
鯨
、
半
農
半
漁
の
二
見
元
村
と
米
郷
、
町
場
の
相
川
を
除
き
、
生
業
の
主
体
は
海
岸
段
丘
上
に
広
が
る
水
田
・
山
野
で
あ
っ
て
、
漁
業
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
海
村
」
で
あ
っ
て
、
南
片
辺
の
場
合
も
若
干
の
磯
ネ
ギ
（
海
藻
・
貝
類
の
採
取
漁
と
見
突
き
漁
）
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
半
農
半
林
業
の
ム
ラ
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
か
つ
て
は
専
業
漁
師
で
は
な
か
っ
た
が
、
数
軒
の
規
模
で
ス
ケ
ト
ゥ
・
イ
ヵ
・
イ
ワ
シ
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
）
。
　
生
業
の
個
別
具
体
的
な
側
面
に
関
し
て
は
、
後
の
章
で
徐
々
に
見
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
お
お
よ
そ
の
全
体
的
状
況
だ
け
を
紹
介
し
て
お
く
。
表
1
で
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
戸
当
り
の
反
別
は
田
が
六
・
八
反
歩
、
畑
一
二
二
反
歩
で
、
そ
れ
ほ
ど
曲
豆
か
と
は
い
え
な
い
が
、
山
林
面
積
は
全
部
で
八
七
六
町
歩
、
共
有
林
で
杉
の
植
林
さ
れ
て
い
る
面
積
は
約
二
百
町
歩
、
ま
た
か
つ
て
共
有
林
を
処
分
し
た
こ
と
か
ら
、
個
人
有
で
も
各
家
一
～
一
〇
町
歩
ぐ
ら
い
ず
つ
所
有
し
、
今
日
で
は
郡
内
有
数
の
杉
の
造
林
村
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
一
方
、
水
田
反
別
の
少
な
い
こ
と
か
ら
、
近
世
よ
り
「
海
府
番
匠
」
と
称
さ
れ
、
男
手
は
現
金
収
入
を
求
め
て
島
回
り
の
大
工
や
左
官
・
木
挽
に
な
る
者
が
多
く
、
ま
た
娘
た
ち
も
秋
入
れ
（
収
穫
）
は
国
仲
の
方
が
早
い
の
で
、
秋
入
れ
に
ナ
ナ
ゴ
に
出
た
り
、
稲
刈
り
が
済
め
ば
ま
た
ハ
シ
ン
（
針
仕
事
）
に
出
る
な
ど
、
古
く
か
ら
出
稼
ぎ
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ま
た
現
金
収
入
の
一
つ
と
し
て
、
戦
前
ま
で
は
ど
こ
の
家
で
も
畜
牛
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
盛
ん
と
い
っ
て
も
一
軒
一
～
二
頭
、
仔
牛
も
入
れ
て
多
く
て
三
～
四
頭
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、
水
田
五
反
ぐ
ら
い
で
あ
る
と
、
仔
牛
一
頭
の
値
段
は
、
飯
米
を
除
い
た
米
の
現
金
収
入
を
上
回
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2
ら
、
そ
の
比
重
は
大
き
か
っ
た
。
春
の
田
こ
な
し
が
終
わ
る
と
、
牛
は
秋
ま
で
山
の
　
1
草
地
に
放
牧
さ
れ
て
飼
育
さ
れ
た
が
、
放
牧
に
よ
る
畜
牛
は
、
昭
和
十
年
ぐ
ら
い
ま
で
で
、
今
で
は
牛
舎
飼
育
中
心
で
＝
一
軒
が
飼
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
戦
後
は
高
度
経
済
成
長
の
影
響
で
、
大
工
や
左
官
も
島
回
り
で
は
な
く
、
本
土
の
都
会
へ
長
期
間
出
稼
ぎ
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
ま
た
工
事
現
場
等
へ
の
季
節
労
働
者
も
増
え
て
き
て
い
る
。
ニ
　
イ
エ
の
空
間
構
成
⇔
　
屋
敷
ど
り
の
二
つ
の
タ
イ
プ
　
後
述
す
る
村
落
空
間
の
構
成
と
も
関
わ
っ
て
く
る
が
、
南
片
辺
の
各
家
々
の
屋
敷
ど
り
の
在
り
方
は
、
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
類
別
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
集
落
周
辺
の
耕
地
を
含
ん
だ
村
落
空
間
の
構
成
に
関
し
て
は
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
集
落
概
観
図
で
あ
る
図
3
を
参
照
に
し
て
、
お
お
よ
そ
の
屋
敷
ど
り
の
パ
タ
ー
ン
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
図
3
は
、
南
片
辺
の
集
落
公
民
館
の
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
「
集
落
案
内
図
」
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
集
落
の
景
観
や
家
々
の
軒
並
み
の
様
相
は
、
大
き
く
い
っ
て
、
バ
ス
の
通
る
県
道
海
府
線
を
境
に
、
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
図
で
い
え
ば
バ
ス
通
り
よ
り
上
の
方
、
ヤ
マ
バ
タ
（
山
端
）
の
軒
並
み
は
、
南
片
辺
の
鎮
守
で
あ
る
白
山
神
社
と
、
正
福
寺
・
大
興
寺
の
二
つ
の
寺
院
が
存
在
し
、
ま
た
一
般
の
民
家
も
、
隣
家
と
は
軒
を
接
し
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
屋
敷
構
え
と
な
っ
て
い
る
。
図
4
a
の
よ
う
に
、
屋
敷
イエとムラの空間構成
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⑳
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T
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一
　
　
T
l
ー
⊥
　
　
　
一
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一
　
コ
　
の
　
ロ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
コ
し
　
　
ナ
ヤ
⑳
［b］タイプ図4　屋敷どり
塀
弐
シ
ョ
ウ
ジ
」
＝
合
　
　
ラ
　
　
ク
⑳
の
ナ
ヤ
〉
⑯
⑳
⑲
の
舟
小
屋
シ
ョ
ウ
ジ
浜
↓
⑳の
ナヤ
⑳
の
オ
モ
牢ナ
）ヤ ヤ
ナ
畑
ヤ
⑳
の
オ
モ
ヤ
⑳と⑳の
舟小屋
［b］浜端
の
入
り
口
に
は
ナ
ヤ
（
納
屋
、
マ
ヤ
と
託
る
）
が
あ
り
、
そ
の
長
屋
門
的
な
納
屋
の
な
か
を
通
っ
て
、
前
庭
に
入
り
、
オ
モ
ヤ
（
母
屋
）
へ
と
至
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
バ
ス
通
り
か
ら
ハ
マ
バ
タ
（
浜
端
）
の
家
々
は
、
隣
家
と
の
壁
を
共
有
し
た
隙
間
の
な
い
家
の
造
り
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ア
ワ
イ
（
廟
間
）
の
空
間
の
な
い
、
関
西
風
の
軒
並
み
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
通
り
か
ら
浜
へ
向
か
っ
て
、
シ
ョ
ウ
ジ
（
小
路
）
と
呼
ば
れ
る
ほ
ぼ
真
直
ぐ
な
、
幾
本
か
の
小
路
が
開
か
れ
、
各
家
々
は
こ
の
シ
ョ
ウ
ジ
に
並
行
し
て
建
ち
並
ん
で
い
る
。
家
屋
の
配
置
も
、
図
4
b
の
よ
う
に
オ
モ
ヤ
と
ク
ラ
（
蔵
）
が
軒
を
連
続
し
、
前
者
と
は
対
照
的
に
、
海
岸
に
向
　
　
　
　
　
　
証
文
之
事
一
当
村
之
儀
ハ
、
旅
人
者
壱
人
も
入
不
申
候
処
二
、
我
等
之
義
ハ
、
あ
ま
し
や
う
ば
い
仕
候
故
、
木
か
や
壱
本
も
伐
不
申
候
故
、
御
入
被
下
候
段
、
恭
奉
存
候
、
然
者
、
御
代
官
衆
宗
門
之
節
片
二
御
奉
行
入
用
之
夫
人
足
出
銭
共
二
、
相
勤
可
申
候
、
其
上
於
以
来
二
、
少
之
田
畑
も
と
め
候
て
、
諸
事
百
生
浪
御
公
義
前
急
度
相
勤
可
申
候
、
若
何
二
而
も
、
村
之
相
談
違
背
仕
候
ハ
ハ
、
当
村
お
い
立
可
被
成
候
、
為
後
日
之
、
一
筆
如
比
二
御
座
候
、
以
上
　
元
禄
十
年
丑
ノ
霜
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
証
文
主
あ
ま
庄
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
代
　
庄
　
兵
　
衛
　
　
　
　
　
証
人
　
　
　
　
　
　
南
片
辺
村
　
　
源
　
四
　
郎
南
片
辺
村
衆
中
様
図5　海女の帰農文書
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馨
写真3　浜測からみたショウジ
か
っ
て
妻
入
り
を
開
い
た
格
好
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ナ
ヤ
は
、
こ
の
シ
ョ
ウ
ジ
を
挟
ん
だ
オ
モ
ヤ
の
前
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
a
と
は
違
い
、
屋
敷
地
い
っ
ぱ
い
に
家
屋
が
建
て
ら
れ
、
前
庭
や
屋
敷
畑
の
よ
う
な
空
間
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
、
こ
の
シ
ョ
ウ
ジ
が
農
具
の
手
入
れ
や
庭
仕
事
等
の
作
業
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
シ
ョ
ウ
ジ
は
、
海
に
垂
直
に
開
か
れ
て
い
る
た
め
、
夏
七
月
か
ら
九
月
に
は
、
毎
日
午
後
三
時
頃
に
な
る
と
浜
風
が
吹
き
抜
け
、
同
じ
シ
ョ
ウ
ジ
の
者
が
集
ま
り
、
ム
シ
ロ
を
敷
い
て
間
食
を
取
る
習
慣
が
あ
る
。
ま
た
晩
方
夕
凪
が
止
む
と
、
今
度
は
山
風
が
吹
き
抜
け
て
、
夕
飯
を
済
ま
せ
た
人
々
が
家
々
か
ら
涼
み
に
出
て
来
る
。
こ
れ
を
「
シ
ョ
ウ
ジ
風
が
吹
く
」
と
い
う
が
、
近
隣
と
の
談
笑
や
交
歓
写真4　舟小屋の並ぶ北片辺
写真5　コブネと舟小屋
　
　
　
　
　
を
楽
し
む
空
間
と
し
て
も
、
シ
ョ
ウ
ジ
は
機
能
し
て
お
り
重
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
こ
の
シ
ョ
ウ
ジ
は
赤
ス
ジ
道
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
　
「
赤
ス
ジ
の
あ
る
道
　
　
　
　
　
は
直
せ
な
い
」
と
い
い
、
絶
対
に
潰
し
て
は
な
ら
な
い
古
く
か
ら
の
道
　
　
　
　
　
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
写
真
3
）
。
　
こ
の
よ
う
に
南
片
辺
の
屋
敷
ど
り
は
、
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
区
分
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
b
タ
イ
プ
の
場
合
、
さ
ら
に
述
べ
れ
ぽ
、
オ
モ
ヤ
と
ク
ラ
・
ナ
ヤ
が
並
行
し
た
、
そ
の
先
に
一
部
、
舟
小
屋
が
並
列
し
た
形
態
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
短
冊
型
屋
敷
は
、
宮
本
常
一
が
か
つ
て
「
海
洋
民
と
床
住
居
」
の
な
か
で
、
　
「
間
取
り
が
並
列
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
船
住
居
の
型
を
そ
の
ま
ま
陸
へ
も
っ
て
上
が
っ
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
船
住
」
か
ら
「
陸
住
」
へ
の
移
行
の
可
能
性
も
示
し
て
い
よ
う
。
図
5
で
見
る
よ
う
に
、
事
実
、
海
士
で
あ
っ
た
⑦
（
表
2
の
7
番
戸
、
以
下
○
に
数
字
は
表
2
の
家
番
号
を
示
す
）
が
、
陸
上
が
り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
て
南
片
辺
村
に
帰
農
を
求
め
た
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
文
書
も
残
さ
れ
て
い
154
イェとムラの空間構成
る
。
⇔
　
間
取
り
と
そ
の
使
用
法
　
続
い
て
間
取
り
と
そ
の
使
用
法
を
検
討
し
て
い
く
が
、
図
6
の
a
b
で
も
見
る
よ
う
に
、
ム
ラ
一
番
の
旧
家
と
さ
れ
る
a
の
場
合
も
、
外
海
部
地
区
の
各
集
落
の
庄
屋
と
呼
ぼ
れ
る
旧
家
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
ヤ
リ
ノ
マ
（
槍
の
間
、
ザ
シ
キ
と
コ
ザ
シ
キ
の
間
に
あ
る
一
部
屋
を
い
う
）
は
見
ら
れ
ず
、
比
較
的
ど
の
家
も
オ
モ
ヤ
の
間
取
り
は
共
通
し
て
い
る
。
図
6
は
a
b
と
も
い
ず
れ
も
左
勝
手
で
あ
る
が
、
ダ
イ
ド
コ
ロ
の
位
置
が
逆
で
、
こ
れ
ら
と
は
間
取
り
が
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
家
も
あ
る
。
　
オ
モ
ヤ
の
中
心
部
分
は
、
　
ヒ
ラ
キ
と
呼
ば
れ
る
玄
関
か
ら
入
っ
た
、
オ
マ
　
（
広
間
）
と
呼
ば
れ
る
空
間
で
あ
る
。
オ
マ
エ
と
も
い
う
。
オ
マ
は
今
で
は
全
面
板
の
間
に
な
っ
て
、
囲
炉
裏
の
見
ら
れ
な
い
家
も
あ
る
が
、
か
つ
て
は
こ
の
部
屋
の
中
心
に
囲
炉
裏
が
切
ら
れ
、
常
に
家
族
の
集
ま
っ
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
。
明
治
末
年
の
頃
か
ら
、
囲
炉
裏
を
ダ
イ
ド
コ
ロ
の
方
に
移
す
家
が
だ
ん
だ
ん
と
増
え
、
家
族
の
日
常
の
団
簗
の
場
も
ダ
イ
ド
コ
ロ
へ
と
移
り
、
今
日
で
は
も
っ
ぱ
ら
オ
マ
は
冠
婚
葬
祭
の
ジ
ュ
ノ
バ
（
受
納
場
）
の
人
受
け
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
特
殊
な
空
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
ヒ
ラ
キ
は
冠
婚
葬
祭
等
の
儀
礼
の
際
に
用
い
ら
れ
る
正
規
の
出
入
口
で
あ
る
が
、
オ
ヤ
ジ
（家
長
）
は
普
段
か
ら
こ
の
ヒ
ラ
キ
を
用
い
る
も
の
と
さ
れ
た
（
外
海
部
地
区
の
ヤ
リ
ノ
マ
が
あ
る
よ
う
な
旧
家
の
場
合
は
、
ヒ
ラ
キ
と
は
別
に
ゲ
ン
カ
ソ
を
設
け
て
い
る
家
も
あ
る
）
。
ま
た
a
の
よ
う
に
ヒ
ラ
キ
の
脇
に
、
　
コ
マ
と
呼
ぽ
れ
る
六
尺
四
方
の
部
屋
を
切
っ
て
い
た
家
も
あ
る
。
薪
を
入
れ
て
お
く
と
こ
ろ
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
別
称
を
ホ
イ
ト
カ
ク
シ
、
キ
ャ
ケ
バ
と
も
い
っ
て
、
昔
は
よ
く
こ
こ
に
貰
い
子
を
寝
か
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
b
の
よ
う
に
、
ニ
ワ
か
ら
続
い
て
、
こ
の
空
間
に
小
便
所
を
設
け
て
い
る
家
も
多
か
っ
た
。
　
ヒ
ラ
キ
が
正
式
の
入
口
で
あ
る
の
に
対
し
、
オ
ヤ
ジ
以
外
の
家
族
員
の
平
常
の
出
入
口
は
、
ニ
ワ
（
カ
ッ
テ
バ
）
に
開
か
れ
た
ト
ノ
グ
チ
で
あ
る
。
カ
ッ
テ
グ
チ
・
オ
オ
ド
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
の
ニ
ワ
は
今
で
は
ど
こ
で
も
改
造
さ
れ
、
板
の
間
の
台
所
と
風
呂
場
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
か
つ
て
は
土
間
で
あ
っ
て
、
カ
マ
ド
（
竈
）
・
ナ
ガ
シ
（
流
し
）
の
ほ
か
に
、
オ
ロ
ケ
と
呼
ぽ
れ
る
湯
桶
が
置
か
れ
て
い
た
。
オ
ロ
ケ
は
佐
渡
奉
行
で
あ
っ
た
川
路
聖
護
の
著
わ
し
た
『
島
根
の
す
さ
み
』
（
天
保
年
間
）
に
も
、
「
佐
渡
の
在
の
風
呂
は
湯
少
し
い
れ
て
、
莚
を
頭
よ
り
か
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
ぶ
り
あ
た
ふ
ま
る
事
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
種
の
蒸
し
風
呂
で
あ
っ
て
、
直
径
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
こ
の
湯
槽
に
熱
い
湯
を
深
さ
一
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
入
れ
、
ウ
マ
と
呼
ぼ
れ
る
腰
掛
け
を
二
つ
敷
い
て
火
傷
し
な
い
よ
う
に
し
て
入
る
。
さ
ら
に
上
か
ら
ム
シ
ロ
で
で
き
た
屋
根
を
被
り
、
湯
気
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
発
汗
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
屋
根
は
普
段
は
綱
で
天
井
に
吊
し
て
あ
っ
た
。
　
ニ
ワ
に
続
く
ダ
イ
ド
コ
ロ
（
茶
の
間
）
も
板
の
間
で
あ
り
、
あ
る
い
は
最
近
は
畳
の
間
も
増
え
て
き
て
い
る
が
、
今
日
、
こ
こ
に
切
ら
れ
た
囲
炉
裏
あ
る
い
は
掘
り
炬
燵
を
中
心
に
、
家
族
の
食
事
や
団
饗
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
南
片
辺
に
電
燈
が
燈
っ
た
の
は
昭
和
六
～
七
年
の
頃
で
、
そ
の
当
時
一
軒
に
一
燈
だ
っ
た
が
、
最
初
は
こ
の
ダ
イ
ド
コ
ロ
に
燈
さ
れ
た
と
い
う
。
囲
炉
裏
の
ヨ
コ
ザ
は
オ
ヤ
ザ
シ
キ
と
も
呼
ば
れ
、
ザ
シ
キ
を
背
に
し
た
位
置
に
あ
り
、
そ
の
左
手
あ
る
い
は
右
手
の
ナ
ン
　
5
5
ド
を
背
に
し
た
位
置
に
カ
カ
ザ
・
カ
ァ
サ
ン
ザ
シ
キ
が
設
け
ら
れ
る
。
そ
の
反
対
側
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神棚（昔）
仏　一＿－1
ダイドコロ
図
タ
ナ
ナンド
タ　ナ
ザシキ
㊦・一／…
　　神棚（今）
ナ
ガ
シ
凹カマド
　　ニワ
　　図
コマ
コザシキ
匝ト・・ 」
縁
［a］
△
仏壇　床ノ間ダ・ド・・i‡
　　図1
（板の間）
ナンド
　’　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　一
　ザシキ
神棚
　　ニワ
軍（土間）
オマ　「　　　　‘＿
図イ・リ
　（板の間）
コザシキ
フ
・ ［亘ヨ 弓㊥斤く］
が
ア
ニ
ザ
シ
キ
・
キ
ャ
ク
ザ
．
ヒ
ラ
ザ
シ
キ
と
い
い
、
ニ
レ
（
後
継
ぎ
）
や
客
が
坐
り
、
ヨ
コ
ザ
正
面
の
下
座
で
あ
る
キ
ジ
リ
に
は
嫁
が
坐
る
。
キ
ジ
リ
は
ア
ラ
ト
ザ
シ
キ
と
も
呼
ぽ
れ
る
。
　
オ
マ
の
裏
手
に
あ
た
る
ナ
ン
ド
（
納
戸
）
は
、
オ
ヤ
ジ
と
カ
カ
の
寝
室
で
あ
る
。
寝
室
と
は
い
っ
て
も
、
明
治
末
年
ま
で
は
布
団
は
用
い
ず
、
ま
た
畳
で
も
な
く
、
一
面
に
藁
を
敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に
ム
シ
ロ
か
寝
ゴ
ザ
を
敷
い
て
裸
に
な
っ
て
寝
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
こ
こ
に
現
金
や
帳
箱
、
米
櫃
が
置
い
て
あ
り
、
錠
が
掛
け
ら
れ
、
他
の
家
族
員
の
無
断
の
出
入
り
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
か
つ
て
は
米
と
［b］
　▲
ヒラキ
　　ム
トノクチ
部
屋
で
あ
る
が
、
る
と
床
の
間
に
三
段
の
棚
を
し
つ
ら
え
て
祀
っ
た
。
　
一
方
、
付
属
小
屋
に
は
ク
ラ
・
ナ
ヤ
・
便
所
・
舟
小
屋
が
あ
る
が
、
ク
ラ
（
土
蔵
）
に
は
b
の
よ
う
に
味
噌
蔵
が
付
設
さ
れ
る
よ
う
な
形
式
も
多
い
。
ク
ラ
の
中
に
は
米
俵
・
味
噌
樽
の
ほ
か
、
カ
カ
の
箪
笥
も
置
か
れ
、
ク
ラ
の
鍵
は
カ
カ
が
持
ち
、
嫁
に
は
土
蔵
入
り
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
で
は
ど
の
家
で
も
た
い
て
い
ク
ラ
が
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
建
て
る
家
が
増
え
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
古
い
も
の
で
は
な
い
。
ク
ラ
の
な
い
頃
、
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
が
ナ
ン
ド
だ
っ
　
　
味
唱
は
嫁
に
は
自
由
に
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
い
、
こ
の
よ
う
　
　
な
主
婦
権
を
握
り
家
を
切
り
盛
り
し
て
い
く
こ
と
を
、
ナ
ン
　
　
ド
ザ
カ
シ
と
い
っ
た
。
ま
た
ナ
ン
ド
に
は
ッ
マ
ド
と
呼
ば
れ
　
　
る
非
常
用
の
出
入
り
P
が
あ
っ
て
、
湯
灌
の
水
な
ど
は
こ
こ
　
　
か
ら
捨
て
る
。
ま
た
嫁
い
だ
娘
が
戻
っ
て
き
て
出
産
す
る
の
り　
　
も
、
か
つ
て
は
こ
の
ナ
ソ
ド
だ
っ
た
。
取　
　
　
コ
ザ
シ
キ
は
も
っ
ぱ
ら
ニ
レ
夫
婦
の
寝
室
と
し
て
利
用
さ
間
れ
る
。
か
つ
て
は
若
夫
婦
の
い
な
い
家
で
は
、
こ
の
部
屋
が
6
　
ワ
ヵ
イ
シ
ュ
（
若
い
衆
）
の
宿
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
逆
に
図　
　
家
族
員
の
多
い
場
合
、
ニ
レ
夫
婦
以
外
の
若
者
は
、
以
前
な
　
　
ら
小
学
校
を
終
え
れ
ば
皆
宿
に
泊
ま
り
に
出
た
わ
け
で
あ
る
　
　
が
、
そ
の
よ
う
な
慣
習
の
な
く
な
っ
た
戦
後
は
、
コ
ザ
シ
キ
　
　
の
上
に
築
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
階
が
宛
が
わ
れ
た
。
ま
　
　
た
ザ
シ
キ
は
仏
壇
と
床
の
間
が
設
け
ら
れ
、
冠
婚
葬
祭
用
の
戦
前
ま
で
は
仏
壇
の
あ
っ
た
家
は
そ
う
多
く
な
く
、
盆
正
月
に
な
156
イエとムラの空間構成
た
わ
け
で
あ
る
。
嫁
は
シ
ン
シ
ョ
を
渡
さ
れ
る
頃
ま
で
は
、
箪
笥
や
着
物
は
持
っ
て
来
ず
、
実
家
ま
で
取
り
に
行
っ
て
い
た
。
秋
籾
そ
の
他
の
穀
物
を
貯
蔵
す
る
セ
イ
ロ
は
、
ク
ラ
に
し
つ
ら
え
て
い
る
家
も
あ
る
が
、
ナ
ヤ
に
置
く
家
の
方
が
南
片
辺
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
　
ナ
ヤ
は
ま
た
牛
小
屋
（
ウ
シ
マ
ヤ
）
を
兼
ね
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
牛
舎
以
外
の
半
分
も
牛
の
飼
料
で
あ
る
干
草
や
萱
・
藁
な
ど
を
貯
蔵
し
て
お
い
た
。
も
ち
ろ
ん
稲
の
収
穫
時
に
は
稲
を
乾
燥
さ
せ
た
り
、
貯
蔵
す
る
の
に
も
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
ナ
ヤ
の
中
に
井
戸
の
あ
る
家
も
多
く
、
そ
の
井
戸
端
で
よ
く
藁
を
叩
い
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
大
便
所
は
ヘ
ン
チ
ャ
と
い
い
、
別
棟
で
は
あ
る
が
、
こ
の
ナ
ヤ
に
接
し
て
建
て
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
三
尺
桶
を
使
用
し
た
。
ナ
ヤ
は
二
～
三
軒
の
仲
間
で
持
っ
て
い
る
例
も
あ
っ
た
が
、
舟
小
屋
の
場
合
は
南
片
辺
全
体
で
二
〇
棟
ぐ
ら
い
な
も
の
で
、
約
半
数
は
仲
間
持
ち
（
共
同
有
）
で
、
舟
小
屋
の
モ
ン
テ
に
な
っ
て
い
る
と
表
現
す
る
。
コ
ブ
ネ
と
呼
ば
れ
る
カ
ン
コ
舟
は
磯
ネ
ギ
に
も
使
わ
れ
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
肥
料
を
積
ん
で
鹿
野
浦
な
ど
に
行
く
際
に
用
い
ら
れ
る
運
搬
用
で
あ
っ
た
。
　
な
お
屋
根
は
、
か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
が
コ
バ
屋
根
で
あ
り
、
四
～
五
年
に
一
度
は
屋
根
替
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
屋
根
葺
き
の
イ
イ
を
、
チ
ャ
グ
ミ
（
茶
組
、
い
わ
ゆ
る
五
人
組
）
か
シ
ン
ル
イ
と
組
ん
で
行
っ
た
が
、
夏
の
天
気
の
良
い
日
に
一
日
で
終
わ
ら
せ
た
。
⇔
家
屋
敷
の
な
か
の
神
々
　
い
わ
ゆ
る
屋
敷
神
に
相
当
す
る
神
を
、
ヂ
ガ
、
ミ
（
地
神
）
と
呼
ぶ
が
、
片
辺
に
限
ら
ず
一
般
に
佐
渡
で
は
、
ヂ
ガ
ミ
と
は
屋
敷
神
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
土
地
に
対
す
る
神
の
呼
称
で
あ
る
。
屋
敷
や
屋
敷
跡
に
は
必
ず
ヂ
ガ
ミ
が
い
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
が
、
集
落
内
に
数
軒
で
、
あ
る
い
は
ク
、
・
・
の
神
と
し
て
共
有
で
祭
祀
し
て
い
る
神
社
を
ヂ
ガ
ミ
と
呼
ん
だ
り
、
ま
た
各
家
の
山
の
持
ち
地
（
個
人
の
所
有
地
）
に
祀
ら
れ
て
い
る
ヂ
ガ
ミ
も
あ
り
、
山
の
場
合
は
巨
木
に
宿
り
、
大
き
な
青
大
将
が
そ
の
使
い
だ
と
言
っ
た
り
も
す
る
。
さ
ら
に
は
「
十
二
さ
ん
」
と
い
っ
て
、
ム
ジ
ナ
（
絡
）
を
地
神
に
祀
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
そ
の
示
す
も
の
は
多
様
で
あ
る
。
　
南
片
辺
で
も
屋
敷
や
屋
敷
跡
に
は
ヂ
ガ
ミ
が
い
る
と
い
う
が
、
片
辺
の
場
合
、
こ
れ
を
個
人
の
屋
敷
地
内
に
祠
を
建
て
て
祀
っ
て
い
る
も
の
は
、
南
に
一
つ
、
北
に
一
つ
の
わ
ず
か
二
例
だ
け
で
あ
り
、
「
ヂ
ガ
ミ
さ
ん
が
あ
る
の
は
シ
ョ
ウ
ヤ
ウ
チ
（
庄
屋
、
大
き
な
旧
家
の
こ
と
）
で
、
他
の
ム
ラ
に
は
あ
る
が
…
…
」
と
か
、
後
述
す
る
集
落
の
外
れ
に
あ
る
個
人
が
鍵
取
り
（
鍵
守
り
、
社
人
）
を
し
て
い
る
神
社
を
、
ヂ
ガ
ミ
と
理
解
し
て
い
る
人
も
あ
る
。
個
人
が
鍵
取
り
を
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
共
有
の
神
社
あ
る
い
は
堂
で
あ
り
、
ま
た
屋
敷
内
に
あ
る
二
軒
の
ヂ
ガ
、
・
・
も
、
祭
祀
組
織
の
あ
り
方
等
か
ら
す
れ
ぽ
、
同
じ
類
の
も
の
で
あ
る
（
第
四
章
参
照
）
。
　
一
方
、
屋
内
神
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
オ
マ
に
祀
ら
れ
る
神
棚
に
は
、
伊
勢
の
大
神
宮
は
じ
め
、
南
片
辺
の
オ
ヤ
ガ
ミ
サ
ン
（
鎮
守
）
で
あ
る
白
山
神
社
、
ム
ラ
内
に
あ
る
正
福
寺
と
大
興
寺
の
祈
薦
札
、
オ
エ
ベ
ス
（
恵
比
寿
）
・
大
黒
、
金
毘
羅
、
ト
シ
マ
ブ
リ
、
そ
れ
に
家
族
が
参
詣
し
た
り
代
参
し
て
き
た
佐
渡
内
外
の
諸
社
寺
の
神
札
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
る
（
写
真
6
）
。
　
大
神
宮
と
白
山
神
社
の
神
札
は
正
月
に
、
ま
た
真
野
か
ら
来
る
大
黒
・
恵
比
寿
も
、
総
代
を
通
じ
て
配
ら
れ
る
が
、
寺
の
祈
薦
札
は
正
月
二
十
八
日
の
護
摩
真
言
の
際
に
貰
い
受
け
る
。
ま
た
ト
シ
マ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
7
リ
は
暮
の
三
十
日
頃
、
家
族
の
人
数
分
、
寺
か
ら
配
ら
れ
る
。
金
毘
羅
は
相
川
五
郎
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左
衛
門
町
の
金
刀
比
羅
神
社
か
ら
札
を
も
ら
っ
て
く
る
が
、
か
つ
て
は
春
参
り
と
い
っ
て
、
相
川
ま
で
泊
ま
り
掛
け
で
行
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
　
普
通
は
灯
明
を
上
げ
る
く
ら
い
で
あ
る
が
、
信
心
深
い
昔
の
人
は
、
毎
朝
一
番
に
浜
に
藻
を
取
り
に
い
っ
て
、
神
棚
に
巻
い
て
浄
め
た
と
い
う
。
た
だ
モ
ン
ピ
に
は
ど
の
家
で
も
特
別
な
祀
り
方
を
し
、
正
月
と
旧
九
月
十
五
日
の
年
二
回
は
神
棚
に
供
物
を
あ
げ
る
が
、
正
月
は
大
晦
日
の
晩
に
鏡
餅
と
す
る
め
を
供
え
、
三
が
日
の
朝
夕
二
回
と
七
日
の
朝
、
御
飯
・
お
神
酒
・
焼
き
魚
・
に
し
め
・
酢
の
物
等
を
お
膳
に
の
せ
て
供
え
る
。
小
正
月
に
は
餅
を
刺
し
た
メ
ー
ダ
マ
（
繭
玉
）
あ
る
い
は
ス
ル
メ
を
飾
り
、
正
月
二
十
日
と
十
月
二
十
日
は
恵
比
寿
講
と
し
て
赤
飯
・
尾
頭
付
き
・
お
神
酒
を
供
え
た
が
、
二
股
大
根
が
獲
れ
れ
ば
、
い
つ
で
も
オ
エ
ベ
ッ
サ
ン
に
供
え
る
と
い
う
。
ま
た
節
分
の
夕
方
は
、
オ
モ
ヤ
・
ナ
ヤ
・
ク
ラ
・
便
所
の
な
ど
の
入
口
や
窓
の
出
入
口
す
べ
て
に
、
「
十
二
月
」
と
書
い
た
木
札
を
一
対
ず
つ
た
て
る
が
、
片
辺
で
は
ま
た
、
「
福
は
内
」
の
豆
を
撒
く
前
に
、
ま
ず
小
声
で
「
え
べ
す
大
黒
福
の
神
」
と
唱
え
な
が
ら
豆
を
三
回
撒
く
の
が
習
わ
し
だ
っ
た
と
い
う
。
　
そ
の
外
の
屋
内
神
と
し
て
は
、
囲
炉
裏
や
竃
に
は
荒
神
様
が
い
る
と
し
て
、
そ
の
傍
に
火
の
神
・
火
伏
せ
の
神
の
お
札
を
貼
っ
た
。
囲
炉
裏
の
あ
っ
た
頃
に
は
荒
神
様
は
自
在
鈎
に
宿
る
と
い
っ
て
、
正
月
に
餅
を
供
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ク
ラ
や
井
戸
・
便
所
、
ま
た
大
黒
柱
と
小
黒
柱
に
も
、
正
月
は
注
連
や
松
飾
り
・
幣
束
を
飾
っ
た
が
、
常
設
の
棚
や
札
は
特
に
は
な
か
っ
た
。
大
黒
柱
・
小
黒
柱
を
こ
の
時
だ
け
雄
神
・
雌
神
と
呼
ん
だ
が
、
井
戸
に
い
る
神
様
は
水
神
さ
ん
と
称
さ
れ
、
大
歳
の
晩
に
は
、
飯
を
井
戸
の
な
か
に
空
け
た
り
も
し
た
。
ま
た
フ
ク
ジ
ョ
サ
ン
に
進
ぜ
る
と
い
っ
て
鼠
の
出
そ
う
な
所
に
も
、
こ
の
晩
は
飯
を
置
い
て
お
い
た
と
い
う
。
　
こ
れ
に
対
し
、
ナ
ヤ
は
牛
が
飼
わ
れ
て
い
た
頃
に
は
、
ど
こ
で
も
牛
の
神
様
と
さ
れ
る
大
日
さ
ん
が
祀
ら
れ
て
い
た
（
写
真
7
）
。
正
月
十
六
日
の
朝
に
は
、
白
餅
五
写真7　牛小屋のなかの大日様
つ
に
草
餅
四
つ
を
重
箱
に
入
れ
て
お
神
酒
と
と
も
に
供
え
、
そ
の
あ
と
餅
を
牛
に
食
わ
せ
た
が
、
大
歳
の
晩
に
も
家
族
と
同
様
、
牛
に
も
夜
食
を
与
え
た
。
ま
た
師
走
の
八
日
に
は
古
く
は
正
福
寺
で
牛
の
た
め
の
大
日
講
を
行
っ
た
が
、
十
二
月
八
日
は
新
穂
村
瓜
生
屋
に
あ
る
大
日
霊
神
社
の
縁
日
で
あ
り
、
こ
の
日
参
拝
に
行
っ
て
御
札
を
受
け
て
き
た
。
子
牛
を
売
っ
た
あ
と
二
～
三
人
で
連
れ
立
っ
て
大
日
さ
ん
参
り
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
相
川
町
海
士
町
に
も
大
日
堂
が
あ
り
、
こ
こ
に
願
掛
け
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
　
ま
た
仏
壇
の
あ
る
ザ
シ
キ
は
、
冠
婚
葬
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祭
の
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
が
な
さ
れ
る
場
で
も
あ
り
、
そ
の
際
、
床
の
間
に
は
皇
大
神
宮
や
エ
ビ
ス
大
黒
・
庚
申
等
の
掛
け
軸
が
飾
ら
れ
、
神
聖
視
さ
れ
た
空
間
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
神
社
の
御
札
が
届
け
ら
れ
る
と
、
神
棚
に
納
め
る
前
に
、
一
旦
ザ
シ
キ
の
床
の
間
に
供
え
る
家
も
あ
る
。
三
　
家
族
生
活
の
諸
相
θ
　
家
族
構
成
の
特
徴
　
ま
ず
は
南
片
辺
の
家
族
構
成
の
特
徴
を
、
す
な
わ
ち
そ
の
統
計
的
な
家
族
規
模
・
続
柄
構
成
・
家
族
類
型
な
ど
、
人
口
学
的
諸
相
を
ま
じ
え
な
が
ら
概
括
し
て
お
こ
う
。
　
南
片
辺
は
昭
和
六
十
年
現
在
、
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
集
落
内
に
あ
る
二
軒
の
寺
を
含
み
、
世
帯
数
が
三
十
九
、
人
口
は
一
四
七
人
で
、
平
均
家
族
員
数
は
わ
ず
か
三
・
七
七
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
三
十
五
年
以
降
の
高
度
経
済
成
長
と
人
口
の
都
市
集
中
に
ょ
る
、
全
国
的
な
急
激
な
都
市
化
・
核
家
族
化
の
進
行
と
、
そ
れ
に
伴
う
農
村
の
過
疎
化
現
象
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
南
片
辺
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
ま
さ
に
そ
の
影
響
を
も
ろ
に
被
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
国
勢
調
査
か
ら
、
そ
の
間
の
変
化
を
追
っ
て
み
れ
ば
、
昭
和
三
十
五
年
世
帯
数
四
十
五
、
人
口
二
一
三
人
、
昭
和
四
十
年
世
帯
数
四
十
、
人
口
一
八
四
人
、
昭
和
四
十
五
年
世
帯
数
四
十
一
、
人
口
一
八
九
人
、
昭
和
五
十
年
世
帯
数
三
十
九
、
人
口
一
六
七
人
、
昭
和
五
十
五
年
世
帯
数
三
十
九
、
人
口
一
五
五
人
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
家
族
員
数
で
い
っ
て
も
、
昭
和
四
十
年
の
四
・
六
〇
人
、
昭
和
五
十
年
の
四
・
二
八
人
で
あ
り
、
一
〇
年
毎
に
○
・
五
人
ず
つ
の
減
少
は
か
な
り
の
異
常
事
態
で
あ
っ
て
、
ム
ラ
は
地
滑
り
的
な
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
　
南
片
辺
の
人
口
お
よ
び
家
族
員
数
は
、
単
純
計
算
で
い
え
ば
、
あ
と
数
十
年
で
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
前
に
共
同
体
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
、
全
村
的
な
離
村
の
況
が
い
つ
訪
れ
る
と
も
限
ら
な
い
。
現
に
若
年
層
ぽ
か
り
か
中
年
層
の
流
出
に
ょ
っ
て
、
共
有
林
の
保
持
・
保
全
の
方
法
も
、
日
程
の
変
更
、
出
不
足
金
の
徴
収
な
ど
、
改
変
を
重
ね
て
も
、
新
た
な
植
林
事
業
は
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
の
流
出
が
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
あ
る
一
定
段
階
で
と
ど
ま
る
の
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
た
だ
南
片
辺
の
場
合
、
伝
統
的
に
出
稼
ぎ
の
盛
ん
な
ム
ラ
で
あ
っ
て
、
家
族
構
成
の
あ
り
方
と
し
て
、
親
が
隠
居
す
る
頃
、
ニ
レ
（
後
継
ぎ
）
が
戻
っ
て
き
て
、
跡
を
継
ぐ
こ
と
が
一
種
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
お
り
、
家
の
経
営
・
維
持
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
出
稼
ぎ
が
古
く
か
ら
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
一
つ
の
表3　続柄別家族構成
　南　片　辺
昭和60年（1985）
実劃千分比
　北　立　島
元治2年（1865）
実倒千分比
柄続
1，000
　　718
　　949
　　128
　　230
　　179
　538
　　51
　　26
　　26
39
28
37
5
9
7
2
1
2
1
1
1，000
　　804
1，826
　　261
　　457
　　130
　　261
　　22
　　130
　283
　　22
　　22
　　44
　217
　　87
26
717
22
46
37
84
12
21
6
1
2
1
6
1
3
1
1
2
1
0
4
9
3
3
1
主
者
　
者
　
　
　
母
弟
妹
　
父
母
子
女
者
子
姓
族
明
帯
偶
子
醐孫
父
母
父
甥
叔
叔
醜
の
㌫
　
　
　
の
　
　
　
　
　
刊
子
下
栢
世
配
　
子
　
　
　
祖
兄
姉
　
伯
伯
養
養
養
養
印
印
不
150
一
299計
159
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辺
咋
の
片
秘
跳
南
昭
（
島
年
）
立
鶴
北
元
（
実数1比率実数1比率
型類族家
7．7
15．4
12．8
35．9
3
6
5
1
4
6．5
0
21．7
28．3
　3
　0
10（1）
13
10．3
15．4
33．3
59．0
4
6
1
3
2
3
26．1
8．7
13．0
47．8
12（4）
4（1）
　6
22
単身世帯
世帯主夫婦のみの世帯
世帯主夫婦と無配偶子女を含む世帯
　　　　　　　　　計
世帯主夫婦と有配偶子女又は孫を含む世帯
世帯主夫婦と直系尊属を含む世帯
世帯主夫婦と直系尊・卑属を含む世帯
　　　　　　　　　計
夫婦家族
直系家族
・・（・）123・92
5．1
461100．Ol391100．0
傍系家族1傍系親族を含む世帯
計
（）内は印下百姓を含む家族の内数
る
。
表
3
で
み
る
よ
う
に
、
今
日
傍
系
親
族
の
比
率
は
極
め
て
低
い
。
唯
一
「
宗
門
人
別
帳
」
の
残
る
北
立
島
の
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
の
た
め
に
載
せ
た
が
、
聞
書
き
や
正
福
寺
過
去
帳
か
ら
推
定
さ
れ
る
南
片
辺
の
状
況
も
、
か
つ
て
は
こ
れ
に
近
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
「
昔
は
オ
ッ
サ
ン
も
お
っ
歯
止
め
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
家
の
シ
ス
テ
ム
や
家
族
の
生
活
や
慣
行
を
、
現
在
の
単
純
な
人
口
構
成
の
数
字
か
ら
探
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
聞
書
き
や
過
去
の
資
料
も
使
っ
て
、
ま
ず
は
南
片
辺
の
伝
統
的
な
家
の
あ
り
方
を
描
き
出
し
た
い
。
　
南
片
辺
の
昭
和
六
十
年
調
査
現
在
の
、
家
族
の
続
柄
構
成
と
家
族
類
型
は
、
表
3
・
4
の
通
り
で
あ
　
　
　
高
千
地
区
で
　
　
の
そ
れ
も
参
考
た
し
ア
バ
も
お
っ
た
し
、
夫
婦
も
三
す
が
い
も
お
っ
た
し
家
族
は
た
く
さ
ん
だ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
60
た
L
と
語
ら
れ
る
が
、
オ
ッ
サ
ン
・
ア
バ
と
い
う
の
は
、
親
族
呼
称
上
の
区
分
と
し
　
ー
て
、
長
男
・
長
女
を
ア
ニ
・
ア
ネ
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
次
三
男
以
下
、
次
女
以
下
の
呼
称
で
あ
る
オ
ジ
・
オ
バ
で
あ
る
者
が
、
結
婚
適
齢
期
で
あ
る
二
十
歳
過
ぎ
て
も
、
未
婚
の
ま
ま
生
家
に
継
続
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
を
指
す
。
オ
バ
は
嫁
と
し
て
他
家
の
正
規
な
一
員
と
な
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
が
、
オ
ジ
は
「
二
十
四
ま
で
家
に
奉
公
し
て
、
シ
ン
ゲ
（
自
立
）
し
ろ
よ
」
と
い
わ
れ
、
二
十
五
歳
か
ら
は
家
業
以
外
の
仕
事
で
得
た
収
入
は
シ
ン
ガ
イ
（
個
人
の
自
由
に
な
る
私
財
）
に
し
て
良
い
と
さ
れ
、
独
立
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。
明
治
に
な
っ
て
転
居
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
は
、
松
前
イ
カ
の
盛
況
で
、
北
海
道
へ
行
っ
た
オ
ッ
サ
ン
も
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
「
オ
ジ
ゴ
ン
ボ
ウ
（
牛
芳
の
分
か
れ
根
は
余
計
な
も
の
）
」
と
か
「
ア
バ
見
り
ゃ
荷
が
重
い
」
と
い
っ
た
言
い
回
し
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
独
立
で
き
ず
生
家
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
傍
系
親
族
も
多
か
っ
た
。
生
家
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
間
は
、
以
前
は
結
婚
が
認
め
ら
れ
ず
、
独
身
生
活
を
強
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
明
治
の
末
年
頃
ま
で
は
オ
ッ
サ
ン
・
ア
バ
の
ま
ま
一
生
を
終
え
る
者
も
み
ら
れ
た
と
い
う
。
オ
ッ
サ
ン
・
ア
バ
の
ま
ま
死
ぬ
と
、
縁
付
か
ず
に
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
夫
折
し
た
子
供
と
同
様
、
「
先
祖
」
に
は
な
れ
ず
、
「
無
縁
さ
ん
に
な
る
」
と
い
っ
た
。
　
明
治
に
な
れ
ば
少
な
く
と
も
結
婚
の
自
由
は
保
障
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
明
治
末
年
の
頃
の
オ
ッ
サ
ン
・
ア
バ
の
暮
ら
し
は
聞
書
き
で
、
あ
る
程
度
は
捉
え
ら
れ
る
。
明
治
三
十
年
生
ま
れ
の
宇
川
ハ
ル
さ
ん
に
よ
れ
ぽ
、
オ
ッ
サ
ン
の
な
か
に
は
仮
の
住
ま
い
を
作
っ
て
ア
バ
と
一
緒
に
な
っ
て
暮
ら
す
者
も
あ
っ
た
が
、
た
だ
し
「
寝
床
は
イエとムラの空間構成
下
に
コ
ソ
ク
リ
ー
固
め
て
ム
ロ
み
た
い
の
作
っ
て
の
お
、
そ
こ
に
馬
の
糞
の
乾
燥
し
た
の
を
そ
こ
に
入
れ
て
お
く
と
ホ
カ
ホ
カ
と
し
て
く
る
。
そ
の
上
で
寝
て
い
た
L
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
生
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
、
そ
の
日
暮
し
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
よ
く
し
た
も
の
で
そ
の
う
ち
に
潰
れ
た
家
や
立
退
く
者
の
跡
を
継
い
だ
り
、
両
養
子
や
ナ
カ
モ
チ
（
中
継
相
続
）
に
入
っ
て
何
と
か
な
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
　
こ
う
し
た
血
縁
関
係
を
有
す
る
傍
糸
家
族
の
ほ
か
、
南
片
辺
に
限
ら
ず
海
府
地
域
で
は
、
モ
レ
エ
ゴ
（
貰
い
子
）
あ
る
い
は
ヨ
ウ
シ
ゴ
（
養
子
児
）
と
呼
ば
れ
る
、
貰
い
子
養
子
が
多
か
っ
た
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
「
子
供
が
た
た
な
い
の
で
貰
っ
た
」
と
い
う
、
子
供
の
育
ち
が
悪
い
際
に
よ
そ
の
子
を
育
て
る
と
「
家
が
固
ま
る
っ
て
良
い
」
と
さ
れ
る
呪
術
的
な
モ
レ
エ
ゴ
も
あ
っ
た
が
、
ま
だ
物
心
の
つ
か
な
い
幼
い
う
ち
に
貰
っ
て
き
て
働
か
せ
る
モ
レ
エ
ゴ
が
海
府
に
は
多
く
、
国
仲
や
両
津
の
方
で
は
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
供
へ
の
嚇
し
文
句
と
し
て
、
「
泣
く
子
は
海
府
へ
や
る
ぞ
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
　
モ
レ
エ
ゴ
の
具
体
例
を
一
例
示
せ
ば
、
イ
エ
ツ
キ
の
娘
で
婿
を
と
っ
た
大
正
十
一
年
生
ま
れ
の
あ
る
家
の
カ
カ
は
、
三
人
兄
妹
の
末
子
で
あ
っ
た
が
、
幼
い
頃
は
ほ
か
に
四
人
の
モ
レ
エ
ゴ
が
い
て
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ
同
様
の
関
係
で
育
っ
た
と
い
う
。
自
身
も
七
つ
ま
で
北
片
辺
の
子
の
な
い
家
に
養
女
に
い
っ
て
い
た
が
、
ニ
レ
が
夫
折
し
、
姉
が
嫁
い
で
し
ま
っ
た
た
め
生
家
に
戻
っ
た
と
い
う
。
一
人
は
お
寺
の
デ
ド
ノ
ク
チ
に
浴
衣
一
枚
で
放
置
さ
れ
て
い
た
捨
て
子
で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
は
い
ず
れ
も
貧
し
く
て
国
仲
か
ら
貰
わ
れ
て
き
た
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
。
詳
し
い
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
実
の
親
か
ら
直
接
、
「
年
季
証
文
」
的
な
も
の
を
取
り
交
わ
し
て
預
け
ら
れ
た
者
で
あ
ろ
う
。
　
海
府
一
帯
に
は
、
二
十
五
ま
で
無
給
で
働
く
、
い
か
に
使
わ
れ
て
も
親
は
苦
情
を
い
わ
な
い
、
ま
た
年
季
明
け
に
は
実
家
に
戻
す
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
た
、
近
世
後
期
の
「
年
季
証
文
」
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
記
憶
で
は
、
そ
の
頃
に
は
十
八
を
過
ぎ
た
ら
皆
家
か
ら
出
て
い
っ
た
と
い
う
。
幼
い
頃
は
よ
く
ナ
ヤ
で
藁
タ
タ
キ
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
頭
の
よ
い
子
は
高
校
に
も
上
げ
て
や
り
、
ま
た
ア
ニ
キ
と
呼
ん
で
、
実
子
と
何
の
分
け
隔
て
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
家
を
継
い
で
い
な
い
と
こ
ろ
を
み
れ
ぽ
、
当
然
実
子
と
の
区
分
は
存
在
し
た
。
聞
書
き
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
幼
い
う
ち
は
コ
マ
・
キ
ャ
ケ
バ
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
寝
か
さ
れ
、
小
学
校
を
終
え
て
ワ
カ
イ
シ
ュ
に
な
れ
ば
、
実
子
も
同
様
で
は
あ
る
が
、
ワ
カ
イ
シ
ュ
宿
を
ネ
ヤ
ド
に
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
の
小
規
模
の
家
族
構
成
か
ら
は
推
測
で
き
な
い
ほ
ど
、
大
家
族
的
で
、
か
な
り
開
放
的
な
家
が
存
在
し
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
⇔
　
家
族
員
の
役
割
と
分
担
　
続
い
て
傍
糸
で
は
な
く
、
主
要
な
家
族
構
成
員
の
生
活
を
み
て
い
く
が
、
一
家
の
家
長
は
オ
ヤ
ジ
と
呼
ば
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ほ
か
に
イ
エ
テ
（
家
手
）
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
長
男
を
ア
ニ
・
ア
ニ
キ
と
呼
ぶ
ほ
か
、
家
の
継
承
者
と
い
う
こ
と
で
、
ニ
レ
（
二
代
）
と
呼
ぶ
の
と
同
様
、
家
の
現
在
の
継
承
者
と
い
う
意
味
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
そ
の
オ
ヤ
ジ
に
は
、
シ
ン
シ
ョ
ゥ
ザ
ヵ
シ
（
身
上
ざ
か
し
）
と
い
い
、
サ
カ
シ
と
は
取
り
扱
う
と
か
や
り
繰
り
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
家
産
（
身
上
）
を
運
営
管
理
し
、
「
カ
マ
ド
を
預
か
る
」
と
い
っ
て
、
家
族
員
を
統
率
し
、
次
代
の
ニ
レ
へ
161
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無
事
伝
達
し
て
い
く
義
務
と
権
利
・
権
限
が
あ
っ
た
。
ま
た
外
に
向
か
っ
て
は
、
家
を
代
表
し
て
部
落
会
等
に
参
加
す
る
者
で
あ
る
ほ
か
、
十
二
月
二
十
八
日
の
餅
つ
き
の
火
付
け
、
元
日
の
若
水
汲
み
、
小
正
月
十
六
日
の
セ
ン
タ
ロ
ダ
タ
キ
な
ど
、
家
の
祭
祀
の
主
宰
者
で
も
あ
る
。
　
カ
カ
と
呼
ぽ
れ
る
主
婦
の
役
割
も
、
か
つ
て
は
か
な
り
明
確
で
あ
っ
た
。
ナ
ン
ド
ザ
カ
シ
あ
る
い
は
ク
ラ
ザ
カ
シ
と
い
っ
て
、
食
糧
の
管
理
配
分
、
食
事
作
り
の
采
配
の
権
限
は
カ
カ
が
握
っ
て
い
た
。
ヨ
メ
に
は
米
と
味
噌
は
自
由
に
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
い
、
ナ
ン
ド
や
ク
ラ
へ
の
出
入
り
は
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
た
。
食
事
作
り
も
カ
カ
の
権
限
で
あ
り
、
ヨ
メ
も
作
る
が
、
あ
く
ま
で
手
伝
い
に
す
ぎ
ず
、
飯
を
家
族
の
椀
に
盛
る
の
も
、
「
シ
ャ
ク
シ
を
握
る
」
と
い
っ
て
、
　
ヨ
メ
に
は
一
切
さ
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
　
こ
れ
に
対
し
、
嫁
と
り
し
た
後
継
ぎ
の
ニ
レ
も
含
め
、
南
片
辺
の
若
い
男
た
ち
は
、
田
仕
事
は
女
た
ち
に
ま
か
せ
、
海
府
番
匠
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
大
工
・
木
挽
き
・
左
官
な
ど
に
な
っ
て
、
ム
ラ
を
離
れ
、
出
稼
ぎ
に
出
て
暮
ら
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
近
く
の
大
工
や
左
官
、
木
挽
き
の
師
匠
の
と
こ
ろ
へ
弟
子
入
り
し
、
大
工
・
左
官
な
ら
普
段
は
佐
渡
一
円
に
タ
ビ
に
出
て
、
現
金
収
入
を
求
め
た
。
木
挽
き
も
ま
た
集
団
を
組
ん
で
、
外
海
府
や
国
仲
の
山
へ
長
期
山
小
屋
に
泊
ま
り
掛
け
で
、
木
を
伐
っ
た
り
樽
を
作
っ
た
り
し
た
。
索
道
（
架
線
）
や
馬
擬
が
で
き
る
大
正
末
年
頃
ま
で
は
、
若
い
娘
も
オ
イ
コ
と
し
て
駄
賃
負
い
を
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
　
冬
だ
け
炭
を
焼
い
た
り
、
夏
一
～
ニ
ヵ
月
ア
ラ
メ
や
ワ
カ
メ
を
採
っ
た
者
も
わ
ず
か
な
が
ら
は
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
若
い
衆
は
大
工
や
木
挽
で
年
中
タ
ビ
に
出
て
い
た
と
い
う
。
ム
ラ
に
は
正
月
・
盆
と
節
句
と
い
っ
た
モ
ン
ピ
の
ほ
か
、
田
植
・
稲
刈
の
時
期
だ
け
戻
っ
て
き
て
、
農
作
業
を
手
伝
い
、
オ
ヤ
ジ
が
年
を
と
っ
て
あ
ま
り
働
け
な
く
な
る
頃
、
ニ
レ
は
戻
っ
て
家
を
継
ぐ
。
こ
れ
は
現
在
の
都
会
へ
の
就
業
や
会
社
勤
め
で
も
同
様
で
あ
り
、
古
く
か
ら
こ
う
し
た
家
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
未
だ
大
規
模
な
挙
家
離
村
ま
で
至
っ
て
い
な
い
要
因
か
も
し
れ
な
い
。
　
若
い
衆
の
そ
の
他
の
生
活
は
年
齢
集
団
の
と
こ
ろ
で
、
ま
た
嫁
の
地
位
と
生
活
は
次
項
の
婚
姻
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
が
、
子
供
も
ま
た
大
き
く
な
り
、
小
学
校
に
入
れ
ぽ
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
。
も
っ
ぽ
ら
風
呂
炊
き
、
牛
の
干
草
集
め
と
モ
リ
（
子
守
）
が
子
供
の
役
割
で
あ
っ
た
が
、
稲
刈
の
頃
に
な
る
と
「
牛
の
番
」
の
た
め
学
校
も
休
ん
で
手
伝
っ
た
。
学
校
を
休
ん
だ
の
は
昭
和
十
年
頃
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
約
十
日
ほ
ど
片
辺
の
子
供
の
み
皆
休
ん
だ
と
い
う
。
牛
の
世
話
は
普
段
は
ナ
ヤ
ジ
か
ジ
イ
（
年
寄
り
）
の
役
目
で
あ
っ
た
が
、
春
五
月
、
田
こ
な
し
が
終
わ
る
と
山
に
放
牧
に
出
し
た
牛
が
、
秋
に
な
っ
て
山
か
ら
下
り
て
く
る
。
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
秋
入
れ
と
重
な
り
、
ナ
ヤ
に
は
取
り
入
れ
た
稲
を
収
蔵
し
、
乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
牛
は
ム
ラ
は
ず
れ
の
川
原
や
カ
ヤ
野
か
、
収
穫
を
終
え
た
田
に
放
牧
す
る
が
、
オ
ヤ
ジ
や
ジ
イ
は
稲
刈
の
方
に
駆
り
出
さ
れ
る
た
め
、
子
供
た
ち
が
牛
が
よ
そ
に
行
か
な
い
よ
う
「
牛
の
番
」
を
行
っ
た
。
　
平
均
反
別
六
反
歩
ほ
ど
の
南
片
辺
で
は
、
牛
は
現
金
収
入
の
点
で
も
重
要
で
あ
っ
た
が
、
一
家
協
同
の
牛
の
ほ
か
に
、
シ
ン
ゲ
エ
牛
と
称
し
、
家
族
個
人
の
自
由
に
な
る
牛
も
あ
っ
た
。
外
海
府
地
区
で
は
ヨ
メ
ノ
ウ
シ
と
い
っ
て
、
嫁
ぐ
娘
に
牝
の
仔
牛
を
一
頭
持
参
さ
せ
る
慣
行
が
あ
り
、
ヨ
メ
の
シ
ン
ガ
イ
（
私
財
）
と
し
て
、
売
っ
て
得
た
収
入
は
カ
カ
に
渡
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
が
、
南
片
辺
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
結
婚
に
際
し
て
必
ず
付
け
る
と
い
っ
た
ふ
う
に
は
慣
行
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
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イエとムラの空間構成
ま
た
シ
ン
ガ
イ
に
類
似
し
た
言
葉
に
ホ
マ
チ
が
あ
る
。
例
え
ば
五
〇
万
円
の
牛
が
五
五
万
円
で
売
れ
た
際
に
出
る
予
想
外
の
五
万
円
の
儲
け
の
こ
と
を
い
う
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
ホ
マ
チ
と
し
て
私
財
に
し
て
よ
か
っ
た
。
そ
れ
以
外
は
、
か
つ
て
は
ニ
レ
や
ヨ
メ
が
出
稼
ぎ
で
稼
い
だ
金
も
、
す
べ
て
オ
ヤ
ジ
と
カ
カ
に
渡
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
パ
ァ
も
シ
ナ
バ
タ
を
一
年
に
三
ハ
タ
も
織
っ
て
家
計
を
助
け
た
。
⇔
　
婚
姻
儀
礼
と
セ
ン
ダ
ク
帰
り
表5　世代別通婚圏（入婚者）
集落内 北片辺1同駆相川内佐凶島外i合計
26
22
24
0
　
0
　
2
0
　
2
　
　
4
0
　
　
1
　
0
5
　
　
1
　
　
2
5
　
　
4
　
　
ワ
↑
6121　72
（不完全夫婦を含む）
1
8
1
11
16（61．6％）
14（63．6％）
14（58．3％）
44（61．1％）
夫の生年
明治生まれ
大正生まれ
昭和生まれ
計
　
二
十
五
歳
の
年
祝
い
を
盛
大
に
祝
う
た
め
、
後
家
祝
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
て
、
そ
の
前
に
結
婚
す
る
の
が
望
ま
れ
た
。
ま
た
オ
ヤ
コ
（
身
内
）
か
ら
と
る
こ
と
も
望
ま
れ
、
南
片
辺
の
世
代
別
の
通
婚
の
範
囲
（
入
婚
圏
）
は
表
5
の
通
り
で
あ
る
が
、
北
片
辺
を
含
め
れ
ば
八
割
近
く
が
村
内
婚
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
関
連
し
て
セ
ン
ダ
ク
休
み
、
セ
ン
ダ
ク
帰
り
と
称
さ
れ
る
ヨ
メ
の
長
期
里
帰
り
慣
行
な
ど
、
特
異
な
習
俗
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
　
た
だ
片
辺
に
限
ら
ず
海
府
の
場
合
、
婚
姻
儀
礼
の
あ
り
方
や
そ
の
過
程
が
、
明
治
中
期
以
降
の
娘
の
泊
ま
り
宿
（
寝
宿
）
の
消
滅
に
よ
っ
て
、
そ
の
婚
姻
形
態
の
基
盤
が
大
き
く
崩
れ
た
こ
と
か
ら
、
時
代
的
な
変
化
が
激
し
い
。
ま
た
そ
の
後
、
他
の
地
域
の
婚
姻
習
俗
の
導
入
に
よ
っ
て
、
個
人
的
な
偏
差
も
大
き
く
、
一
様
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
ワ
カ
イ
シ
ュ
宿
と
婚
姻
形
態
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ヨ
メ
の
地
位
と
婚
姻
習
俗
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
記
述
す
る
。
片
辺
に
お
い
て
娘
の
泊
ま
り
宿
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
た
の
は
、
北
片
辺
の
明
治
二
十
一
年
生
ま
れ
の
イ
ン
フ
ォ
マ
ン
ト
た
だ
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
以
前
の
状
況
も
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
一
つ
の
事
例
か
ら
紹
介
を
は
じ
め
た
い
。
　
「
オ
ラ
は
い
と
こ
だ
っ
た
も
ん
だ
け
ど
、
嫌
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
十
七
の
六
　
月
に
こ
こ
に
来
た
。
そ
の
頃
は
十
七
～
八
で
嫁
に
行
く
の
は
い
な
か
っ
た
。
手
が
　
足
ら
ん
も
ん
だ
し
、
百
姓
で
来
て
く
れ
と
い
う
て
、
昼
間
だ
け
来
た
。
丸
っ
こ
い
　
ブ
ラ
リ
提
灯
を
持
っ
て
（
夜
に
は
家
に
）
帰
っ
た
。
普
通
の
提
灯
で
実
家
の
名
前
　
が
付
い
て
る
。
…
オ
ラ
っ
ち
は
三
年
ぐ
ら
い
家
か
ら
通
っ
た
。
ア
シ
フ
ミ
っ
て
い
　
っ
て
の
お
、
昔
は
島
田
で
も
あ
げ
て
紋
付
だ
け
着
て
、
オ
ジ
ョ
ロ
ー
連
れ
て
の
お
、
　
ヨ
メ
イ
リ
の
式
だ
け
は
、
こ
の
ザ
シ
キ
で
し
た
。
そ
の
夜
も
家
へ
帰
っ
た
。
（
三
年
ぽ
か
り
経
っ
て
）
も
う
泊
ま
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
て
、
初
め
て
泊
ま
っ
た
。
ア
シ
ァ
ラ
イ
っ
て
、
ヨ
メ
さ
ん
に
ア
シ
フ
ミ
来
る
と
き
に
ザ
シ
キ
に
這
入
ら
ん
う
ち
に
、
こ
こ
（
カ
ッ
テ
グ
チ
）
で
一
杯
ず
つ
シ
ン
セ
キ
の
者
が
（
酒
を
）
飲
む
の
が
ア
シ
ア
ラ
イ
だ
。
最
初
初
め
て
来
た
と
き
の
こ
と
。
…
ス
タ
テ
っ
て
い
う
と
、
今
は
実
家
で
す
る
が
、
昔
は
実
家
で
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
ぽ
か
り
世
話
に
な
っ
た
、
そ
れ
こ
そ
宿
が
あ
る
と
、
そ
こ
ヘ
ナ
ラ
っ
ち
の
ド
ウ
シ
ャ
が
寄
っ
て
賑
　
や
か
に
や
る
。
そ
れ
を
言
っ
た
ん
だ
。
オ
ラ
っ
ち
は
、
川
上
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
、
た
だ
針
習
い
に
行
っ
た
だ
け
、
夜
間
若
い
女
は
出
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
っ
て
、
昼
間
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の
仕
事
だ
け
で
、
だ
か
ら
オ
ラ
っ
ち
の
ス
タ
テ
は
実
家
で
や
っ
た
。
旦
那
の
ド
ウ
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シ
ャ
も
来
た
。
一
緒
に
や
っ
た
よ
L
（
山
下
イ
ト
さ
ん
、
明
治
三
十
七
年
生
ま
れ
）
　
こ
の
事
例
は
、
既
に
娘
の
泊
ま
り
宿
も
な
く
な
っ
て
か
ら
、
か
な
り
経
っ
た
時
代
の
形
式
で
あ
り
、
ア
シ
フ
、
ミ
H
ヨ
メ
イ
リ
（
簡
素
な
嫁
入
婚
）
で
あ
っ
て
、
古
い
形
態
も
か
な
り
残
し
て
い
る
が
、
ス
タ
テ
を
実
家
で
行
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
日
ア
シ
ア
ラ
イ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
既
に
儀
礼
が
「
タ
ビ
風
に
」
だ
い
ぶ
変
化
し
て
い
る
。
娘
宿
も
針
の
習
得
を
目
的
と
し
た
裁
縫
宿
に
変
わ
り
、
ス
タ
テ
も
実
家
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
ワ
カ
イ
シ
ュ
宿
に
酒
と
豆
腐
の
煮
染
め
を
持
っ
て
行
き
、
モ
ン
テ
（
仲
間
）
に
飲
ま
せ
て
、
そ
の
承
認
を
得
る
の
が
ス
タ
テ
の
意
味
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
事
例
で
は
紋
付
を
着
て
と
し
て
い
る
が
、
夕
方
母
親
に
連
れ
ら
れ
二
人
で
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
行
っ
て
、
一
膳
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
も
い
る
。
イ
ト
さ
ん
の
場
合
も
、
実
家
か
ら
三
年
間
通
っ
て
い
る
が
、
ヨ
メ
が
ム
コ
方
に
泊
ま
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
「
足
が
止
ま
る
」
と
い
い
、
足
が
止
ま
る
と
正
月
十
五
日
の
晩
、
実
家
か
ら
「
明
日
モ
チ
ニ
に
来
て
く
れ
」
と
使
い
が
あ
り
、
夫
婦
で
銘
か
け
餅
を
実
家
で
食
べ
に
行
く
儀
礼
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
本
来
初
婿
入
り
の
儀
礼
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
以
後
も
姑
が
死
ぬ
ま
で
毎
年
正
月
十
六
日
の
昼
間
、
ヤ
ブ
イ
リ
（
藪
入
り
）
と
称
し
て
、
夫
婦
で
賂
こ
ろ
餅
を
食
べ
に
行
っ
た
。
　
ま
た
セ
ン
ダ
ク
と
い
っ
て
、
毎
年
ヨ
メ
は
冬
と
秋
に
十
日
か
ら
一
ヵ
月
、
生
家
に
ジ
ン
ノ
ビ
（
脛
の
ば
し
）
し
に
帰
っ
た
が
、
イ
ト
さ
ん
の
場
合
三
十
三
過
ぎ
て
も
実
家
に
セ
ン
ダ
ク
に
戻
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
自
身
の
箪
笥
な
ど
嫁
入
り
道
具
を
運
ん
で
き
た
の
は
、
シ
ュ
ウ
ト
オ
ヤ
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
で
五
十
歳
近
か
っ
た
。
セ
ン
ダ
ク
に
限
ら
ず
、
キ
ガ
ケ
の
ヨ
メ
は
毎
日
実
家
に
戻
っ
た
が
、
実
家
が
ム
ラ
内
に
な
い
、
村
外
か
ら
入
婚
し
た
ヨ
メ
の
場
合
も
、
特
定
の
家
を
ヤ
ス
ミ
宿
に
頼
み
、
毎
日
の
よ
う
に
ジ
ン
ノ
ビ
し
に
行
っ
た
と
い
う
。
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何
名
か
の
人
の
話
や
他
の
地
域
の
事
例
も
総
合
し
て
い
え
ば
、
娘
の
泊
ま
り
宿
の
　
ー
あ
っ
た
頃
の
婚
姻
は
、
娘
宿
と
ワ
カ
イ
シ
ュ
宿
の
相
互
の
交
渉
に
よ
る
ス
キ
ゾ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
（
恋
愛
婚
）
に
よ
っ
て
成
立
し
、
簡
素
な
嫁
入
婚
で
あ
る
ア
シ
フ
ミ
が
行
わ
れ
、
数
年
経
っ
た
の
ち
、
そ
れ
こ
そ
足
が
止
ま
る
と
い
う
意
味
で
、
ア
シ
ア
ラ
イ
と
い
う
嫁
の
引
き
移
り
の
儀
礼
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
親
の
力
が
伸
長
し
て
く
る
と
、
娘
の
泊
ま
り
宿
が
存
在
し
て
も
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
親
の
意
思
で
結
婚
相
手
が
選
定
さ
れ
、
ま
た
「
半
年
使
い
」
　
「
半
分
使
い
」
と
呼
ば
れ
る
ヨ
メ
の
労
働
力
を
早
く
使
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
形
態
が
生
ま
れ
て
来
る
。
さ
ら
に
は
ア
シ
フ
ミ
を
仮
祝
言
と
し
て
、
の
ち
に
本
ヨ
メ
あ
る
い
は
祝
言
と
呼
ぽ
れ
る
披
露
を
中
心
と
し
た
儀
礼
を
、
ア
シ
フ
ミ
と
は
別
に
行
う
形
式
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
　
引
き
続
い
て
、
大
正
生
ま
れ
以
降
の
人
た
ち
の
婚
姻
儀
礼
を
紹
介
す
る
が
、
他
地
域
の
婚
姻
儀
礼
を
取
り
込
ん
で
、
か
な
り
儀
式
化
、
形
式
化
さ
れ
て
い
る
一
方
、
微
妙
な
点
で
個
人
的
な
偏
差
が
極
め
て
大
き
い
。
そ
れ
が
固
定
化
し
な
い
ま
ま
、
現
在
の
式
場
婚
へ
移
行
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
ど
れ
が
典
型
的
な
形
式
と
も
い
え
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
る
程
度
事
例
を
複
合
し
て
、
そ
の
過
渡
期
的
な
形
式
を
理
念
的
に
再
現
し
て
お
く
。
　
話
が
だ
い
た
い
決
ま
る
と
、
ム
コ
方
か
ら
オ
モ
シ
ン
ル
イ
の
男
二
人
が
酒
一
本
に
イ
カ
一
枚
添
え
て
、
持
っ
て
行
き
酒
を
飲
み
合
い
、
祝
言
の
日
取
り
を
決
め
て
く
る
。
こ
れ
を
キ
マ
リ
酒
、
樽
入
れ
と
い
っ
た
。
ヨ
メ
イ
リ
は
そ
れ
か
ら
一
～
二
週
間
後
に
行
わ
れ
た
が
、
嫁
迎
え
は
午
前
中
、
ム
コ
方
の
オ
モ
シ
ン
ル
イ
の
女
衆
二
人
が
モ
ラ
イ
テ
と
な
り
、
赤
く
塗
っ
た
角
樽
を
持
っ
た
樽
持
ち
一
人
を
引
き
連
れ
て
、
ヨ
メ
方
イエとムラの空間構成
へ
迎
う
。
樽
持
ち
は
子
供
の
役
で
あ
っ
た
が
、
一
升
樽
は
道
の
途
中
で
人
々
に
振
舞
っ
た
。
モ
ラ
イ
テ
は
オ
マ
で
「
ヨ
メ
さ
ん
を
貰
い
に
来
ま
し
た
」
と
挨
拶
を
し
、
ヨ
メ
を
連
れ
て
い
く
が
、
七
人
衆
と
い
っ
て
、
モ
ラ
イ
テ
と
ム
コ
方
の
樽
持
ち
が
先
導
と
な
っ
て
、
ヨ
メ
の
あ
と
に
は
、
ツ
レ
テ
と
呼
ば
れ
る
ヨ
メ
の
オ
モ
シ
ン
ル
イ
の
女
衆
二
人
と
樽
持
ち
一
人
が
付
い
て
い
く
。
婚
家
に
着
く
と
、
嫁
は
ト
ノ
ク
チ
か
ら
入
る
が
、
他
の
者
は
玄
関
か
ら
入
り
、
シ
ュ
ウ
ト
オ
ヤ
を
前
に
し
て
、
オ
マ
に
並
ぶ
。
モ
ラ
イ
テ
が
「
無
事
連
れ
て
き
ま
し
た
」
、
　
ツ
レ
テ
が
「
何
も
知
ら
ん
も
ん
、
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
内
側
が
赤
く
塗
っ
て
あ
る
ヒ
ロ
フ
タ
と
い
う
丸
盆
に
の
せ
て
、
ア
シ
ア
ラ
イ
の
酒
を
一
杯
ず
つ
飲
み
合
う
。
　
こ
の
あ
と
ザ
シ
キ
に
移
り
、
祝
言
と
な
る
が
、
こ
れ
を
シ
ュ
ウ
ゲ
ン
ザ
シ
キ
と
か
本
ザ
シ
キ
と
い
っ
た
。
ま
ず
ヨ
メ
と
シ
ュ
ウ
ト
オ
ヤ
（
舅
姑
）
が
、
三
つ
重
ね
の
鶴
亀
の
柄
の
赤
く
塗
っ
た
盃
に
、
家
に
い
る
子
供
に
酒
を
注
が
せ
て
、
親
子
の
盃
を
し
、
こ
れ
が
済
む
と
、
本
客
呼
び
と
い
っ
て
、
ム
コ
方
の
方
シ
ン
ル
イ
女
衆
十
人
ほ
ど
と
ヒ
ロ
メ
の
宴
と
な
っ
た
。
ム
コ
は
こ
の
席
に
は
出
ず
（
少
し
だ
け
出
る
場
合
も
あ
っ
た
）
、
ま
た
ヨ
メ
も
直
ぐ
に
実
家
に
帰
る
が
、
そ
の
夕
、
　
シ
ュ
ウ
ゲ
ン
ガ
エ
シ
と
い
っ
て
、
ム
コ
が
ヨ
メ
の
家
へ
行
っ
て
、
ム
コ
方
の
シ
ン
ル
イ
と
同
様
の
宴
を
行
っ
た
。
ま
た
晩
に
は
ヤ
ド
モ
ン
テ
の
ほ
か
学
校
の
友
人
も
呼
ん
で
ス
タ
テ
を
行
っ
た
が
、
チ
ャ
グ
、
・
・
に
は
ハ
チ
ハ
ラ
イ
（
鉢
払
い
）
と
称
し
、
‘
カ
ッ
テ
で
残
っ
た
も
の
や
蕎
麦
を
食
べ
さ
せ
た
。
　
こ
の
形
式
で
は
、
既
に
ア
シ
ア
ラ
イ
は
ヨ
メ
の
引
渡
し
の
儀
礼
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
嫁
迎
え
の
モ
ラ
イ
テ
を
男
衆
二
人
が
行
っ
た
り
、
夫
婦
で
な
い
男
女
二
人
で
し
た
場
合
も
あ
り
、
男
衆
の
場
合
は
、
ヨ
メ
モ
ラ
イ
の
挨
拶
の
あ
と
、
タ
チ
ブ
ル
マ
イ
（
立
ち
振
舞
い
）
と
称
し
、
ザ
シ
キ
で
酒
を
飲
み
合
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
だ
い
ぶ
儀
式
化
、
形
式
化
さ
れ
て
い
く
が
、
シ
ュ
ウ
ゲ
ン
ガ
エ
シ
と
い
っ
た
要
素
も
取
り
込
ま
れ
、
次
第
に
ヨ
メ
イ
リ
が
引
移
り
の
儀
礼
か
つ
披
露
の
儀
礼
と
し
て
の
意
味
を
増
し
、
こ
れ
に
並
行
し
て
披
露
の
客
の
位
置
付
け
も
変
化
し
て
い
く
。
本
来
式
の
勝
手
仕
事
を
扶
助
し
た
チ
ャ
グ
ミ
も
、
ハ
チ
ハ
ラ
イ
か
ら
ス
タ
テ
に
招
く
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
こ
こ
十
年
ほ
ど
前
か
ら
は
チ
ャ
グ
ミ
も
一
人
ず
つ
本
客
に
含
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
大
正
生
ま
れ
の
人
た
ち
の
行
っ
た
ヨ
メ
イ
リ
は
、
そ
れ
以
降
の
当
日
か
ら
婚
家
に
泊
ま
り
、
ミ
ッ
メ
と
称
さ
れ
る
三
日
目
の
里
帰
り
が
な
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
標
準
的
な
嫁
入
婚
へ
と
移
る
過
渡
期
的
な
形
態
を
示
し
て
い
る
。
　
し
か
し
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
嫁
入
婚
的
な
婚
姻
儀
礼
を
行
っ
て
は
い
て
も
、
大
正
生
ま
れ
の
人
た
ち
は
、
少
な
く
と
も
三
年
間
は
実
家
か
ら
通
っ
た
と
か
、
カ
カ
に
な
る
ま
で
セ
ン
ダ
ク
を
行
っ
た
と
か
、
ヨ
メ
は
生
家
と
婚
家
と
の
両
属
的
な
存
在
と
し
て
、
さ
ら
に
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
よ
り
生
家
と
の
関
係
が
強
か
っ
た
点
で
あ
る
。
セ
ン
ダ
ク
は
イ
ト
さ
ん
同
様
、
だ
い
た
い
三
十
三
歳
を
過
ぎ
て
も
冬
に
十
日
か
ら
三
十
日
、
ま
た
秋
ゼ
ン
タ
ク
と
い
っ
て
、
盆
過
ぎ
か
ら
稲
刈
前
ま
で
、
夏
に
も
十
日
ほ
ど
帰
る
者
も
い
た
と
い
う
。
箪
笥
な
ど
嫁
入
り
道
具
の
引
き
移
し
は
さ
ら
に
遅
れ
、
ヨ
メ
の
着
物
は
実
家
に
あ
る
か
ら
、
婚
家
に
泊
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
着
替
え
る
と
き
は
生
家
に
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
供
を
産
む
の
も
二
～
三
人
は
も
ち
ろ
ん
、
姑
が
生
き
て
い
る
う
ち
は
全
員
実
家
で
産
ん
だ
と
い
う
人
も
い
る
。
ヨ
メ
の
小
遣
い
だ
け
で
な
く
、
子
供
の
出
産
費
、
ま
た
子
供
の
衣
服
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
5
代
ま
で
も
、
か
つ
て
は
婚
家
で
は
な
く
、
実
家
が
負
担
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
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ヨ
メ
の
婚
家
で
の
地
位
は
、
次
に
み
る
シ
ャ
ク
シ
渡
し
が
済
む
ま
で
は
、
定
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
四
　
世
代
階
層
と
家
内
地
位
実
に
不
安
　
先
の
三
十
三
過
ぎ
て
も
セ
ン
ダ
ク
に
戻
っ
た
と
い
う
の
は
、
三
十
三
歳
が
女
の
厄
年
祝
い
の
年
齢
で
あ
り
、
こ
の
頃
ま
で
に
シ
ャ
ク
シ
が
渡
さ
れ
る
の
を
、
一
つ
の
理
想
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
た
だ
実
際
に
は
、
孫
が
嫁
を
と
る
ま
で
財
布
を
渡
さ
な
か
っ
た
と
か
、
死
に
譲
り
で
あ
っ
た
と
か
い
う
話
が
多
い
。
　
い
わ
ゆ
る
家
長
権
を
次
世
代
に
譲
り
渡
す
こ
と
を
、
相
川
で
は
一
般
に
カ
マ
ド
渡
し
、
あ
る
い
は
オ
ヤ
ジ
を
渡
す
と
か
シ
ン
シ
ョ
（
身
上
）
を
譲
る
と
呼
び
、
ま
た
主
婦
権
の
譲
渡
を
シ
ャ
ク
シ
渡
し
、
カ
カ
を
渡
す
な
ど
と
い
っ
た
。
外
海
府
で
は
そ
の
譲
渡
の
時
期
や
儀
礼
が
特
に
明
確
で
あ
り
、
　
「
俸
も
来
年
は
四
十
二
に
な
る
か
ら
オ
ヤ
ジ
を
渡
さ
に
ゃ
」
な
ど
と
い
っ
て
、
四
十
二
の
厄
年
祝
い
を
盛
大
に
催
す
た
め
、
ニ
レ
の
四
十
一
歳
の
大
歳
の
晩
に
カ
マ
ド
渡
し
の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
オ
モ
シ
ン
ル
イ
を
呼
ん
で
、
囲
炉
裏
の
前
で
一
升
舛
の
上
に
財
布
や
帳
箱
を
の
せ
、
イ
カ
を
一
枚
添
え
て
渡
し
た
が
、
シ
ャ
ク
シ
渡
し
も
こ
れ
に
伴
い
大
歳
の
晩
、
米
櫃
と
杓
子
を
洗
い
、
ヨ
メ
に
杓
子
を
渡
し
て
飯
を
一
杯
盛
ら
せ
た
と
い
う
。
片
辺
の
場
合
は
、
大
歳
の
晩
に
や
る
と
か
、
儀
式
め
い
た
も
の
も
特
に
な
か
っ
た
が
、
四
十
二
の
年
祝
い
を
盛
大
に
や
る
と
い
っ
た
意
識
は
強
く
、
男
の
場
合
は
四
十
二
前
に
オ
ヤ
ジ
は
渡
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ら
し
い
。
　
厄
年
祝
い
は
男
の
二
十
五
と
四
十
二
、
女
の
三
十
三
の
祝
い
は
特
に
盛
大
に
催
さ
れ
、
ヨ
メ
イ
リ
よ
り
も
盛
大
に
行
う
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
女
の
十
九
は
た
だ
結
婚
に
よ
く
な
い
年
齢
と
さ
れ
た
だ
け
で
、
ま
た
六
十
一
も
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
お
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
6
ず
、
家
族
内
で
祝
う
く
ら
い
だ
っ
た
。
正
月
七
日
が
済
む
と
、
大
安
吉
日
を
選
ん
で
、
1
自
宅
の
ザ
シ
キ
で
三
日
三
晩
の
振
舞
い
を
す
る
。
ド
シ
（
友
人
）
や
オ
モ
シ
ン
ル
イ
は
じ
め
ヤ
ド
オ
ヤ
や
師
匠
な
ど
を
招
く
が
、
二
十
五
の
祝
い
な
ら
ア
イ
ド
シ
（
同
年
齢
者
）
を
正
座
に
据
え
て
も
て
な
し
、
本
人
は
ケ
ン
ペ
エ
と
称
し
、
酒
の
注
ぎ
役
に
な
っ
て
一
升
ぐ
ら
い
入
る
大
き
な
鉢
で
回
し
飲
み
す
る
。
四
十
二
の
祝
い
な
ら
、
一
日
目
は
オ
ヤ
ジ
方
、
二
日
目
は
友
人
、
三
日
目
は
チ
ャ
グ
ミ
を
中
心
に
振
舞
っ
た
。
女
性
の
三
十
三
の
祝
い
は
婚
家
が
開
い
て
く
れ
る
が
、
実
家
か
ら
も
嬬
米
が
三
斗
届
け
ら
れ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
年
祝
い
が
盛
大
に
祝
わ
れ
る
の
は
、
一
つ
に
は
人
々
へ
の
食
事
の
振
舞
い
が
厄
落
し
の
意
味
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
（
ほ
か
に
も
寺
か
ら
厄
払
い
の
祈
薦
が
来
た
り
、
ア
イ
ド
シ
と
一
緒
に
相
川
の
金
毘
羅
と
神
明
社
に
厄
払
い
に
も
行
っ
た
）
、
南
片
辺
の
社
会
の
構
造
原
理
が
「
家
」
よ
り
も
世
代
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
家
族
呼
称
は
父
を
ダ
ン
（
ラ
ン
、
ト
ウ
サ
ン
）
、
母
は
ン
ネ
（
カ
ァ
サ
ン
）
、
祖
父
を
ジ
イ
（
ジ
ヤ
ン
）
、
祖
母
を
バ
ァ
、
長
男
を
ア
ニ
キ
（
ア
ン
カ
ン
）
、
長
女
や
嫁
を
ア
ネ
（
ア
ニ
ャ
ン
）
、
次
男
次
女
以
下
を
オ
ジ
・
オ
バ
、
ま
た
末
子
を
オ
ト
ノ
コ
（
イ
ラ
ズ
）
な
ど
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
家
族
呼
称
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
人
の
「
家
」
に
お
け
る
地
位
と
関
連
し
た
名
称
と
い
っ
た
方
が
よ
い
。
　
一
般
に
人
を
呼
ぶ
際
の
、
そ
の
呼
び
掛
け
は
、
片
辺
に
限
ら
ず
佐
渡
で
は
、
ど
こ
で
も
名
前
を
用
い
ず
、
こ
の
家
内
地
位
に
屋
号
を
冠
し
て
呼
ぶ
の
が
習
慣
で
あ
り
、
例
え
ば
マ
ゴ
エ
ム
バ
ァ
と
い
え
ぽ
、
孫
右
衛
門
家
の
シ
ャ
ク
シ
渡
し
を
終
え
た
前
主
婦
を
指
し
て
い
る
。
調
査
に
際
し
て
も
、
ム
ラ
人
に
他
家
の
人
の
名
前
を
聞
い
て
も
イエとムラの空間構成
知
ら
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
屋
号
＋
世
代
呼
称
で
、
人
は
類
別
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
を
表
化
し
た
の
が
、
表
6
で
あ
る
が
、
夫
婦
を
単
位
に
世
代
階
層
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
各
家
族
員
は
こ
の
段
階
を
順
次
上
昇
し
、
さ
ら
に
死
ん
で
は
「
先
祖
」
と
し
て
祀
ら
れ
る
。
本
来
他
出
す
べ
き
傍
系
家
族
で
あ
る
オ
ヅ
サ
ン
や
ア
バ
は
、
死
後
は
「
無
縁
さ
ん
」
と
し
て
祀
ら
れ
、
　
「
先
祖
」
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。
墓
地
に
い
く
と
「
先
祖
代
々
墓
」
の
脇
に
「
無
縁
之
墓
」
を
設
け
て
い
る
家
が
あ
る
が
、
こ
の
片
辺
で
は
、
オ
ヤ
ジ
や
カ
カ
と
し
て
一
代
、
シ
ン
表6　家内地位と呼称
女 性
呼　　称　　家内地位
パァ　　　シャクシ渡しを終
　　　iえた前主婦
カァサン　　現在の主婦
（ンネ）　　　（カカ）
　アネ　　　次代の主婦予定者
（アニャン）　　（ヨメ）
男 性
家内地位　　呼　称
カマド渡しを終え
た前家長
ジイ
現在の家長
（オヤジ）
トウサン
（ダン）
三竺長予定者i（アニキアンカン）
シ
ョ
を
サ
カ
シ
た
者
だ
け
が
、
は
じ
め
て
「
先
祖
」
に
な
れ
る
構
成
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
　
こ
う
し
た
世
代
階
層
の
原
理
が
強
く
、
そ
れ
が
家
の
な
か
の
地
位
に
も
反
映
さ
れ
る
た
め
、
ヨ
メ
は
カ
カ
に
な
る
ま
で
は
そ
の
家
の
真
の
構
成
員
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
片
辺
の
場
合
、
夫
の
カ
マ
ド
譲
り
に
並
行
し
て
ヨ
メ
も
シ
ャ
ク
シ
を
渡
さ
れ
る
た
め
、
当
然
そ
の
時
期
は
三
十
三
歳
よ
り
は
遅
く
な
る
。
よ
う
や
く
箪
笥
な
ど
を
実
家
か
ら
運
ん
で
き
て
も
、
　
「
生
き
て
エ
ン
ル
イ
死
ん
で
シ
ン
ル
イ
」
と
い
っ
て
、
ヨ
メ
の
実
家
と
の
関
係
は
離
婚
し
て
再
び
戻
る
可
能
性
も
あ
り
、
死
ん
で
は
じ
め
て
真
の
シ
ン
ル
イ
に
な
れ
る
と
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
ヨ
メ
は
カ
カ
と
な
り
、
そ
し
て
死
ん
で
は
じ
め
て
、
そ
の
地
位
が
確
定
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
四
　
ム
ラ
の
空
間
構
成
O
　
耕
作
地
と
山
林
の
利
用
ー
生
産
領
域
（
1
）
ー
　
集
落
内
部
の
形
態
に
関
し
て
は
、
後
の
項
で
触
れ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
周
囲
に
広
が
る
耕
作
地
や
山
林
原
野
ま
た
地
先
の
磯
浜
の
入
会
慣
行
な
ど
、
村
落
の
領
域
の
な
か
で
も
生
産
領
域
に
限
定
し
、
ま
た
生
業
の
構
成
と
も
絡
み
合
わ
せ
て
記
述
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
　
佐
渡
沿
岸
部
の
集
落
は
、
い
ず
れ
も
地
形
学
で
い
う
海
岸
段
丘
崖
下
の
小
湾
頭
に
立
地
し
て
い
る
が
、
大
佐
渡
の
場
合
、
海
岸
段
丘
崖
は
北
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
峻
し
く
な
っ
て
い
く
。
旧
外
海
府
村
の
小
田
・
大
倉
辺
り
ま
で
行
く
と
、
ヒ
ラ
（
あ
る
い
は
ガ
ラ
）
と
呼
ば
れ
る
そ
の
崖
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
達
す
る
が
、
南
片
辺
の
場
合
は
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
段
丘
上
ま
で
至
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
代
お
り
、
段
丘
が
海
岸
近
辺
ま
で
達
し
て
い
て
、
そ
の
狭
い
小
湾
頭
の
浜
に
家
屋
敷
が
集
中
し
、
集
落
周
囲
に
は
小
河
川
沿
い
に
し
か
田
畑
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
外
海
府
地
区
や
高
千
地
区
で
も
北
部
の
ム
ラ
に
行
く
と
、
集
落
周
囲
の
小
河
川
の
扇
状
地
に
開
か
れ
た
湿
田
を
コ
デ
ン
（
古
田
）
、
段
丘
上
の
乾
田
を
シ
ン
デ
ン
（
新
田
）
と
呼
び
分
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
南
片
辺
で
は
そ
の
よ
う
な
区
分
は
せ
ず
、
集
落
南
の
松
島
川
と
呼
ば
れ
る
河
口
に
わ
ず
か
に
広
が
る
田
は
、
マ
チ
パ
の
田
と
呼
ぼ
れ
る
こ
と
　
6
7
が
普
通
で
あ
る
。
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南
片
辺
の
水
田
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
、
こ
の
マ
チ
バ
の
田
と
イ
ワ
ノ
（
上
野
）
の
田
と
呼
ば
れ
る
段
丘
上
の
田
（
細
か
く
は
字
名
を
付
け
て
、
例
え
ば
ク
リ
コ
の
田
と
か
下
戸
平
の
田
と
い
っ
た
ふ
う
に
呼
ば
れ
る
）
、
そ
れ
に
鹿
野
浦
の
田
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
区
有
文
書
に
は
新
田
開
発
の
記
録
と
し
て
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
田
子
中
与
十
郎
ほ
か
二
十
九
名
の
連
記
で
、
く
り
こ
、
く
り
ま
ど
の
田
地
を
拓
く
　
　
　
（
1
2
）
旨
の
文
書
と
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
三
十
二
名
の
連
記
で
、
く
り
ま
ど
、
下
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
戸
平
を
拓
く
旨
の
文
書
が
残
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
元
禄
検
地
以
降
ほ
と
ん
ど
耕
作
面
積
の
増
は
な
か
っ
た
か
ら
、
近
世
初
頭
に
南
片
辺
の
水
田
開
発
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
段
丘
上
の
田
は
集
落
よ
り
最
大
一
キ
ロ
辺
り
ま
で
伸
び
て
い
る
が
、
こ
こ
で
ほ
ぼ
留
ま
っ
て
い
る
の
は
、
既
に
海
抜
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
て
お
り
、
佐
渡
の
場
合
、
標
高
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
が
水
田
耕
作
の
臨
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
界
線
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
既
に
限
界
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
ま
た
鹿
野
浦
の
田
地
ま
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
道
が
悪
く
、
運
搬
用
の
コ
ブ
ネ
と
呼
ぼ
れ
る
舟
に
稲
や
干
草
・
肥
料
を
積
ん
で
行
き
来
し
た
。
磯
ネ
ギ
を
す
る
舟
よ
り
一
尺
ほ
ど
大
き
い
が
、
磯
ネ
ギ
に
も
兼
用
さ
れ
た
。
か
つ
て
は
ど
の
家
で
も
こ
の
コ
ブ
ネ
は
持
っ
て
お
り
、
舟
小
屋
に
は
小
舟
な
ら
二
～
三
本
は
入
っ
た
。
鹿
野
浦
へ
の
道
は
昭
和
四
～
五
年
に
は
改
修
さ
れ
た
が
、
自
転
車
も
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
も
鹿
野
浦
ま
で
は
舟
で
運
ぶ
の
が
普
通
だ
っ
た
。
な
お
主
た
る
採
草
地
は
、
上
野
の
田
と
の
海
岸
段
丘
崖
、
す
な
わ
ち
ビ
ラ
の
カ
ヤ
野
で
あ
っ
た
が
、
所
有
は
数
軒
の
旧
家
が
占
有
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
田
の
畦
道
や
個
人
の
山
の
草
が
利
用
さ
れ
た
が
、
草
地
が
広
大
な
た
め
か
、
外
海
府
の
よ
う
な
ビ
ラ
の
採
草
に
関
し
て
別
段
権
利
義
務
の
慣
行
は
聞
か
れ
な
い
。
　
田
畑
の
耕
地
面
積
は
表
1
で
ほ
ぼ
正
確
で
あ
ろ
う
が
、
山
林
を
含
ん
だ
土
地
台
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒
面
積
は
実
態
と
は
大
幅
に
掛
け
離
れ
て
い
る
の
で
（
高
千
全
体
で
実
測
面
積
で
数
千
町
歩
の
開
き
が
あ
る
と
い
う
）
、
五
万
分
の
一
の
地
形
図
か
ら
測
定
し
た
高
千
森
林
組
合
の
資
料
に
よ
っ
て
み
れ
ぽ
、
高
千
地
区
の
平
面
総
面
積
は
八
二
八
一
町
歩
で
、
そ
の
土
地
利
用
状
況
は
耕
地
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
林
野
九
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
草
地
そ
の
他
が
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
内
訳
と
な
っ
て
い
る
。
南
片
辺
の
耕
地
面
積
は
高
千
地
区
で
は
最
も
低
い
か
ら
、
林
野
の
割
合
は
よ
り
高
い
も
の
と
思
わ
れ
、
い
か
に
背
後
に
多
く
の
山
林
を
抱
え
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
　
南
片
辺
に
は
四
十
六
人
山
あ
る
い
は
フ
ナ
ヤ
マ
（
舟
山
）
と
呼
ば
れ
、
四
十
六
株
で
構
成
さ
れ
る
ム
ラ
全
体
の
共
有
林
と
、
三
十
六
人
山
と
い
わ
れ
る
ム
ラ
の
草
分
け
三
十
六
戸
で
保
有
す
る
共
有
林
、
ま
た
そ
れ
を
三
つ
の
村
組
に
分
け
た
組
山
と
呼
ば
れ
る
、
三
種
類
の
共
有
林
が
あ
る
。
登
記
上
は
そ
れ
ぞ
れ
四
十
六
人
山
（
舟
山
）
は
一
四
町
歩
、
三
十
六
人
山
が
二
町
歩
、
組
山
は
北
組
な
ら
一
町
三
反
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
測
で
は
四
十
六
人
山
が
二
〇
〇
町
歩
（
人
に
よ
っ
て
五
〇
町
か
ら
三
〇
〇
町
歩
ま
で
と
さ
ま
ざ
ま
）
、
三
十
六
人
山
も
二
〇
～
三
〇
町
歩
は
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
　
組
山
と
い
え
ば
、
た
い
て
い
三
十
六
人
山
と
同
じ
内
容
を
指
し
、
三
十
六
人
山
を
北
組
・
中
組
・
南
組
の
三
つ
に
分
割
し
た
も
の
が
組
山
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
組
ご
と
に
、
個
人
か
ら
山
林
を
購
入
し
た
り
（
例
え
ぽ
南
組
で
は
北
片
辺
の
個
人
か
ら
三
反
歩
購
入
）
、
逆
に
組
の
個
人
に
一
部
を
分
割
し
た
り
し
て
い
る
た
め
、
と
き
た
ま
別
な
も
の
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
、
そ
れ
ま
で
村
山
で
あ
っ
た
柴
山
を
、
ム
ラ
を
一
二
人
ず
つ
北
・
中
・
南
の
三
組
に
分
け
て
分
割
し
た
の
が
組
山
の
は
じ
め
で
あ
り
、
そ
の
後
貞
享
四
年
（
＝
ハ
八
七
）
に
イエとムラの空間構成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
ン
は
長
坂
平
か
ら
ふ
た
こ
っ
坂
ま
で
の
柴
山
を
、
ま
た
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
長
坂
　
　
　
（
1
7
）
の
雑
木
林
を
、
さ
ら
に
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
は
そ
れ
ま
で
村
仲
間
持
ち
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
あ
っ
た
残
り
の
山
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
分
割
し
た
。
こ
の
三
十
六
人
山
は
、
野
の
上
の
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
水
道
と
か
林
道
を
作
っ
た
り
で
、
だ
い
た
い
皆
伐
っ
て
し
ま
い
、
今
で
は
冬
に
一
日
義
務
人
夫
に
出
る
だ
け
だ
と
い
う
。
　
こ
れ
に
対
し
四
十
六
人
山
、
す
な
わ
ち
舟
山
は
歩
け
ぽ
二
時
間
ぐ
ら
い
は
掛
か
る
奥
山
で
あ
り
、
実
測
面
積
二
〇
〇
～
三
〇
〇
町
歩
に
も
の
ぼ
る
広
大
な
も
の
で
、
金
北
山
の
腰
の
と
こ
ろ
ま
で
伸
び
て
い
る
と
い
う
。
郡
内
有
数
の
杉
の
美
林
が
あ
り
、
杉
な
ど
の
植
林
事
業
に
年
に
一
五
～
二
〇
日
（
か
つ
て
は
ひ
と
月
）
の
義
務
人
夫
を
務
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
昭
和
五
十
六
年
か
ら
は
、
行
け
る
人
だ
け
が
行
き
、
出
不
足
金
か
日
当
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
義
務
人
夫
は
春
と
秋
、
年
二
回
あ
る
。
春
は
祭
り
の
あ
と
十
六
日
十
七
日
が
ノ
ー
ヤ
ス
ミ
（
農
休
み
）
に
な
る
が
、
そ
の
後
に
八
日
間
、
四
日
ず
つ
の
二
回
に
分
け
て
、
ま
た
秋
は
秋
上
が
り
の
十
月
半
ぽ
過
ぎ
に
、
朝
何
時
ま
で
に
と
い
う
触
れ
が
あ
っ
て
、
杉
の
下
刈
り
、
雪
で
寝
て
い
る
苗
起
し
、
枝
打
ち
、
ま
た
兎
用
の
案
山
子
作
り
な
ど
を
行
う
。
　
こ
の
フ
ナ
ヤ
マ
（
以
下
、
字
名
の
舟
山
と
区
別
し
、
ム
ラ
株
の
意
で
使
う
）
の
配
当
と
し
て
、
か
つ
て
は
一
～
二
年
お
き
に
、
分
け
木
と
称
し
、
ヤ
マ
を
村
中
で
分
け
た
。
分
け
木
は
田
植
え
の
あ
と
、
山
の
口
ま
で
皆
で
行
っ
て
籔
を
ひ
く
。
ヤ
マ
を
分
け
る
と
す
ぐ
に
伐
る
が
、
鈍
で
木
印
を
付
け
、
枯
れ
る
ま
で
放
置
し
て
お
き
、
秋
前
（
収
穫
前
）
か
秋
が
上
が
っ
て
か
ら
取
り
に
行
っ
て
、
冬
に
コ
バ
に
し
た
。
今
は
ほ
と
ん
ど
配
当
は
出
さ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
部
落
で
護
岸
だ
と
か
す
る
と
き
に
使
う
だ
け
と
い
う
。
こ
の
舟
山
と
い
う
名
称
は
、
佐
渡
の
海
村
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
名
称
で
あ
り
、
類
似
の
舟
が
つ
く
名
称
が
周
囲
の
ム
ラ
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ぽ
金
泉
地
区
の
戸
地
で
は
舟
木
山
で
あ
り
、
こ
こ
も
奥
山
で
あ
る
が
、
海
辺
の
木
は
組
成
が
悪
く
、
タ
テ
ノ
コ
（
縦
挽
き
鋸
）
の
な
い
時
代
、
ツ
ブ
（
イ
タ
ヤ
と
も
い
い
、
楓
で
作
っ
た
喫
）
で
剥
い
で
い
く
に
は
風
当
た
り
の
少
な
い
肥
沃
な
沢
で
育
っ
た
木
が
適
し
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
た
の
だ
ろ
う
。
舟
材
の
材
料
、
剤
り
舟
の
原
木
が
あ
っ
た
地
名
と
解
釈
さ
れ
、
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
「
海
に
い
た
つ
く
人
々
」
の
痕
跡
を
示
す
名
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
　
昭
和
六
～
七
年
に
林
道
が
で
き
て
、
木
材
の
搬
出
は
楽
に
な
っ
た
が
、
か
つ
て
は
ダ
ッ
チ
ン
オ
イ
（
駄
賃
負
い
）
と
い
っ
て
、
農
閑
期
に
は
、
娘
た
ち
は
ク
レ
を
背
中
に
負
っ
て
山
か
ら
運
ぶ
仕
事
が
あ
っ
た
。
羽
茂
に
味
噌
会
社
が
あ
っ
た
頃
は
、
も
っ
ぽ
ら
味
噌
樽
用
の
桶
グ
リ
を
供
出
し
た
。
一
方
、
ワ
カ
イ
シ
ュ
を
中
心
と
し
た
男
た
ち
の
仕
事
は
、
用
材
の
伐
採
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
木
挽
き
と
し
て
、
自
村
に
限
ら
ず
外
海
府
や
国
仲
の
山
に
も
出
掛
け
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
広
大
な
山
林
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
炭
焼
き
や
バ
イ
タ
と
称
さ
れ
た
商
品
用
の
薪
材
の
供
出
に
関
わ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
ま
り
聞
か
れ
な
い
。
炭
焼
き
は
ほ
ん
の
一
人
二
人
冬
期
間
に
焼
く
者
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
ボ
ソ
ズ
ミ
（
白
炭
）
ぽ
か
り
で
、
堅
炭
は
焼
か
な
か
っ
た
と
い
い
、
バ
イ
タ
は
年
寄
り
の
農
閑
仕
事
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。
〔口
　
牧
草
地
と
磯
浜
の
利
用
ー
生
産
領
域
（
2
）
ー
　
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
広
大
な
山
林
原
野
の
機
能
と
し
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
牛
の
放
牧
地
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
佐
渡
牛
は
も
と
も
と
は
色
黒
く
小
柄
な
牛
で
あ
り
、
肉
牛
ま
た
は
役
牛
と
し
て
、
東
京
・
金
沢
・
高
岡
、
飛
騨
高
山
方
面
へ
売
ら
れ
、
肉
が
柔
ら
か
い
美
味
な
牛
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
近
代
以
降
盛
ん
に
改
良
が
加
え
ら
169
国立歴史民俗博物館研究報告　第43集　（1992）
れ
、
生
産
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
が
、
改
良
の
結
果
今
で
は
但
馬
牛
系
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
牛
飼
い
の
目
的
は
、
親
牛
を
産
出
す
る
の
で
は
な
く
、
子
取
り
と
呼
ぽ
れ
る
子
牛
生
産
で
あ
っ
た
。
全
島
で
飼
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
心
は
背
後
に
大
佐
渡
山
系
の
恵
ま
れ
た
放
牧
地
を
有
す
る
、
こ
の
高
千
を
は
じ
め
と
し
た
海
府
筋
の
村
々
で
あ
っ
た
。
大
正
十
年
頃
に
は
北
片
辺
の
藻
浦
崎
に
牛
市
が
開
設
さ
れ
、
毎
年
十
一
月
九
日
に
行
わ
れ
た
セ
リ
市
は
、
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
を
み
せ
た
と
い
う
。
セ
リ
市
は
大
正
十
二
年
石
花
川
対
岸
に
移
動
し
、
昭
和
十
年
か
ら
は
現
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
の
北
川
内
に
あ
る
高
千
畜
産
市
場
に
移
転
し
た
が
、
明
治
四
十
年
北
片
辺
南
片
辺
の
有
志
二
六
名
が
片
辺
種
牛
組
合
を
組
織
し
牛
の
改
良
を
は
じ
め
た
と
い
い
、
か
つ
て
は
こ
の
片
辺
が
畜
牛
の
一
つ
の
中
心
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
　
そ
の
山
間
放
牧
の
方
法
は
、
毎
年
田
こ
な
し
（
牛
耕
）
が
済
む
と
山
に
連
れ
て
い
き
、
秋
十
月
頃
に
な
る
と
山
出
し
と
い
っ
て
下
山
さ
せ
、
冬
期
間
は
自
宅
の
ナ
ヤ
で
飼
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「
牛
は
牛
連
れ
、
馬
は
馬
連
れ
」
な
ど
と
い
っ
て
、
放
牧
し
た
牛
は
常
時
、
三
～
五
頭
か
ら
多
く
て
十
五
頭
ぐ
ら
い
で
連
れ
立
っ
て
行
動
す
る
。
そ
の
性
質
を
利
用
し
て
、
南
片
辺
の
場
合
、
集
落
か
ら
三
キ
ロ
ほ
ど
入
っ
た
南
片
辺
地
籍
内
の
大
塚
山
周
辺
を
、
牛
の
タ
チ
バ
（
立
場
）
に
し
た
が
、
こ
の
大
塚
山
地
区
に
は
北
片
辺
や
戸
地
・
戸
中
の
牛
も
放
牧
さ
れ
た
。
牛
は
標
高
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
を
生
活
圏
と
し
て
移
動
す
る
。
こ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
ジ
イ
の
役
目
で
あ
っ
た
が
、
月
に
一
～
二
度
、
山
へ
牛
の
状
態
を
見
に
い
っ
た
。
牛
が
放
牧
地
か
ら
逃
げ
出
し
た
り
、
農
作
地
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
、
大
垣
と
称
し
、
一
メ
ー
ト
ル
六
〇
ぐ
ら
い
の
杭
で
囲
い
を
作
っ
た
が
、
か
つ
て
は
こ
の
大
垣
の
修
理
も
ム
ラ
仕
事
で
あ
っ
た
。
五
月
の
寄
合
で
は
放
牧
の
期
日
が
決
め
ら
れ
、
ま
た
九
月
以
降
に
牛
の
番
を
付
け
る
の
も
、
部
落
の
話
合
い
で
決
め
ら
れ
た
が
、
ま
た
藻
浦
崎
に
は
秋
ど
こ
の
牛
か
判
ら
な
い
牛
を
入
れ
て
お
く
牛
込
を
作
り
、
各
村
々
に
回
状
を
廻
し
て
、
部
落
で
責
任
を
以
て
管
理
し
た
。
こ
う
し
た
畜
牛
も
、
戦
後
、
ノ
ダ
ネ
ノ
ウ
シ
と
い
う
が
、
放
牧
中
の
自
然
交
尾
で
生
ま
れ
る
雑
牛
に
よ
っ
て
質
が
低
下
し
、
生
産
地
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
し
て
の
人
気
が
落
ち
、
さ
ら
に
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
病
の
蔓
延
で
繁
殖
障
害
が
起
こ
り
、
牛
の
生
産
は
下
火
と
な
っ
て
い
く
。
　
一
方
、
地
先
の
海
に
関
し
て
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
護
岸
工
事
が
施
さ
れ
、
片
辺
漁
港
が
整
備
さ
れ
て
、
大
幅
に
そ
の
内
容
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
北
片
辺
と
の
境
界
は
、
陸
の
地
境
（
江
川
の
と
こ
ろ
）
か
ら
上
コ
グ
リ
（
小
栗
島
）
と
呼
ば
れ
る
岩
礁
を
結
ん
だ
線
ま
で
は
南
片
辺
が
地
先
権
を
有
し
、
ま
た
同
じ
陸
の
境
か
ら
下
コ
グ
リ
と
呼
ば
れ
る
岩
礁
を
結
ん
だ
線
ま
で
は
、
両
片
辺
二
部
落
の
入
会
海
域
で
、
そ
れ
よ
り
北
が
北
片
辺
の
磯
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
戸
中
と
の
境
は
、
鹿
野
浦
に
あ
る
境
川
の
延
長
線
上
で
、
大
ま
か
に
は
鹿
野
浦
ト
ン
ネ
ル
よ
り
向
う
側
は
戸
中
の
領
域
と
な
っ
て
い
る
。
　
高
千
漁
業
協
同
組
合
は
昭
和
十
六
年
頃
で
き
た
が
、
こ
れ
に
入
っ
て
い
な
い
と
船
を
使
っ
て
の
漁
は
で
き
な
い
。
そ
れ
以
前
は
自
由
で
あ
っ
た
が
、
南
片
辺
は
古
く
か
ら
専
業
漁
師
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
期
に
地
先
の
海
で
、
ス
ケ
ト
ウ
や
イ
カ
を
獲
る
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
も
と
も
と
磯
ネ
ギ
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ス
ヶ
ト
バ
・
タ
ラ
バ
は
三
月
か
ら
四
月
、
イ
ヵ
バ
は
四
月
か
ら
八
月
ま
で
、
北
片
辺
は
そ
の
後
も
漁
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
南
片
辺
で
イ
カ
船
を
出
し
た
の
は
大
正
末
の
頃
ま
で
と
い
う
。
古
く
は
コ
ウ
ナ
ゴ
も
獲
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
今
は
全
く
記
憶
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
戦
後
、
四
月
か
ら
五
月
に
イ
ワ
シ
船
を
行
な
っ
た
が
、
三
〇
年
前
ま
で
は
鰯
の
獲
170
イエとムラの空間構成
り
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
　
前
述
し
た
よ
う
に
運
搬
用
の
コ
ブ
ネ
は
ど
の
家
で
も
持
っ
て
い
た
が
、
オ
オ
ブ
ネ
と
呼
ば
れ
る
漁
業
船
（
テ
ン
ト
船
の
ち
に
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
の
機
関
船
）
を
持
っ
て
い
た
家
は
南
片
辺
で
三
～
四
軒
、
フ
ナ
モ
ト
（
船
元
）
あ
る
い
は
ナ
ヤ
モ
ト
（
納
屋
元
）
と
呼
ば
れ
た
。
ナ
オ
ブ
ネ
一
艘
に
は
五
～
六
人
が
乗
る
が
、
　
一
月
十
一
日
に
カ
コ
ギ
メ
と
い
っ
て
、
］
年
間
の
乗
組
員
（
カ
コ
）
を
決
め
た
。
ナ
ヤ
モ
ト
が
酒
一
升
で
お
神
酒
を
立
て
、
ソ
ー
メ
ゲ
ー
（
染
め
粥
）
と
称
し
、
粥
の
な
か
に
小
豆
を
入
れ
て
食
べ
た
。
ま
た
前
日
の
晩
は
イ
カ
バ
ユ
ウ
ハ
ン
と
い
っ
て
、
い
つ
も
よ
り
夕
飯
を
早
く
食
べ
た
が
、
こ
れ
は
出
漁
に
出
遅
れ
な
い
た
め
と
い
う
。
フ
ナ
マ
エ
は
漁
獲
高
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
が
オ
ヤ
カ
タ
（
舟
持
ち
）
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
分
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
最
盛
期
、
片
辺
全
体
で
、
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
舟
が
一
〇
艘
（
六
〇
年
前
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
写真8
蕗　　　　　莱＾工
浜　の　利
ス
ケ
ト
ウ
船
も
一
〇
艘
、
イ
ワ
シ
船
は
五
～
六
艘
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
な
お
大
正
末
ま
で
相
川
の
浜
へ
米
や
樽
材
を
運
ぶ
、
相
川
通
い
の
テ
ン
ト
船
を
ア
イ
カ
ワ
ブ
ネ
と
称
し
、
売
却
し
た
金
で
日
用
品
を
積
ん
で
来
る
の
に
利
用
さ
れ
た
。
　
磯
の
口
開
け
は
五
月
の
田
植
前
後
、
初
会
議
で
口
明
け
の
見
当
を
つ
け
て
お
き
、
総
代
役
員
の
間
で
決
め
た
が
、
今
は
こ
こ
に
漁
業
総
代
も
加
わ
り
相
談
し
て
決
定
す
る
。
ワ
カ
メ
・
ア
ラ
メ
．
海
苔
・
エ
ゴ
・
天
草
・
モ
ズ
ク
・
飽
・
さ
ざ
え
は
、
口
明
け
以
降
は
組
合
員
な
ら
自
由
に
採
っ
て
よ
い
。
新
し
く
分
家
し
た
者
で
も
直
ぐ
に
漁
協
に
は
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
片
辺
の
藻
浦
崎
周
辺
は
遠
浅
で
、
サ
ザ
エ
・
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
の
格
好
の
生
息
地
で
あ
っ
た
が
、
南
片
辺
の
地
先
の
海
は
深
く
な
っ
て
い
て
、
あ
ま
り
磯
ネ
ギ
に
は
適
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
ワ
カ
メ
・
ア
ラ
メ
は
い
い
値
で
売
れ
た
の
で
、
女
た
ち
が
稼
ぐ
現
金
収
入
の
一
つ
の
手
段
で
は
あ
っ
た
。
ま
た
入
会
海
域
の
口
明
け
は
、
両
部
落
の
話
合
い
で
決
定
さ
れ
た
。
な
お
石
花
川
は
川
漁
が
盛
ん
で
鮎
・
鱒
も
採
れ
た
が
、
松
島
川
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
⇔
　
集
落
形
態
と
村
落
空
間
　
つ
づ
い
て
集
落
内
部
の
空
間
構
成
を
み
て
い
く
が
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
、
南
片
辺
は
北
片
辺
と
景
観
的
に
集
落
が
連
続
し
て
い
る
。
こ
れ
は
集
落
の
戸
数
が
増
加
、
拡
大
し
て
連
続
し
た
も
の
で
は
な
く
、
元
来
一
村
だ
っ
た
も
の
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
二
村
に
分
離
し
た
も
の
と
見
た
方
が
よ
く
、
こ
こ
で
も
二
村
を
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た
い
。
　
大
谷
川
と
も
呼
ぼ
れ
る
石
花
川
よ
り
南
、
戸
中
と
の
境
川
で
あ
る
鹿
野
浦
川
ま
で
の
一
帯
は
、
中
世
に
は
単
に
片
辺
郷
と
称
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
鹿
野
浦
は
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
か
ら
上
が
っ
た
人
た
ち
が
焼
畑
（
カ
ノ
）
を
行
っ
た
と
こ
ろ
と
も
い
わ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
な
鹿
野
浦
川
上
流
の
鉱
山
開
発
と
、
引
水
技
術
の
発
達
で
石
花
川
上
流
よ
り
用
水
路
が
引
か
れ
河
口
一
帯
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
鹿
野
浦
か
ら
の
移
住
171
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（
2
4
）
が
は
じ
ま
り
、
北
片
辺
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
北
片
辺
の
村
落
開
発
伝
承
に
は
、
最
初
七
軒
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
と
か
、
鹿
野
浦
か
ら
の
移
住
は
三
十
六
軒
と
か
い
う
話
も
あ
る
。
た
だ
北
片
辺
が
す
べ
て
鹿
野
浦
か
ら
の
移
住
で
は
な
く
、
藻
浦
崎
に
は
も
と
も
と
生
浦
姓
の
漁
と
塩
焼
き
を
行
う
一
族
が
い
た
と
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
も
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
当
時
石
花
川
右
岸
北
片
辺
側
に
は
、
炭
釜
新
町
と
称
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
る
十
三
戸
の
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
も
文
書
類
に
は
み
え
、
寛
文
と
享
保
の
石
花
川
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
氾
濫
で
、
住
民
は
石
花
と
片
辺
の
両
村
へ
分
化
し
て
い
っ
た
ら
し
い
。
　
南
片
辺
が
モ
ト
ム
ラ
（
元
村
）
と
呼
ぼ
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
ま
た
南
片
辺
を
南
ジ
ョ
ウ
、
北
片
辺
を
北
ジ
ョ
ウ
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ひ
と
つ
の
集
落
を
北
ジ
ョ
ウ
と
南
ジ
ョ
ゥ
に
二
分
す
る
の
は
、
高
千
地
区
北
部
の
ム
ラ
か
ら
北
、
特
に
外
海
府
地
区
で
は
一
般
的
な
慣
行
で
あ
る
。
特
に
明
確
な
の
は
、
入
川
、
高
下
、
北
田
野
浦
、
小
野
見
、
石
名
、
小
田
、
大
倉
、
矢
柄
、
関
な
ど
で
あ
る
が
、
北
と
南
と
称
さ
れ
る
二
つ
の
オ
ォ
ヤ
を
中
心
に
、
田
植
え
の
ユ
イ
が
交
換
さ
れ
る
な
ど
、
一
種
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
双
分
制
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
み
た
の
は
、
宮
本
常
一
以
来
の
説
で
あ
る
。
入
川
で
は
葬
儀
の
際
に
は
七
日
念
仏
な
ど
が
「
半
村
に
な
る
」
と
い
っ
た
表
現
を
す
る
。
藻
浦
崎
か
ら
南
、
片
辺
の
浜
は
弓
な
り
の
一
つ
の
浜
で
あ
っ
て
、
北
片
辺
の
羽
黒
神
社
に
対
し
南
片
辺
の
白
山
神
社
を
、
黒
‥
白
の
対
立
と
い
っ
た
ふ
う
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
く
、
ほ
か
に
新
村
‥
旧
村
、
漁
業
‥
農
業
な
ど
、
片
辺
も
古
い
形
成
期
に
は
そ
う
し
た
双
分
制
的
対
立
が
明
確
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
　
片
辺
の
村
落
空
間
を
大
き
く
捉
え
れ
ば
、
第
二
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今
日
の
県
道
を
境
に
し
て
、
ヤ
マ
バ
タ
と
ハ
マ
バ
タ
と
で
は
景
観
的
に
も
大
き
く
違
う
。
ヤ
マ
パ
タ
に
は
神
社
や
寺
堂
、
ま
た
公
民
館
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
ま
た
ム
ラ
の
オ
ォ
ヤ
と
呼
ば
れ
た
旧
家
も
ヤ
マ
バ
タ
に
立
地
し
て
い
る
（
図
7
）
。
　
墓
地
は
細
か
な
も
の
が
整
理
さ
れ
た
と
は
い
え
、
昔
か
ら
の
共
同
墓
地
は
集
落
の
北
と
南
の
ム
ラ
は
ず
れ
に
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
南
片
辺
の
墓
地
（
写
真
9
）
に
南
接
す
る
場
所
に
は
、
野
焼
き
場
（
写
真
1
0
）
が
あ
り
、
か
つ
て
は
火
葬
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
南
片
辺
の
家
並
み
か
ら
少
し
離
れ
た
ム
ラ
の
入
口
に
当
た
る
前
坂
に
は
、
薬
師
堂
・
不
動
堂
・
大
師
堂
が
並
び
、
ま
た
浜
側
、
海
と
の
境
に
は
竜
宮
の
石
祠
が
あ
っ
て
、
神
仏
が
村
境
に
配
さ
れ
、
集
落
の
周
囲
を
囲
う
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
か
つ
て
は
春
の
彼
岸
の
中
日
に
、
ム
ラ
の
入
口
に
真
言
塔
婆
と
称
す
る
大
き
な
角
塔
婆
を
建
て
た
が
、
正
月
二
十
八
日
に
も
護
摩
真
言
と
称
し
、
両
片
辺
の
者
が
全
戸
大
興
寺
に
集
っ
て
、
火
災
予
防
と
厄
病
払
い
の
真
言
を
繰
っ
た
あ
と
、
新
し
い
竹
を
ム
ラ
の
出
入
口
に
立
て
、
注
連
縄
を
張
り
悪
魔
除
け
の
札
を
下
げ
た
。
今
は
注
連
縄
を
張
る
か
わ
り
に
、
木
の
枝
に
輪
っ
か
に
し
て
掛
け
る
が
（
写
真
1
1
）
、
こ
こ
で
表
象
さ
れ
る
ム
ラ
は
ず
れ
は
、
南
北
そ
れ
ぞ
れ
一
か
所
ず
つ
で
あ
り
、
両
片
辺
の
地
境
に
は
表
示
さ
れ
な
い
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。
ま
た
か
つ
て
夏
に
行
わ
れ
た
虫
供
養
真
言
は
、
若
い
女
た
ち
が
麦
の
虫
を
追
っ
て
、
鉦
を
叩
き
赤
い
旗
を
振
り
な
が
ら
畑
の
周
囲
を
廻
り
、
そ
の
間
バ
ァ
た
ち
は
堂
に
集
ま
っ
て
真
言
を
繰
る
も
の
だ
っ
た
。
　
ム
ラ
の
内
部
区
分
と
し
て
の
村
組
は
、
南
片
辺
は
南
か
ら
南
組
・
中
組
・
北
組
の
三
つ
に
、
北
片
辺
は
坂
組
・
中
組
・
生
浦
組
・
町
組
の
四
つ
に
分
か
れ
る
。
明
治
以
前
に
は
町
組
は
な
く
、
戸
数
の
増
加
で
生
浦
組
か
ら
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
正
月
七
日
か
ら
は
じ
ま
る
ト
ー
ロ
ー
の
行
事
で
は
、
こ
の
村
組
の
範
囲
で
子
供
組
が
形
成
さ
れ
、
松
喧
嘩
、
松
取
り
喧
嘩
と
い
っ
て
、
村
組
ご
と
の
競
争
が
な
さ
れ
た
。
　
高
等
科
三
年
ま
で
の
男
の
子
が
参
加
し
た
が
、
七
日
に
下
ろ
し
た
お
松
さ
ん
を
集
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写真9　ムラはずれの墓地
め
て
、
町
組
な
ら
山
の
神
社
、
生
浦
組
は
八
幡
若
宮
、
中
組
は
阿
弥
陀
堂
、
坂
組
は
羽
黒
神
社
で
と
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
を
は
じ
め
る
。
　
（
南
の
場
合
は
、
各
組
回
り
番
で
宿
を
と
っ
た
）
十
四
日
の
晩
に
浜
で
お
松
さ
ん
を
焼
く
と
き
が
、
ト
ー
ロ
ー
ハ
ヤ
シ
と
い
っ
て
こ
の
一
連
の
儀
礼
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
が
、
こ
の
日
は
寝
ず
の
番
を
し
て
よ
そ
の
組
の
子
が
ト
ー
ロ
ー
を
倒
し
に
来
た
り
、
ク
ワ
ガ
タ
を
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
の
を
防
ぎ
、
勝
っ
た
方
が
豊
作
に
な
る
と
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
村
組
ご
と
の
儀
礼
的
対
立
は
、
こ
の
あ
と
十
六
日
の
早
朝
、
ト
リ
オ
イ
と
称
し
、
悪
鳥
に
象
徴
さ
れ
た
災
厄
を
村
境
ま
で
追
う
行
事
が
、
同
じ
子
供
た
ち
一
同
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
際
に
は
解
消
さ
れ
る
。
　
「
十
五
日
十
六
日
も
来
た
来
た
、
餅
の
か
け
で
も
今
朝
ば
か
り
、
チ
写真10野焼場（かつての火葬場）
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ヤ
ン
チ
ャ
ン
L
と
唱
え
な
が
ら
、
夜
番
木
（
拍
子
木
）
を
叩
い
て
各
戸
を
廻
り
、
ま
た
家
の
カ
ド
グ
チ
で
は
「
じ
ん
べ
ろ
の
田
の
く
ろ
に
、
青
い
黒
い
か
ん
烏
、
追
う
て
も
追
う
て
も
た
た
ん
鳥
は
、
子
持
ち
鳥
か
、
ち
ん
ど
り
か
」
と
大
声
で
唄
っ
た
が
、
今
度
は
部
落
が
一
つ
の
単
位
と
な
る
も
の
で
、
儀
礼
的
対
立
は
北
片
辺
と
南
片
辺
の
間
に
成
立
し
た
も
　
　
　
　
（
2
9
）
の
と
思
わ
れ
る
。
　
か
つ
て
盆
の
十
三
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
ワ
カ
イ
シ
ュ
を
中
心
に
催
さ
れ
た
浜
で
の
盆
踊
り
を
は
じ
め
、
祭
礼
な
ど
年
中
行
事
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
、
北
片
辺
と
南
片
辺
の
儀
礼
的
対
立
や
対
抗
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
儀
礼
に
よ
っ
て
あ
る
時
は
南
北
片
辺
に
分
か
れ
、
ま
た
あ
る
時
に
は
片
辺
が
一
つ
と
な
．
っ
て
、
ム
ラ
の
範
囲
と
境
界
が
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
、
再
確
認
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
南
片
辺
の
公
民
館
は
、
昭
和
三
十
二
年
転
出
戸
の
屋
敷
跡
に
建
て
　
　
　
　
　
北
片
辺
で
は
阿
弥
陀
堂
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
◎
　
神
仏
の
祭
祀
　
ま
ず
は
南
片
辺
の
地
籍
内
に
あ
る
二
つ
の
寺
の
来
歴
か
ら
記
し
て
い
く
が
、
北
片
辺
と
の
村
境
に
接
し
て
建
つ
の
が
遍
海
山
正
福
寺
、
そ
の
南
に
接
し
て
い
る
の
が
水
上
坊
（
ミ
ズ
カ
ン
ボ
）
と
も
呼
ば
れ
る
宝
内
山
大
興
寺
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
住
職
一
家
は
南
片
辺
の
住
人
と
な
っ
て
い
る
。
　
二
院
と
も
真
言
宗
新
義
智
山
派
の
寺
で
あ
り
、
本
尊
は
大
興
寺
が
不
動
明
王
、
正
福
寺
は
大
日
如
来
を
祀
っ
て
い
る
。
ま
た
大
興
寺
境
内
に
は
観
音
堂
、
正
福
寺
境
内
174
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に
は
聖
天
堂
も
あ
る
。
大
興
寺
の
来
歴
は
若
干
前
記
し
た
が
、
開
基
は
大
同
三
子
年
（
八
〇
九
）
と
伝
え
る
。
た
だ
『
宝
暦
寺
社
帳
』
に
は
、
開
基
は
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
、
ま
た
宝
暦
十
辰
年
（
一
七
六
一
）
真
光
寺
の
末
寺
と
な
る
と
あ
る
。
檀
家
は
約
二
〇
〇
軒
、
前
述
し
た
石
花
の
ほ
か
、
北
片
辺
の
大
半
を
檀
家
と
す
る
が
、
南
片
辺
に
は
⑤
五
郎
平
と
大
興
寺
分
家
の
⑭
作
十
郎
の
二
軒
だ
け
し
か
な
い
。
世
話
人
は
北
片
辺
の
松
本
多
左
衛
門
と
い
う
。
ま
た
百
年
ほ
ど
前
に
、
ミ
ナ
、
ミ
ヤ
ケ
（
南
焼
け
）
と
い
っ
て
、
南
片
辺
の
三
〇
軒
ぐ
ら
い
が
焼
け
た
大
火
が
あ
っ
た
。
正
福
寺
ま
で
は
焼
け
た
が
、
本
尊
の
不
動
明
王
の
加
護
で
、
大
興
寺
は
火
難
に
遭
わ
な
か
っ
た
と
い
っ
た
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
　
一
方
正
福
寺
は
、
『
宝
暦
寺
社
帳
』
に
は
文
禄
四
未
年
（
一
五
九
五
）
の
創
建
と
あ
る
が
、
過
去
帳
で
は
寛
保
元
年
酉
歳
（
一
七
四
一
）
快
安
の
代
に
建
立
、
元
二
宮
真
光
寺
の
末
寺
と
あ
る
。
ま
た
『
大
興
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ぽ
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
よ
り
九
年
間
大
興
寺
に
在
住
し
た
快
賢
が
快
円
に
寺
役
を
渡
し
、
隠
居
寺
と
し
て
開
山
し
た
寺
が
正
福
寺
で
あ
り
、
こ
の
時
石
花
の
残
り
と
南
片
辺
の
檀
家
を
持
っ
て
隠
居
し
た
と
い
う
。
起
源
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
檀
家
は
七
五
軒
、
前
述
の
二
軒
と
元
は
石
花
に
あ
っ
た
相
川
町
南
沢
の
長
明
寺
の
檀
家
で
あ
る
門
徒
の
㊧
小
松
佐
兵
衛
を
除
い
た
、
南
片
辺
住
人
す
べ
て
は
こ
の
正
福
寺
を
檀
那
寺
と
し
て
い
る
。
開
基
檀
徒
は
㊧
山
下
三
郎
兵
衛
で
あ
る
。
ま
た
正
福
寺
は
南
片
辺
の
氏
神
で
あ
る
白
山
権
現
の
別
当
を
し
て
い
た
と
い
い
、
石
花
の
地
蔵
堂
も
そ
の
管
轄
に
あ
る
。
　
次
に
南
と
北
の
オ
ヤ
ガ
ミ
サ
ン
（
鎮
守
社
）
で
あ
る
が
、
南
の
宮
は
白
山
神
社
、
『
宝
暦
寺
社
帳
』
に
よ
れ
ば
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
創
建
、
社
地
二
十
四
歩
除
地
、
社
人
甚
三
郎
と
あ
る
。
ま
た
北
の
宮
は
羽
黒
神
社
、
社
人
豊
右
衛
門
、
社
地
二
畝
二
十
五
歩
と
あ
る
が
、
現
在
社
人
は
遠
藤
五
郎
兵
衛
で
あ
り
、
ま
た
大
山
砥
神
と
日
吉
神
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
　
南
の
宮
の
社
人
す
な
わ
ち
カ
ギ
ト
リ
（
鍵
取
り
）
は
、
『
宝
暦
寺
社
帳
』
に
も
あ
る
⑧
本
間
甚
三
郎
で
、
代
々
卵
・
肉
・
葱
は
食
べ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
甚
三
郎
家
で
は
今
ま
で
一
度
も
葱
を
植
え
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
祭
り
は
本
来
旧
暦
九
月
九
日
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
の
初
め
よ
り
合
併
祭
と
い
う
こ
と
で
、
高
千
地
区
ど
こ
で
も
今
は
新
暦
四
月
十
五
日
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
正
十
四
年
、
高
千
の
四
っ
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
現
在
の
高
千
小
学
校
を
建
て
た
と
き
、
高
千
村
が
負
債
を
抱
え
、
経
費
節
減
の
た
め
祭
り
の
日
を
統
一
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
幾
度
か
の
振
り
返
し
が
あ
っ
た
が
、
戦
時
中
人
の
足
り
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
再
び
四
月
十
五
日
と
な
り
、
戦
後
全
村
的
に
統
一
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
他
の
ム
ラ
と
祭
り
の
日
に
は
、
例
え
ぽ
北
片
辺
の
祭
り
は
九
月
十
三
日
だ
っ
た
が
、
親
族
を
招
待
し
た
り
、
若
い
男
女
を
中
心
と
し
た
見
物
の
行
き
来
も
あ
り
、
相
互
の
交
流
が
密
で
あ
っ
た
。
　
白
山
神
社
の
宵
宮
に
は
、
伝
統
芸
能
で
あ
る
小
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
本
来
は
青
年
会
が
奉
仕
し
た
が
、
そ
の
流
出
で
今
は
子
供
中
心
で
構
成
さ
れ
、
鹿
頭
の
獅
子
舞
が
三
人
、
歌
唄
い
が
三
人
（
今
は
五
～
六
人
）
、
こ
れ
に
長
刀
振
り
・
棒
振
り
・
つ
ぶ
ろ
さ
し
が
各
一
人
と
、
さ
ら
に
鬼
太
鼓
が
つ
く
。
獅
子
舞
と
歌
唄
い
は
長
男
だ
け
し
か
で
き
ず
、
ま
た
不
幸
の
あ
っ
た
人
や
妊
婦
の
夫
は
除
か
れ
た
。
青
年
会
は
白
山
神
社
に
集
ま
っ
て
、
毎
晩
お
祭
り
の
練
習
に
明
け
暮
れ
た
が
、
祭
り
の
あ
と
は
宿
で
ア
ト
マ
ッ
リ
を
行
っ
た
。
宵
宮
に
は
カ
ギ
ト
リ
甚
三
郎
家
の
ザ
シ
キ
で
獅
子
舞
の
練
習
を
し
、
青
年
会
の
者
が
提
灯
を
点
け
て
「
お
迎
え
に
参
り
ま
し
た
」
と
呼
び
に
く
る
と
、
こ
こ
で
ま
ず
獅
子
舞
を
踊
り
、
ザ
シ
キ
の
廊
下
か
ら
出
て
神
社
に
行
っ
て
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踊
る
。
今
は
お
宮
の
土
俵
の
と
こ
ろ
で
、
雨
の
と
き
は
社
の
な
か
で
舞
う
が
、
昔
は
浜
で
踊
っ
た
と
い
う
。
　
本
宮
の
獅
子
舞
も
、
一
番
に
カ
ギ
ト
リ
の
家
で
舞
い
、
次
に
氏
子
総
代
の
一
人
②
与
十
郎
に
行
っ
て
か
ら
総
代
宅
へ
廻
り
、
正
福
寺
で
昼
飯
を
と
っ
て
、
そ
の
後
カ
ド
舞
と
い
っ
て
各
戸
を
回
わ
っ
た
。
氏
子
総
代
は
代
々
、
本
間
甚
三
郎
ほ
か
三
人
、
片
浜
与
十
郎
と
川
上
惣
左
衛
門
だ
っ
た
が
、
惣
左
衛
門
が
転
出
し
て
か
ら
は
⑪
宇
川
小
兵
衛
と
な
っ
た
。
ま
た
伝
説
と
し
て
、
こ
の
小
獅
子
舞
は
か
つ
て
は
戸
地
の
熊
野
神
社
に
も
奉
納
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
あ
る
時
戸
地
の
者
が
も
う
祭
り
に
来
な
く
と
も
よ
い
と
断
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
年
戸
地
は
一
村
丸
焼
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
る
。
祭
り
終
了
後
の
夕
食
は
、
総
代
が
酒
・
肴
を
持
っ
て
き
て
、
獅
子
舞
三
人
歌
唄
い
三
人
と
、
村
役
で
あ
る
総
代
・
チ
ュ
ウ
ジ
だ
け
に
、
カ
ギ
ト
リ
宅
で
振
舞
っ
た
。
カ
ギ
ト
リ
と
し
て
の
役
割
は
、
ほ
か
に
毎
月
一
日
十
五
日
に
お
宮
へ
行
っ
て
灯
明
を
あ
げ
る
役
目
な
ど
も
あ
っ
た
。
　
他
の
小
祠
や
堂
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ギ
ト
リ
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
家
が
存
在
し
、
そ
の
家
が
代
々
奉
仕
す
る
の
が
、
片
辺
の
神
仏
祭
祀
の
特
徴
で
あ
り
、
仏
教
系
の
堂
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
社
堂
を
片
辺
で
は
ヂ
ガ
ミ
（
地
神
）
と
称
し
て
い
る
。
カ
ギ
ト
リ
は
カ
ギ
モ
リ
（
鍵
守
り
）
と
も
呼
ば
れ
、
奉
仕
す
る
の
を
単
に
「
モ
リ
を
す
る
」
と
も
い
う
が
、
南
か
ら
順
に
各
社
堂
の
カ
ギ
ト
リ
、
祭
日
と
行
事
を
記
し
て
い
く
。
　
薬
師
堂
は
現
在
、
④
川
上
き
く
屋
が
管
理
し
て
い
る
が
、
以
前
は
北
田
野
浦
に
転
出
し
た
山
田
忠
兵
衛
が
カ
ギ
ト
リ
を
し
て
い
た
。
山
田
の
屋
号
も
き
く
屋
で
あ
り
、
今
の
き
く
屋
は
そ
の
山
田
の
ム
ラ
株
を
買
い
、
そ
の
家
屋
敷
に
入
っ
た
た
め
、
カ
ギ
ト
リ
も
引
き
継
い
だ
。
薬
師
堂
は
七
〇
年
前
は
も
っ
と
坂
の
上
の
方
の
前
坂
、
別
名
オ
ン
ト
ン
坂
と
呼
ば
れ
た
坂
に
あ
り
、
前
坂
薬
師
と
も
い
っ
た
。
毎
月
八
日
が
縁
日
で
、
特
に
八
月
八
日
か
ら
の
一
週
間
は
、
朝
観
音
夜
薬
師
と
い
っ
て
、
バ
ァ
た
ち
が
朝
は
大
興
寺
の
観
音
堂
で
、
晩
は
こ
の
薬
師
堂
に
籠
も
り
念
仏
を
唱
え
た
と
い
う
。
　
不
動
堂
の
カ
ギ
ト
リ
は
、
通
称
浜
田
、
①
山
口
作
左
衛
門
で
あ
り
、
縁
日
は
二
十
七
日
で
あ
る
が
、
特
に
盆
の
二
十
七
日
の
晩
は
不
動
さ
ん
の
夜
祭
り
と
い
っ
て
バ
ァ
た
ち
が
寄
っ
た
。
大
師
堂
の
カ
ギ
ト
リ
は
⑳
山
本
市
左
衛
門
で
、
一
日
十
五
日
に
バ
ァ
た
ち
が
集
ま
っ
て
念
仏
を
唱
え
た
が
、
こ
の
大
師
堂
は
ほ
か
の
堂
と
は
違
っ
て
部
落
有
で
は
な
く
、
山
本
家
個
人
の
ヂ
ガ
ミ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。
ま
た
浜
の
竜
宮
、
リ
ュ
ウ
ゴ
ン
さ
ん
は
漁
の
神
様
で
あ
り
、
⑫
本
間
太
右
衛
門
が
モ
リ
を
し
て
い
る
。
六
月
七
日
の
祭
日
に
村
人
が
お
参
り
に
来
た
。
　
北
片
辺
に
入
る
と
、
ま
ず
鎮
守
の
羽
黒
社
が
位
置
し
、
そ
の
境
内
と
ほ
ぼ
並
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
公
民
館
を
兼
ね
た
阿
弥
陀
堂
が
あ
る
。
カ
ギ
ト
リ
は
以
前
村
田
勘
右
衛
門
が
し
て
い
た
が
、
転
出
し
て
今
は
い
な
い
。
こ
の
阿
弥
陀
堂
に
は
毎
日
七
十
代
以
上
の
バ
ァ
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
信
仰
行
事
と
し
て
は
正
月
三
日
に
男
衆
が
鉦
を
叩
い
て
タ
チ
ゴ
モ
リ
（
立
ち
籠
も
り
）
を
す
る
ほ
か
、
十
月
の
十
一
日
か
ら
の
一
週
間
は
回
向
祭
り
と
称
し
て
バ
ァ
た
ち
が
お
籠
も
り
を
行
っ
た
。
　
生
浦
次
郎
兵
衛
の
屋
敷
内
に
あ
る
八
幡
若
宮
は
、
次
郎
平
宮
と
も
称
し
、
生
浦
家
の
屋
敷
の
ヂ
ガ
ミ
で
あ
る
と
い
い
、
生
浦
姓
で
は
鶏
と
卵
を
食
べ
な
い
と
い
う
禁
忌
が
あ
る
。
祭
日
は
八
月
十
五
日
で
、
夜
祭
り
で
相
撲
を
奉
納
し
た
。
現
在
羽
黒
社
に
合
祀
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
町
組
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
山
の
神
社
は
、
丸
山
与
左
衛
門
が
カ
ギ
ト
リ
で
あ
っ
た
。
石
花
に
き
て
い
た
炭
焼
き
が
佐
渡
を
離
れ
る
際
に
譲
り
渡
し
た
と
伝
え
、
祭
日
は
二
月
九
日
で
あ
っ
た
。
藻
浦
崎
に
あ
る
竜
宮
、
リ
ュ
ウ
ゴ
176
イエとムラの空間構成
ン
さ
ん
は
、
龍
王
大
明
神
と
も
称
す
る
が
、
丸
山
三
次
郎
ら
で
祀
っ
て
い
る
。
六
月
六
日
が
祭
日
で
、
宵
宮
に
は
花
火
や
踊
り
を
行
っ
た
が
、
祭
日
と
翌
日
は
ム
ラ
の
漁
師
は
海
に
出
ず
、
赤
飯
を
炊
き
お
参
り
に
来
て
、
大
漁
と
安
全
を
祈
願
し
た
。
　
こ
う
し
た
集
落
内
と
集
落
近
辺
の
社
堂
の
ほ
か
に
、
耕
作
地
等
に
も
ヂ
ガ
ミ
が
あ
っ
た
。
前
平
と
呼
ば
れ
る
上
野
の
田
の
ビ
ラ
に
は
、
北
の
梶
坂
権
太
郎
が
モ
リ
を
し
た
山
王
権
現
が
あ
っ
た
。
鉱
山
の
神
だ
と
い
う
。
祭
日
は
四
月
十
五
日
で
赤
飯
を
炊
く
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
羽
黒
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
南
の
⑳
山
下
三
郎
兵
衛
家
の
ヂ
ガ
ミ
が
、
三
郎
兵
衛
地
内
の
山
の
ヒ
ラ
（
白
山
社
の
上
）
に
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
風
の
神
様
だ
ろ
う
と
い
う
だ
け
で
、
詳
し
い
話
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
写真11ムラはずれの悪魔除け
ま
た
鹿
野
浦
に
は
、
安
寿
塚
と
呼
ば
れ
る
祠
が
あ
る
が
、
平
三
宮
と
も
称
さ
れ
、
北
片
辺
の
鹿
野
平
三
郎
の
ヂ
ガ
ミ
で
あ
り
、
元
々
は
十
二
権
現
と
も
称
さ
れ
た
。
秋
の
社
日
に
ボ
タ
モ
チ
を
供
え
る
と
い
う
。
鹿
野
浦
に
は
ま
た
ダ
ッ
タ
ソ
塚
と
呼
ば
れ
る
塚
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
漂
着
し
た
縫
胆
人
（
モ
ン
ゴ
ル
系
の
タ
タ
ー
ル
族
）
を
祀
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ッ
タ
ン
入
道
と
呼
ば
れ
た
こ
の
異
人
は
、
毎
日
海
に
出
て
、
作
っ
た
臼
で
粟
を
つ
い
て
食
べ
て
い
た
と
も
、
ま
た
片
辺
に
水
を
貰
い
に
来
た
が
皆
恐
が
っ
て
水
を
や
ら
ず
、
鹿
野
浦
の
中
ノ
川
の
水
を
飲
ん
で
し
ま
い
、
毒
に
当
た
っ
て
死
ん
だ
と
か
い
っ
た
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
笛
吹
き
塚
と
経
塚
と
呼
ば
れ
る
塚
も
、
鹿
野
浦
の
北
の
松
本
多
左
衛
門
の
山
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
。
写真12薬　師　さ　ん
写真13　竜　宮　さ　ん
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海
中
出
現
神
仏
　
　
海
上
葉
忌
　
　
　
　
　
　
　
海
女
人
禁
制
　
標
着
神
・
仏
ジ
ュ
ニ
サ
ン
・
電
神
　　　　　　　　　　浜
神主令僧f呂一r－一一り一一ドンドコヤ
（プリースト｝
ヒラW岸段丘（新田・上野）
（シヤーマン）
　
一
図8　相川の信仰のモデル（佐野賢治1986より）
　
こ
の
よ
う
な
社
堂
に
は
祀
ら
れ
て
い
な
い
が
、
信
仰
的
な
も
の
と
し
て
は
、
講
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
8
の
各
家
を
マ
ワ
リ
コ
（
回
り
講
）
に
し
て
行
わ
れ
る
、
観
音
講
や
庚
申
講
な
ど
も
あ
　
ー
っ
た
。
観
音
講
は
後
述
す
る
上
方
参
り
を
し
た
男
た
ち
の
ド
ウ
シ
ャ
（
同
社
）
の
集
ま
り
を
指
し
、
一
緒
に
行
っ
た
モ
ン
テ
は
盆
と
正
月
の
観
音
の
命
日
と
さ
れ
る
十
七
日
に
集
ま
っ
て
、
飲
み
食
い
を
共
に
す
る
。
飲
み
食
い
が
中
心
の
娯
楽
的
な
講
で
あ
る
が
、
集
ま
れ
ば
真
言
を
唱
え
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
今
日
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
い
く
つ
も
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
南
北
片
辺
と
合
同
で
す
る
講
も
あ
る
。
一
方
、
お
カ
ネ
さ
ん
と
も
呼
ぼ
れ
た
庚
申
講
は
、
戦
時
中
一
時
消
滅
し
た
が
、
昭
和
三
十
五
～
六
年
頃
ま
で
行
わ
れ
た
。
南
片
辺
の
場
合
七
～
八
の
組
ご
と
に
持
ち
回
り
で
や
っ
て
い
た
が
、
床
の
間
に
掛
け
軸
を
掛
け
、
オ
ヤ
ジ
衆
が
念
仏
を
唱
え
て
か
ら
夕
食
を
供
に
し
た
。
オ
ヤ
ジ
が
不
在
の
と
き
は
ニ
レ
が
出
て
も
よ
か
っ
た
。
ま
た
北
片
辺
で
は
金
北
山
祭
り
を
回
り
番
で
し
た
。
五
月
二
十
四
日
を
ミ
ト
ビ
ラ
キ
（神
戸
開
き
）
、
九
月
二
十
四
日
を
ミ
ト
タ
テ
（
神
戸
た
て
）
と
い
っ
た
が
、
古
く
は
南
片
辺
で
も
や
っ
て
い
た
ら
し
い
。
　
図
8
は
参
考
の
た
め
、
佐
野
賢
治
に
よ
る
「
相
川
の
信
仰
モ
デ
ル
」
を
転
載
し
た
が
、
こ
れ
は
相
川
町
全
体
の
信
仰
体
系
を
モ
デ
ル
化
し
た
も
の
で
、
地
形
的
に
は
海
岸
段
丘
の
形
状
か
ら
、
段
丘
の
き
つ
い
外
海
府
地
区
が
原
型
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
神
社
の
位
置
等
が
片
辺
の
状
況
と
は
少
々
異
な
る
が
、
片
辺
の
空
間
的
な
信
仰
体
系
も
、
こ
の
モ
デ
ル
と
大
き
く
は
外
れ
て
い
な
い
。
一
つ
の
参
考
と
な
ろ
う
が
、
こ
の
図
に
あ
る
ド
ン
ド
コ
ヤ
と
呼
ぼ
れ
る
巫
女
や
奥
山
の
三
山
信
仰
、
ま
た
修
験
者
な
ど
に
関
し
て
は
本
稿
で
は
触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
詳
し
く
は
佐
野
氏
の
（3
0
）
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
イエとムラの空間構成
五
　
村
落
生
活
の
諸
相
O
　
村
落
運
営
の
シ
ス
テ
ム
　
次
に
南
片
辺
と
い
う
ム
ラ
の
村
落
組
織
の
構
成
を
概
観
す
る
が
、
こ
の
地
域
的
な
自
治
共
同
体
を
全
体
的
に
統
括
し
、
協
議
決
定
の
機
関
と
し
て
、
実
質
的
に
維
持
運
営
し
て
い
く
の
は
、
「
部
落
会
議
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
役
員
組
織
と
下
部
構
成
、
ま
た
成
員
権
の
あ
り
方
か
ら
み
て
い
こ
う
。
　
南
片
辺
で
は
毎
月
一
日
と
十
五
日
が
ノ
ー
ヤ
ス
ミ
（
農
休
み
）
で
、
毎
月
一
回
そ
の
い
ず
れ
か
の
日
に
「
部
落
会
議
」
の
常
会
が
開
か
れ
る
。
こ
の
定
期
的
な
休
み
日
の
ほ
か
、
秋
休
み
や
臨
時
の
休
み
の
日
程
も
常
会
で
決
定
す
る
が
、
十
年
く
ら
い
前
ま
で
は
ヤ
ス
ミ
に
は
海
に
も
出
な
い
も
の
だ
っ
た
。
別
段
制
裁
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
日
働
く
者
は
「
ド
ー
ヤ
モ
ン
の
節
供
働
き
」
と
い
わ
れ
た
。
な
お
北
片
辺
の
ノ
ー
ヤ
ス
、
ミ
は
五
の
日
で
、
毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日
の
月
三
回
で
あ
る
。
「
部
落
会
議
」
の
う
ち
三
大
会
議
と
呼
ば
れ
る
初
会
議
、
総
代
（
区
長
）
ほ
か
の
役
員
を
決
め
る
総
代
会
議
、
年
末
の
決
算
会
議
は
、
必
ず
戸
主
が
参
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
外
の
常
会
は
各
戸
か
ら
誰
が
出
て
も
よ
い
。
昔
は
た
い
て
い
四
十
代
に
な
っ
て
か
ら
「
部
落
会
議
」
に
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
都
会
へ
の
出
稼
ぎ
の
増
加
で
、
今
は
二
十
代
で
出
る
者
も
多
く
な
っ
た
と
い
う
。
　
初
会
議
は
正
月
の
二
日
か
ら
四
日
の
間
に
開
か
れ
る
。
一
年
の
計
画
や
ム
ラ
仕
事
の
義
務
人
夫
の
ブ
サ
ガ
リ
（
出
不
足
金
、
ブ
は
夫
で
労
役
の
こ
と
、
サ
ガ
リ
を
払
う
と
も
い
い
、
部
落
日
当
と
の
差
を
い
う
）
を
決
め
る
ほ
か
、
か
つ
て
は
こ
の
初
寄
合
い
で
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
都
会
へ
の
出
稼
ぎ
者
が
増
え
、
集
ま
り
の
悪
く
な
っ
た
昭
和
四
十
年
代
以
降
は
、
出
稼
ぎ
の
者
が
最
も
集
ま
る
秋
休
み
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
秋
休
み
は
米
の
供
出
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
三
日
間
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
な
さ
れ
る
常
会
を
、
今
で
は
総
代
会
議
と
呼
ぶ
。
決
算
会
議
は
年
末
の
十
二
月
二
十
日
頃
に
行
わ
れ
、
ま
た
十
二
月
二
十
六
日
に
新
旧
の
役
員
の
出
席
の
下
、
帳
箱
・
書
類
等
が
新
総
代
に
受
け
渡
さ
れ
る
ほ
か
、
正
月
五
日
の
晩
と
六
日
の
朝
に
は
、
春
祈
帰
と
称
し
、
総
代
宅
に
二
軒
の
寺
の
僧
を
招
き
、
新
旧
の
総
代
と
後
述
の
中
使
が
参
席
し
、
村
内
安
全
の
祈
薦
が
行
わ
れ
る
。
　
ム
ラ
運
営
の
最
高
議
決
機
関
は
こ
の
「
部
落
会
議
」
で
あ
る
が
、
そ
の
会
議
で
の
議
案
や
方
針
を
提
案
し
、
実
質
的
な
方
向
付
け
を
行
う
の
は
、
オ
ヤ
サ
ン
ガ
タ
と
呼
ば
れ
た
、
そ
の
役
職
者
た
ち
で
あ
り
、
こ
の
役
職
者
た
ち
の
会
議
を
「
重
立
ち
会
議
」
と
呼
ぶ
。
オ
ヤ
サ
ン
ガ
タ
は
今
は
「
部
落
役
員
」
と
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
ム
ラ
の
代
表
で
あ
る
ソ
ウ
ダ
イ
（
総
代
）
が
一
人
、
そ
れ
を
補
佐
し
書
記
役
で
も
あ
る
チ
ュ
ウ
ジ
（
中
使
）
が
一
人
、
「
部
落
議
員
」
と
も
呼
ば
れ
る
オ
モ
ダ
チ
（
重
立
ち
）
が
五
人
で
構
成
さ
れ
る
。
全
員
任
期
は
一
年
で
あ
る
が
、
再
任
は
妨
げ
な
い
。
　
記
名
投
票
で
決
定
さ
れ
る
が
、
ソ
ウ
ダ
イ
と
チ
ュ
ウ
ジ
は
過
半
数
を
と
ら
な
い
と
再
投
票
、
オ
モ
ダ
チ
は
高
札
の
順
、
高
位
五
人
を
選
ぶ
。
現
在
村
組
の
戸
数
は
北
一
四
、
中
一
〇
、
南
が
一
五
で
あ
っ
て
今
で
は
オ
モ
ダ
チ
が
組
か
ら
出
な
い
こ
と
も
あ
る
。
だ
い
た
い
四
十
代
の
者
が
選
ば
れ
る
が
、
「
ソ
ウ
ダ
イ
は
何
も
知
ら
ん
人
で
も
務
ま
る
が
、
チ
ュ
ウ
ジ
は
部
落
の
こ
と
に
精
通
し
た
人
で
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
っ
て
、
昔
か
ら
チ
ュ
ウ
ジ
の
発
言
力
は
強
か
っ
た
。
金
銭
の
管
理
も
し
、
ソ
ウ
ダ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
不
在
の
と
き
は
そ
の
代
理
も
務
め
る
（
な
お
中
使
と
い
う
名
称
は
、
名
主
以
前
、
近
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世
初
頭
ま
で
の
名
主
役
の
名
称
で
あ
る
）
。
区
長
と
し
て
ソ
ウ
ダ
イ
は
役
場
と
の
連
絡
役
も
兼
ね
、
月
五
～
六
回
は
役
場
に
行
か
ね
ぽ
な
ら
ず
、
重
労
働
で
あ
り
、
オ
ヤ
ク
サ
ン
と
い
っ
て
一
生
に
一
度
や
れ
ぽ
済
む
も
の
と
、
厄
病
扱
い
さ
れ
た
。
　
こ
う
し
た
「
部
落
役
員
」
の
ほ
か
に
、
ム
ラ
に
は
ソ
ウ
ダ
イ
の
下
、
ヤ
ク
メ
（
役
目
）
と
フ
レ
番
（
触
れ
番
）
と
い
う
役
が
あ
る
。
ヤ
ク
メ
は
オ
モ
ダ
チ
を
除
き
、
全
戸
の
廻
り
番
で
ひ
と
月
交
替
で
務
め
る
が
、
毎
日
朝
夕
二
回
、
ソ
ウ
ダ
イ
の
と
こ
ろ
へ
赴
き
「
ナ
ヤ
ジ
さ
ん
今
日
は
何
か
あ
り
ま
す
か
」
と
フ
レ
（
触
れ
）
の
有
無
を
聞
く
。
今
は
夕
方
一
回
行
く
だ
け
だ
が
、
か
つ
て
は
オ
マ
に
上
が
り
正
座
し
て
フ
レ
を
伺
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
フ
レ
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
各
組
の
ガ
チ
ギ
ョ
ウ
ジ
（
月
行
事
）
と
も
呼
ぼ
れ
た
プ
レ
番
（
計
三
人
）
に
伝
え
、
各
組
の
フ
レ
番
が
組
内
の
各
戸
に
触
れ
て
廻
る
。
今
は
有
線
も
利
用
す
る
が
、
こ
れ
も
各
組
そ
れ
ぞ
れ
廻
り
番
で
月
々
替
わ
る
。
こ
れ
は
オ
モ
ダ
チ
も
除
か
れ
な
い
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
は
村
組
内
の
役
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
　
内
部
区
分
と
し
て
の
村
組
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
述
べ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
北
組
・
中
組
・
南
組
の
三
つ
に
別
れ
て
い
る
。
単
に
ク
ミ
と
呼
ば
れ
る
が
、
機
能
と
し
て
は
組
山
の
維
持
管
理
が
主
で
あ
っ
て
、
他
に
フ
レ
ゴ
ト
や
七
日
念
仏
の
出
る
範
囲
で
は
あ
っ
た
が
、
チ
ャ
グ
ミ
（
茶
組
）
と
呼
ば
れ
る
い
わ
ゆ
る
五
人
組
が
、
葬
式
の
相
互
扶
助
は
じ
め
イ
イ
を
組
ん
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
近
隣
の
交
際
や
協
助
を
行
う
範
囲
で
あ
る
。
チ
ャ
ゴ
ミ
と
か
ア
タ
リ
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ク
ミ
は
本
来
地
域
的
に
区
分
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
組
山
の
権
利
も
あ
っ
て
、
村
落
内
で
転
居
し
て
も
元
の
組
の
ま
ま
の
家
も
あ
り
、
若
干
ず
れ
て
い
る
。
各
組
に
も
組
総
代
と
呼
ば
れ
る
代
表
者
を
一
年
交
替
で
選
出
し
、
組
山
の
管
理
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
組
山
は
三
十
六
人
山
で
も
あ
り
、
ム
ラ
の
草
分
け
三
十
六
人
で
所
有
し
、
い
か
に
権
利
金
を
払
っ
て
も
新
加
入
を
認
め
な
い
。
三
十
六
人
山
を
持
っ
て
い
る
者
は
組
山
の
権
利
も
持
っ
て
い
る
が
、
逆
に
こ
の
権
利
を
持
っ
て
い
な
い
家
も
存
在
す
る
。
概
ね
近
世
後
期
以
降
の
分
家
等
は
こ
の
株
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
二
軒
の
寺
も
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
中
組
の
⑰
道
下
甚
五
郎
の
よ
う
に
、
昭
和
の
初
め
入
川
へ
転
出
し
た
中
江
孫
左
衛
門
の
北
組
の
組
山
株
を
買
っ
て
、
中
組
の
も
の
と
二
株
持
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ
孫
左
衛
門
家
で
は
三
十
六
人
山
の
株
は
転
出
し
て
も
売
ら
ず
に
い
る
が
、
こ
れ
は
娘
が
市
左
衛
門
へ
嫁
い
だ
の
で
、
「
の
ち
に
娘
へ
や
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
（
義
務
人
夫
等
は
市
左
衛
門
で
世
話
し
て
い
る
）
。
三
十
六
人
山
も
一
年
交
替
で
総
代
を
選
び
、
三
十
六
軒
の
回
り
講
で
管
理
す
る
。
五
〇
年
く
ら
い
前
に
山
の
木
を
売
っ
て
、
義
務
人
足
は
今
は
年
一
日
程
度
し
か
な
い
。
　
結
局
三
十
六
人
山
を
三
組
で
管
理
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
各
組
で
別
個
に
山
林
を
購
入
し
た
り
し
て
、
若
干
そ
の
ほ
か
に
も
組
山
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ぽ
中
組
に
は
組
山
が
五
～
六
枚
あ
り
、
こ
れ
も
株
組
織
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
総
代
を
決
め
、
マ
ワ
リ
コ
で
二
年
交
替
、
売
買
は
総
代
の
と
こ
ろ
へ
組
全
員
が
集
ま
っ
て
決
め
る
。
境
界
で
区
切
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
一
枚
と
い
う
が
、
組
山
の
境
付
け
や
木
の
伐
り
出
し
な
ど
の
若
干
の
義
務
仕
事
が
あ
る
。
中
組
の
場
合
、
組
の
常
会
は
年
末
の
組
寄
合
い
一
回
、
村
決
算
の
前
に
決
算
し
、
組
総
代
の
家
で
金
出
し
あ
っ
て
飲
み
食
い
す
る
。
　
こ
の
よ
う
に
共
有
林
の
権
利
と
所
有
関
係
は
、
少
々
複
雑
で
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
の
は
、
広
大
で
杉
の
美
林
を
有
す
る
フ
ナ
ヤ
マ
株
で
あ
り
、
実
質
的
に
こ
れ
が
結
局
、
ム
ラ
株
と
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
四
十
六
人
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
村
株
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は
、
四
十
六
株
で
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
三
十
九
軒
で
山
林
を
管
理
所
有
し
、
年
に
十
五
日
ぐ
ら
い
の
義
務
人
足
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
転
出
す
る
と
き
は
手
放
さ
ね
ぽ
な
ら
ず
、
オ
モ
ダ
チ
が
世
話
人
と
な
っ
て
売
買
の
手
配
交
渉
を
し
て
、
報
告
を
決
算
会
計
会
議
の
と
き
に
す
る
。
転
出
す
る
と
き
は
現
在
は
五
〇
万
円
ほ
ど
で
部
落
で
買
い
上
げ
る
が
、
大
正
の
頃
ま
で
は
無
償
で
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
昔
は
ム
ラ
株
を
買
え
ば
フ
ナ
ヤ
マ
株
も
貰
え
た
が
、
今
は
フ
ナ
ヤ
マ
は
全
体
で
登
記
し
て
い
て
も
、
そ
の
何
分
の
一
か
を
個
人
が
持
っ
て
お
り
、
フ
ナ
ヤ
マ
株
の
や
り
と
り
は
難
し
い
と
い
う
。
ソ
ウ
ダ
イ
が
代
表
し
、
金
の
管
理
は
チ
ュ
ウ
ジ
が
し
て
い
る
。
　
「
部
落
会
議
」
の
初
会
議
で
ブ
サ
ガ
リ
が
決
め
ら
れ
た
が
、
　
一
人
前
は
十
八
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
で
、
十
七
以
下
の
者
と
女
は
部
落
日
当
の
八
割
と
し
て
二
割
の
サ
ガ
リ
を
払
う
。
ま
た
遅
刻
料
十
円
、
欠
席
は
部
落
日
当
を
全
額
と
ら
れ
る
。
十
七
歳
か
ら
青
年
会
に
入
会
し
た
わ
け
だ
が
、
一
年
は
仕
事
は
わ
か
ら
な
い
の
で
と
、
部
落
の
仕
事
は
一
人
前
扱
い
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
義
務
人
足
と
し
て
は
前
述
し
た
共
有
林
の
植
林
事
業
の
ほ
か
、
田
の
持
ち
高
に
よ
っ
て
農
道
の
整
備
費
を
払
う
が
、
農
林
道
県
道
の
道
普
請
、
道
路
維
持
、
台
風
豪
雨
等
で
農
道
の
痛
ん
だ
と
き
な
ど
も
臨
時
義
務
人
夫
と
し
て
修
繕
に
出
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
初
会
議
の
ほ
か
、
フ
ナ
ヤ
マ
会
議
と
称
す
る
常
会
が
、
年
に
四
～
五
回
は
あ
っ
た
。
　
ム
ラ
と
い
う
自
治
組
織
体
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
単
に
住
民
登
録
上
、
南
片
辺
に
居
住
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
ム
ラ
の
成
員
と
は
い
え
な
い
。
一
定
の
手
続
き
の
下
、
共
同
体
の
承
認
を
受
け
て
は
じ
め
て
、
南
片
辺
の
構
成
員
と
な
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
ム
ラ
の
正
規
の
成
員
を
ジ
ュ
ウ
ニ
ン
（
住
人
）
あ
る
い
は
ニ
ン
ジ
ュ
ウ
と
呼
び
（
生
後
初
め
て
赤
子
に
着
せ
る
着
物
を
ニ
ン
ジ
ュ
ウ
ギ
モ
ソ
と
い
っ
た
）
、
こ
れ
に
対
置
す
る
非
構
成
者
は
、
キ
リ
ュ
ウ
ニ
ン
（
寄
留
人
）
と
呼
び
分
け
ら
れ
た
。
キ
リ
ュ
ウ
ニ
ン
は
単
に
住
ん
で
い
る
だ
け
で
、
ム
ラ
に
対
し
何
の
権
利
も
義
務
も
な
か
っ
た
が
、
長
期
住
も
う
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
、
水
道
・
道
路
を
は
じ
め
、
か
つ
て
は
柴
山
も
利
用
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
共
有
施
設
の
利
用
権
で
も
あ
る
ム
ラ
株
を
買
っ
て
、
正
規
に
ム
ラ
入
り
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
　
こ
れ
に
は
「
株
を
興
す
」
か
「
名
苗
字
を
買
う
」
か
の
二
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
が
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
ム
ラ
の
出
身
な
ら
入
り
や
す
か
っ
た
。
ま
た
ム
ラ
入
り
に
は
オ
オ
ヤ
（
い
わ
ゆ
る
本
家
）
を
持
た
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
し
て
、
特
定
の
ム
ラ
人
に
付
い
て
行
っ
て
も
ら
い
、
ま
ず
ソ
ウ
ダ
イ
に
願
い
出
る
。
い
つ
か
ら
、
ど
こ
の
家
を
買
う
か
、
屋
号
を
引
き
継
ぐ
か
な
ど
を
相
談
し
、
そ
の
後
部
落
会
議
に
掛
け
て
承
認
を
得
た
。
ム
ラ
入
り
す
る
者
は
寄
合
い
に
酒
一
斗
を
買
っ
て
挨
拶
に
行
き
、
ま
た
承
認
さ
れ
れ
ぽ
、
オ
ヤ
サ
ン
ガ
タ
に
寄
っ
て
も
ら
っ
て
ソ
ウ
ダ
イ
宅
で
オ
フ
ル
マ
イ
を
し
た
。
ク
ミ
へ
の
加
入
は
部
落
か
ら
下
り
て
く
る
が
、
皆
知
っ
て
い
る
の
で
挨
拶
程
度
で
よ
か
っ
た
と
い
う
。
　
こ
の
ム
ラ
株
は
一
軒
一
株
、
転
出
者
の
株
は
ム
ラ
で
保
有
す
る
が
、
四
十
六
株
と
い
う
の
は
明
治
中
期
ご
ろ
の
戸
数
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
絶
家
を
再
興
す
る
こ
と
を
「
伏
せ
名
を
買
う
」
と
い
う
。
「
名
苗
字
を
・
。
貝
」
っ
て
、
屋
号
や
墓
所
等
を
引
き
継
い
だ
例
が
二
軒
ほ
ど
あ
る
が
、
大
部
分
は
「
伏
せ
名
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
転
出
者
が
多
い
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
南
片
辺
は
土
地
が
狭
く
て
高
い
か
ら
と
い
う
。
転
出
戸
は
大
正
以
降
判
明
し
た
範
囲
で
一
九
軒
、
ム
ラ
入
り
し
た
が
再
転
出
し
た
家
二
軒
も
含
む
。
転
出
先
の
内
訳
は
、
同
じ
高
千
地
区
の
北
川
内
へ
六
軒
、
181
国立歴史民俗博物館研究報告　第43集　（1992）
写真14一人前の力石（白山神社境内）
助
が
田
を
売
っ
た
四
十
年
前
、
一
反
五
〇
万
円
坪
五
千
円
だ
っ
た
が
、
坪
一
五
〇
円
で
東
京
東
久
留
米
の
宅
地
を
買
っ
た
と
い
う
か
ら
、
地
が
高
か
っ
た
か
が
わ
か
ろ
う
。
今
は
も
う
相
場
は
な
い
と
い
う
。
⇔
　
年
齢
集
団
の
構
成
北
片
辺
へ
四
軒
、
入
川
・
北
田
野
浦
が
各
一
軒
、
北
海
道
二
軒
、
新
潟
市
・
東
京
が
各
一
軒
、
不
明
三
軒
で
、
同
じ
高
千
で
も
シ
モ
（
下
）
の
方
は
土
地
が
だ
い
ぶ
安
い
。
大
正
四
年
頃
、
フ
ナ
ヤ
マ
の
高
倉
山
一
五
〇
町
歩
を
売
っ
て
、
五
千
円
の
収
入
を
あ
げ
、
こ
れ
を
分
割
し
た
が
、
こ
の
金
を
競
っ
て
田
の
購
入
に
宛
て
た
結
果
、
土
地
の
値
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
北
川
内
へ
転
出
し
た
北
組
の
村
川
長
　
　
　
　
　
　
　
当
時
親
戚
が
　
　
　
　
　
い
か
に
片
辺
の
土
　
年
齢
集
団
と
し
て
は
戦
前
よ
り
、
数
え
十
五
か
ら
三
十
ま
で
の
若
者
が
全
員
、
長
男
次
三
男
の
区
別
な
く
加
入
す
る
青
年
会
（
青
年
団
）
や
、
若
い
嫁
た
ち
の
集
ま
り
　
　
　
　
（
3
1
）
で
あ
る
婦
人
会
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
半
ば
全
国
的
な
組
織
で
は
な
く
、
在
来
の
伝
統
的
な
年
齢
集
団
に
限
定
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
小
学
校
を
卒
業
し
数
え
十
五
に
な
る
と
、
青
年
会
に
入
る
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
同
じ
ょ
う
な
年
齢
の
連
中
と
話
し
合
っ
て
、
家
族
員
の
少
な
い
よ
う
な
気
安
い
家
に
頼
ん
で
、
部
屋
を
借
り
寝
泊
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
ワ
カ
イ
シ
ュ
宿
（
若
い
衆
宿
）
と
い
い
、
そ
の
宿
の
家
の
屋
号
を
冠
し
て
、
例
え
ぽ
勘
兵
衛
な
ら
、
勘
兵
衛
ワ
カ
イ
シ
ュ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
ト
マ
リ
ヤ
ド
（
泊
ま
り
宿
）
を
経
験
し
て
い
る
の
は
、
大
正
七
年
生
ま
れ
の
者
た
ち
ま
で
で
、
以
降
は
宿
は
決
め
て
も
出
稼
ぎ
や
兵
役
で
ム
ラ
を
離
れ
る
こ
と
が
多
く
、
盆
正
月
と
い
っ
た
モ
ン
ピ
に
帰
省
す
れ
ば
、
宿
に
は
集
ま
る
が
泊
ま
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
婚
姻
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
時
代
的
な
差
異
が
著
し
く
、
ま
ず
は
具
体
的
に
ト
マ
リ
ワ
カ
イ
シ
ュ
の
経
験
の
あ
る
明
治
四
十
年
生
ま
れ
の
石
野
初
太
郎
氏
の
例
か
ら
紹
介
す
る
。
　
十
五
の
年
、
二
つ
上
の
者
ま
で
の
七
人
と
⑬
清
三
郎
の
二
階
の
八
畳
を
貸
し
て
も
ら
っ
た
。
の
ち
に
明
治
四
十
五
年
生
ま
れ
の
グ
ル
ー
プ
四
人
も
加
わ
っ
て
、
毎
日
三
人
か
ら
五
人
、
多
い
と
き
で
一
〇
人
が
宿
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
仲
間
を
ヤ
ド
モ
ン
テ
と
か
、
宿
の
モ
ン
テ
、
宿
の
ホ
ウ
バ
イ
（
朋
輩
）
と
い
っ
た
が
、
夜
、
夕
飯
を
と
れ
ぽ
行
っ
て
は
泊
ま
り
、
冬
期
山
に
行
け
な
い
と
き
は
昼
間
も
藁
仕
事
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
。
年
長
者
が
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
が
頭
は
い
な
い
。
皆
、
対
等
な
関
係
だ
っ
た
。
正
月
七
日
は
ウ
タ
イ
ソ
メ
と
い
っ
て
、
飲
み
物
食
べ
物
を
持
ち
寄
っ
て
宴
会
、
こ
れ
に
宿
親
を
呼
ん
だ
り
し
た
。
盆
や
祭
り
の
あ
と
も
宿
で
、
ア
ト
マ
ッ
リ
と
称
し
、
獅
子
舞
い
・
太
鼓
・
長
刀
・
棒
振
り
が
太
鼓
を
打
っ
て
花
を
集
め
、
酒
宴
を
し
た
。
結
婚
し
た
ら
泊
り
に
は
行
か
な
く
な
っ
た
が
、
五
十
歳
く
ら
い
ま
で
は
盆
、
正
月
、
祭
り
の
と
き
に
は
宿
に
遊
び
に
行
っ
て
い
た
。
当
時
、
一
時
期
に
南
片
辺
の
な
か
に
三
～
四
の
複
数
の
泊
ま
り
宿
が
あ
っ
た
。
た
ま
に
学
年
を
越
え
て
一
人
別
の
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グ
ル
ー
プ
に
入
る
者
も
い
た
が
稀
だ
っ
た
。
　
モ
ン
テ
の
つ
き
あ
い
は
一
生
と
い
い
、
宿
は
一
生
変
え
な
い
。
「
モ
ン
テ
以
外
の
人
よ
り
も
気
安
く
つ
き
お
う
と
り
ま
す
の
お
」
と
初
太
郎
氏
も
い
う
よ
う
に
、
宿
親
の
葬
儀
に
は
イ
ロ
を
着
た
り
、
モ
ン
テ
の
葬
儀
に
は
イ
ロ
は
着
ず
と
も
野
辺
ノ
送
り
に
は
出
る
習
慣
で
あ
っ
た
。
他
所
へ
行
っ
て
も
丁
寧
な
人
は
、
盆
正
月
に
帰
省
で
帰
っ
て
き
た
と
き
は
、
今
で
も
必
ず
モ
ン
テ
や
宿
親
の
仏
マ
イ
リ
（
仏
参
り
）
を
す
る
と
い
う
。
こ
の
初
太
郎
氏
の
事
例
は
既
に
娘
の
泊
ま
り
宿
も
な
く
な
り
、
結
婚
後
は
泊
ま
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
ア
シ
フ
ミ
婚
の
時
代
に
は
夜
、
ヨ
メ
は
何
年
も
実
家
に
帰
っ
た
わ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
な
か
に
は
結
婚
後
も
宿
に
泊
ま
っ
た
人
も
い
た
。
こ
う
し
た
泊
ま
り
宿
の
習
慣
も
、
大
正
七
年
生
ま
れ
の
者
ま
で
で
あ
り
、
以
降
は
単
に
ヤ
ド
を
作
っ
て
も
、
遊
び
に
い
く
だ
け
の
宿
に
変
化
し
て
い
く
。
　
「
こ
の
辺
で
い
う
と
大
工
と
か
左
官
と
か
木
挽
き
と
か
、
そ
う
い
う
の
に
弟
子
入
　
り
し
て
、
デ
シ
コ
（
弟
子
子
）
に
行
っ
て
、
盆
正
月
に
帰
っ
て
宿
と
っ
た
わ
け
だ
。
　
先
の
者
が
宿
と
る
と
、
俺
た
ち
も
モ
ン
テ
に
し
て
一
緒
に
し
て
く
れ
っ
て
い
っ
て
　
入
る
わ
け
だ
。
デ
シ
コ
に
行
っ
て
盆
や
正
月
に
帰
っ
て
く
る
と
、
家
に
い
て
も
面
白
く
な
い
だ
ろ
。
盆
に
な
れ
ば
、
盆
踊
り
に
行
く
わ
け
だ
よ
。
浜
で
、
下
は
田
野
浦
か
ら
上
は
戸
中
ま
で
歩
い
て
く
。
帰
っ
て
く
る
と
二
時
三
時
に
な
る
だ
ろ
、
腹
減
る
だ
ろ
、
家
に
戻
る
と
遠
慮
す
る
じ
ゃ
な
い
か
、
親
ど
も
の
前
で
。
そ
こ
い
く
と
宿
の
オ
ヤ
ジ
は
何
も
言
わ
な
い
か
ら
。
で
も
悪
い
こ
と
を
す
る
と
う
ち
の
親
父
　
よ
り
お
っ
か
な
い
ん
だ
か
ら
。
宿
へ
来
て
は
腹
減
る
も
ん
だ
か
ら
、
戸
棚
で
も
何
　
で
も
開
け
て
、
盆
に
は
団
子
、
正
月
に
は
餅
も
あ
る
し
、
黙
っ
て
引
っ
張
り
出
し
　
て
も
何
に
も
怒
ら
ん
だ
。
今
で
も
シ
ン
セ
キ
同
様
で
、
宿
の
ナ
ヤ
ジ
が
病
院
入
院
　
し
た
ら
見
舞
い
に
行
っ
た
り
し
た
」
（
川
路
栄
次
郎
氏
、
大
正
十
一
年
生
ま
れ
）
　
一
方
娘
た
ち
も
、
学
校
を
卒
え
る
と
同
先
輩
の
老
と
宿
を
作
っ
て
集
ま
っ
た
。
オ
ナ
ゴ
ヤ
ド
と
か
ム
ス
メ
ヤ
ド
、
あ
る
い
は
男
と
違
っ
て
泊
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
ア
ソ
ビ
ヤ
ド
（
遊
び
宿
）
と
も
呼
ぼ
れ
た
。
仕
事
の
な
い
冬
か
ら
春
の
彼
岸
ま
で
は
、
毎
日
通
っ
て
苧
を
紡
い
だ
り
針
仕
事
を
し
た
が
、
娘
は
昼
間
だ
け
で
、
夜
遊
び
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
泊
ま
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
正
月
二
日
は
や
は
り
ウ
タ
イ
ソ
メ
で
御
馳
走
を
作
っ
て
楽
し
ん
だ
が
、
他
部
落
か
ら
も
ワ
カ
シ
ュ
が
遊
び
に
き
た
と
い
う
。
昭
和
初
め
の
頃
に
な
る
と
、
娘
の
場
合
は
親
の
監
視
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
、
宿
と
い
う
よ
り
も
針
仕
事
や
裁
縫
を
習
う
と
い
う
こ
と
で
集
ま
る
ぐ
ら
い
と
な
る
。
こ
れ
を
裁
縫
宿
と
い
っ
た
が
、
針
の
師
匠
は
正
福
寺
と
今
は
転
出
し
た
マ
ス
ヤ
で
あ
っ
た
。
既
に
ヨ
メ
イ
リ
の
と
き
師
匠
に
赤
飯
を
持
っ
て
い
っ
た
ぐ
ら
い
で
、
宿
親
と
の
関
係
は
薄
れ
て
い
た
。
　
女
の
場
合
は
村
内
婚
が
多
か
っ
た
と
い
っ
て
も
、
結
婚
す
る
と
「
ム
ラ
の
者
に
な
り
た
け
れ
ぽ
モ
ン
テ
に
入
れ
」
と
い
わ
れ
、
他
村
か
ら
来
た
ヨ
メ
も
交
え
、
近
所
の
若
い
ヨ
メ
た
ち
と
、
新
た
に
ヨ
メ
ド
モ
ノ
ヤ
ド
と
呼
ぽ
れ
る
宿
を
作
っ
た
。
だ
い
た
い
婚
家
の
組
内
の
範
囲
の
同
年
齢
の
者
で
組
織
さ
れ
た
か
ら
、
オ
ナ
ゴ
ヤ
ド
の
メ
ン
バ
ー
と
は
構
成
が
異
な
っ
た
。
集
ま
る
の
は
や
は
り
農
作
業
の
暇
な
冬
か
ら
春
に
か
け
て
で
あ
っ
た
が
、
雨
で
も
降
っ
て
山
仕
事
の
で
き
な
い
と
き
や
、
ま
た
姑
は
重
い
か
ら
ジ
ン
ノ
ビ
（
脛
の
ば
し
）
し
に
、
夜
も
道
具
を
入
れ
た
オ
ボ
ケ
（
竹
籠
）
を
抱
え
て
集
ま
り
、
針
仕
事
な
ど
を
し
た
。
姑
が
亡
く
な
る
と
宿
に
行
か
な
く
な
る
。
ま
た
冬
か
ら
春
以
外
の
月
は
毎
晩
行
く
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
正
月
二
月
は
ヨ
メ
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こ
う
し
た
若
年
者
が
宿
を
と
る
慣
行
も
、
男
女
と
も
そ
の
後
急
速
に
廃
れ
、
昭
和
六
年
生
ま
れ
の
者
た
ち
が
、
戦
後
、
ワ
カ
イ
シ
ュ
宿
を
と
っ
た
最
後
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
若
年
者
の
年
齢
集
団
に
対
し
、
一
家
の
オ
ヤ
ジ
や
カ
カ
の
世
代
以
上
の
年
配
者
に
は
ド
ウ
シ
ャ
と
呼
ぼ
れ
る
組
織
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
で
も
盛
ん
で
あ
り
、
む
し
ろ
今
で
は
宿
の
慣
行
が
消
滅
し
た
代
替
に
、
若
い
世
代
も
含
め
て
行
わ
れ
、
よ
り
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
く
、
村
落
構
造
上
、
重
要
な
社
会
的
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
　
男
も
女
も
オ
ヤ
ジ
や
カ
カ
と
な
っ
て
一
段
落
す
る
四
～
五
十
代
に
、
同
年
輩
の
者
同
士
が
募
い
合
っ
て
、
モ
ン
テ
を
組
ん
で
上
方
参
り
に
行
く
。
タ
ビ
ユ
キ
と
も
い
っ
た
が
、
昔
か
ら
借
金
を
し
て
ま
で
も
、
一
生
に
一
度
は
上
方
参
り
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
、
こ
の
一
緒
に
行
っ
た
仲
間
を
ド
ウ
シ
ャ
と
呼
ぶ
。
「
ド
ウ
シ
ャ
は
親
兄
弟
よ
り
も
大
切
」
と
い
い
、
兄
弟
ナ
ノ
リ
を
し
て
深
く
付
き
合
う
者
も
あ
る
。
特
に
女
性
の
場
合
は
二
生
の
恩
」
と
い
っ
て
、
こ
の
時
期
に
一
生
に
一
度
嫁
ぎ
先
か
ら
の
御
礼
だ
と
し
て
、
シ
ン
ル
イ
衆
が
持
ち
寄
り
上
方
参
り
に
出
し
て
く
れ
た
。
上
方
参
り
と
は
い
っ
て
も
、
京
都
大
阪
大
和
の
社
寺
参
詣
の
旅
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
も
含
め
四
国
や
九
州
、
ま
た
名
古
屋
や
東
京
に
も
足
を
伸
ぽ
す
観
光
中
心
の
旅
で
あ
り
、
今
で
は
台
湾
に
行
く
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
が
、
交
通
機
関
の
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
旅
に
は
ひ
と
月
も
掛
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
一
生
に
一
度
の
大
旅
行
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
旅
行
の
行
程
と
構
成
員
を
一
例
、
具
体
的
に
紹
介
す
れ
ぽ
、
大
正
七
年
生
ま
れ
の
小
路
太
一
氏
の
場
合
、
昭
和
三
十
四
年
の
春
三
月
、
四
十
一
歳
の
と
き
に
二
週
間
か
け
て
京
阪
・
山
陰
・
山
陽
等
を
回
っ
て
き
た
。
三
つ
の
ヤ
ド
モ
ン
テ
が
中
心
と
な
り
、
あ
と
数
名
加
え
て
、
一
二
人
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
人
母
親
が
危
篤
で
行
け
ず
一
一
人
と
な
っ
た
。
小
木
か
ら
船
で
金
沢
へ
、
京
都
大
阪
か
ら
、
鳥
取
・
島
根
・
山
口
・
広
島
・
岡
山
を
回
っ
て
、
讃
岐
琴
平
へ
金
毘
羅
詣
を
し
、
ま
た
大
阪
へ
戻
っ
て
か
ら
高
野
山
と
伊
勢
詣
を
し
、
名
古
屋
・
東
京
・
日
光
を
見
物
し
て
、
新
潟
か
ら
戻
っ
て
き
た
。
ム
ラ
に
戻
る
と
こ
の
時
は
各
家
で
そ
れ
ぞ
れ
バ
バ
キ
ヌ
ギ
を
し
た
が
、
最
近
は
帰
っ
た
そ
の
日
か
翌
日
に
宿
を
決
め
て
、
合
同
で
バ
バ
キ
ヌ
ギ
（
慰
労
会
）
を
し
、
観
音
講
を
組
織
す
る
。
男
の
ド
ウ
シ
ャ
は
そ
の
後
も
、
盆
と
正
月
の
十
七
日
、
観
音
講
と
称
し
て
、
ド
ウ
シ
ャ
の
家
を
回
り
番
に
宴
会
を
持
つ
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
今
で
も
年
二
回
集
ま
っ
て
観
音
講
を
開
い
て
い
る
。
な
お
、
今
は
バ
バ
キ
ヌ
ギ
で
、
観
音
講
の
宿
を
ど
ち
ら
か
ら
廻
す
か
、
ま
た
会
長
・
会
計
な
ど
の
役
員
を
決
め
る
が
、
昔
は
バ
バ
キ
ヌ
ギ
は
オ
ジ
・
オ
バ
・
イ
ト
コ
な
ど
オ
モ
シ
ン
ル
イ
が
酒
五
合
を
持
ち
寄
っ
て
身
内
で
し
、
全
体
の
バ
バ
キ
ヌ
ギ
は
両
津
か
相
川
で
行
う
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
　
太
一
氏
は
⑯
の
嘉
平
ワ
カ
イ
シ
ュ
で
、
明
治
四
十
三
～
四
年
生
ま
れ
の
四
人
と
大
正
四
～
七
年
生
ま
れ
の
九
人
で
構
成
さ
れ
る
十
三
人
モ
ン
テ
で
あ
っ
た
が
、
天
折
や
戦
死
（各
二
名
）
し
た
り
、
他
村
へ
婿
入
り
（
三
名
）
し
た
り
転
出
（
二
名
）
し
て
、
こ
の
当
時
四
名
残
っ
て
い
た
が
、
明
治
四
十
三
年
生
ま
れ
の
人
は
一
人
年
齢
が
離
れ
て
い
る
の
で
遠
慮
し
て
参
加
し
な
か
っ
た
。
他
の
⑬
の
清
三
郎
ワ
カ
イ
シ
ュ
（
四
人
モ
ン
テ
が
二
名
に
）
や
⑲
の
惣
左
衛
門
ワ
カ
イ
シ
ュ
（
七
人
モ
ソ
テ
が
三
名
に
、
内
一
人
は
行
け
ず
）
も
、
皆
こ
う
し
た
事
情
で
減
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
他
村
か
ら
婿
入
り
し
て
き
た
同
世
代
の
者
二
名
と
、
ヤ
ド
モ
ン
テ
が
一
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
者
、
戦
争
で
行
く
機
会
を
逸
し
て
い
た
一
名
が
加
わ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
結
局
、
年
齢
構
成
は
大
正
元
年
か
ら
九
年
生
ま
れ
の
者
が
中
心
で
、
戦
争
で
行
け
な
か
っ
た
者
が
明
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治
四
十
年
生
ま
れ
、
ま
た
親
の
危
篤
で
行
け
な
か
っ
た
大
正
十
一
年
生
ま
れ
の
者
は
、
上
方
参
り
は
次
の
グ
ル
ー
プ
と
昭
和
四
十
五
年
に
行
っ
た
が
、
観
音
講
は
こ
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
る
。
　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
最
も
戦
争
の
影
響
を
受
け
た
世
代
で
、
構
成
が
少
々
複
雑
で
あ
る
が
、
他
の
ド
ウ
シ
ャ
は
も
っ
と
年
齢
の
幅
が
狭
い
仲
間
で
組
織
さ
れ
る
。
特
に
女
性
の
場
合
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
っ
て
、
ド
ウ
シ
ャ
は
綺
麗
に
年
齢
階
層
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
男
は
観
音
講
と
称
し
、
年
二
回
集
ま
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
女
性
の
場
合
は
各
ド
ウ
シ
ャ
が
特
定
の
宿
に
集
ま
り
、
共
食
を
し
談
笑
に
興
ず
る
機
会
を
多
数
持
っ
て
い
る
。
男
の
ド
ウ
シ
ャ
の
よ
う
な
観
音
講
と
い
っ
た
名
称
は
特
に
な
い
が
、
一
番
上
の
明
治
三
十
七
年
か
ら
四
十
四
年
生
ま
れ
の
ド
ウ
シ
ャ
（
一
四
名
）
は
⑬
正
福
寺
、
次
の
大
正
元
年
か
ら
七
年
生
ま
れ
の
ド
ウ
シ
ャ
は
⑧
六
兵
衛
で
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
生
ま
れ
の
ド
ウ
シ
ャ
（
一
四
名
）
は
⑫
大
興
寺
、
昭
和
四
年
か
ら
七
年
生
ま
れ
の
ド
ウ
シ
ャ
（
七
名
）
は
⑲
惣
左
衛
門
か
⑭
権
三
郎
で
、
昭
和
九
年
か
ら
十
四
年
生
ま
れ
の
ド
ウ
シ
ャ
（
七
名
）
は
回
り
番
で
、
昭
和
五
十
五
年
に
上
方
参
り
に
行
っ
た
一
番
新
し
い
ド
ウ
シ
ャ
の
昭
和
十
六
年
か
ら
二
十
五
年
生
ま
れ
の
モ
ン
テ
（
八
名
）
は
⑭
作
十
郎
を
、
そ
れ
ぞ
れ
宿
に
し
て
集
ま
る
。
　
女
性
の
ド
ウ
シ
ャ
は
盆
と
正
月
に
は
何
日
も
連
日
集
ま
る
ほ
か
、
六
月
中
旬
の
ク
サ
タ
ヤ
ブ
リ
（
草
田
破
り
）
、
十
二
月
の
血
の
池
（
講
）
、
そ
れ
に
年
配
者
の
ド
ウ
シ
ャ
に
な
る
と
、
大
興
寺
に
集
ま
る
ド
ウ
シ
ャ
よ
り
上
の
グ
ル
ー
プ
は
、
毎
月
一
日
と
十
五
日
の
休
み
日
に
も
必
ず
宿
に
集
ま
っ
て
い
る
。
特
に
盆
と
ク
サ
タ
ヤ
ブ
リ
の
ド
ウ
シ
ャ
で
は
、
皆
で
御
馳
走
を
持
ち
寄
っ
て
楽
し
む
が
、
そ
う
す
る
と
他
の
グ
ル
ー
プ
の
老
が
春
駒
な
ど
の
仮
装
し
た
格
好
を
し
て
、
飛
び
入
り
で
宿
に
遊
び
に
き
て
楽
し
ま
せ
た
り
、
こ
の
日
は
女
た
ち
だ
け
で
賑
や
か
に
騒
ぐ
一
日
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
ク
サ
タ
ヤ
ブ
リ
と
は
、
も
と
も
と
は
六
月
十
五
日
で
、
こ
の
日
に
稲
で
目
を
突
く
と
治
ら
な
い
と
い
っ
て
田
の
草
取
り
に
出
な
い
忌
み
日
で
あ
っ
た
が
、
今
は
田
の
一
番
草
を
取
っ
た
あ
と
二
番
草
の
前
か
、
最
近
は
植
付
け
を
し
て
一
段
落
し
た
後
の
六
月
中
旬
に
行
わ
れ
、
特
定
な
日
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
　
本
来
上
方
参
り
や
ド
ウ
シ
ャ
は
、
オ
ヤ
ジ
や
カ
カ
に
な
っ
て
長
年
働
い
た
末
に
、
よ
う
や
く
役
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、
再
び
凝
集
化
さ
れ
る
同
輩
集
団
で
あ
っ
た
。
若
い
時
代
の
ヤ
ド
モ
ン
テ
の
同
輩
集
団
が
死
亡
や
転
出
入
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
一
方
、
嫁
婿
入
り
や
ム
ラ
入
り
に
よ
る
新
入
者
が
加
わ
り
、
南
片
辺
に
一
生
暮
ら
す
こ
と
が
確
定
し
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
再
編
成
さ
れ
る
同
年
輩
組
織
が
ド
ウ
シ
ャ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
昭
和
五
十
五
年
に
上
方
参
り
へ
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
は
、
三
十
歳
の
キ
ガ
ケ
の
ヨ
メ
が
加
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
の
昭
和
五
十
二
年
の
グ
ル
ー
プ
で
は
他
村
や
東
京
へ
嫁
い
だ
者
ま
で
一
緒
に
上
方
参
り
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
様
相
は
だ
い
ぶ
変
化
し
て
き
て
い
る
。
男
の
ド
ウ
シ
ャ
も
三
十
代
で
台
湾
旅
行
に
行
っ
た
り
、
旅
行
に
行
く
一
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
観
音
講
を
は
じ
め
る
な
ど
、
低
年
齢
化
と
娯
楽
的
要
素
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
旅
行
社
に
依
頼
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
一
因
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
消
滅
し
た
ワ
カ
イ
シ
ュ
宿
や
オ
ナ
ゴ
ヤ
ド
・
ヨ
メ
ド
モ
ノ
ヤ
ド
の
機
能
を
、
今
日
で
は
ド
ウ
シ
ャ
が
代
替
し
つ
つ
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　
な
お
戦
前
ま
で
は
子
供
た
ち
に
も
、
尋
常
科
三
年
か
ら
高
等
科
三
年
ま
で
の
子
供
で
組
織
さ
れ
る
、
半
ぽ
官
製
の
少
年
団
が
あ
っ
た
。
女
子
も
含
め
て
北
・
中
・
南
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
5
村
組
ご
と
に
組
織
さ
れ
、
毎
朝
神
社
の
掃
除
と
掘
り
掃
除
に
、
毎
晩
八
時
か
ら
の
夜
国立歴史民俗博物館研究報告　第43集　（1992）
番
も
行
っ
た
（
夜
番
は
現
在
は
大
人
が
各
組
ご
と
二
人
ず
つ
出
て
務
め
て
い
る
）
。
伝
統
的
な
子
供
組
本
来
の
行
事
で
あ
り
、
男
の
子
だ
け
で
行
わ
れ
た
正
月
十
四
日
の
ト
ー
ロ
ー
ハ
ヤ
シ
に
関
し
て
は
、
前
述
し
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
ま
た
四
月
の
祭
り
の
と
き
に
も
一
軒
ず
つ
ハ
ナ
を
貰
っ
て
歩
い
た
と
い
う
。
祭
礼
は
青
年
層
の
流
失
で
十
年
く
ら
い
中
断
さ
れ
た
の
ち
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
は
小
獅
子
舞
も
子
供
た
ち
が
引
継
ぎ
、
女
子
を
含
め
た
小
学
三
年
か
ら
中
学
三
年
ま
で
の
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。
⇔
　
葬
送
儀
礼
と
供
養
　
南
片
辺
に
限
ら
ず
相
川
町
域
の
村
々
で
は
、
葬
儀
に
お
い
て
他
人
の
務
め
る
役
割
は
「
山
手
伝
い
と
野
焼
き
」
と
い
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
一
切
の
仕
事
は
、
シ
ン
ル
イ
と
チ
ャ
グ
ミ
の
手
で
な
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
親
族
と
五
人
組
の
義
務
と
負
担
が
か
な
り
重
い
。
葬
儀
の
準
備
と
執
行
に
お
け
る
シ
ン
ル
イ
を
中
心
と
し
た
く
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
族
V
の
協
助
に
関
し
て
は
既
に
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
葬
送
の
儀
礼
的
な
側
面
と
チ
ャ
グ
ミ
の
役
割
を
中
心
に
記
述
し
て
い
く
。
　
人
が
死
ぬ
と
ム
ラ
総
代
か
ら
手
伝
い
を
要
請
す
る
フ
レ
が
回
り
、
各
戸
か
ら
一
人
ず
つ
ム
ラ
ヅ
ト
メ
と
し
て
人
足
に
出
る
。
か
つ
て
の
火
葬
の
頃
は
、
若
い
衆
な
ら
山
手
伝
い
を
、
女
な
ら
団
子
の
粉
す
り
を
手
伝
っ
た
。
山
手
伝
い
と
は
、
喪
家
の
個
人
有
の
山
に
行
き
、
野
焼
き
用
の
木
や
竹
を
伐
り
出
し
、
藁
を
一
束
ず
つ
全
戸
か
ら
集
め
る
作
業
で
あ
り
、
野
焼
き
（
火
葬
）
の
火
を
付
け
る
ま
で
担
当
す
る
。
女
の
粉
す
り
も
四
十
九
日
ま
で
の
団
子
に
用
い
る
粉
す
べ
て
、
二
斗
ほ
ど
準
備
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
か
な
り
の
仕
事
量
で
あ
っ
た
。
摺
る
最
初
に
、
石
臼
を
三
回
左
に
逆
回
し
し
て
写真15　葬儀の豆腐作り
る
。
棺
桶
を
は
じ
め
、
旗
・
提
灯
・
藁
の
蛇
等
の
飾
り
物
は
、
り
て
作
る
が
、
シ
ン
ル
イ
の
オ
ヤ
ジ
た
ち
は
ザ
シ
キ
に
設
け
る
仏
壇
つ
く
り
や
飾
付
け
を
担
当
し
、
ダ
イ
ド
コ
ロ
で
は
シ
ン
ル
イ
の
カ
カ
た
ち
が
餅
や
豆
腐
（
写
真
1
5
）
、
枕
団
子
、
デ
バ
ノ
メ
シ
な
ど
の
食
事
の
準
備
に
追
わ
れ
る
。
シ
ン
ル
イ
の
役
目
の
な
か
で
最
も
重
要
な
役
と
さ
れ
た
の
が
、
ジ
ュ
ノ
バ
（
受
納
場
）
の
人
受
け
で
、
　
「
ジ
ュ
ノ
バ
を
張
る
」
と
称
し
、
オ
モ
シ
ン
ル
イ
の
オ
ヤ
ジ
方
一
同
が
オ
マ
に
並
ん
で
、
会
葬
者
に
向
か
う
。
通
夜
に
は
ヤ
ド
モ
ン
テ
や
ド
ウ
シ
ャ
を
は
じ
め
、
大
工
や
木
挽
き
の
師
匠
や
兄
弟
弟
子
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
集
ま
り
、
線
香
と
念
仏
を
あ
げ
に
来
る
。
か
つ
て
は
村
中
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
大
勢
が
集
ま
っ
か
ら
摺
り
は
じ
め
た
。
ま
た
棺
の
前
に
飾
る
二
升
餅
を
つ
く
の
も
ム
ラ
人
足
の
役
割
だ
っ
た
。
　
他
村
に
住
む
シ
ン
ル
イ
へ
の
告
げ
人
は
チ
ャ
グ
ミ
が
二
人
ず
つ
担
当
し
、
集
ま
っ
て
き
た
シ
ン
ル
イ
に
よ
っ
て
葬
儀
の
仕
度
が
始
ま
る
。
ナ
ン
ド
で
湯
罐
を
し
、
経
帷
子
を
着
せ
て
北
枕
に
し
て
通
夜
と
な
る
が
、
並
行
し
て
買
物
・
役
場
行
き
、
葬
具
作
り
、
賄
い
仕
事
な
ど
が
シ
ン
ル
イ
と
チ
ャ
グ
ミ
の
手
で
行
わ
れ
　
　
　
　
チ
ャ
グ
ミ
の
家
を
借
186
イエとムラの空間構成
た
。
一
時
生
活
改
善
の
申
し
合
わ
せ
で
、
イ
ロ
を
着
な
い
者
は
南
北
片
辺
の
間
で
は
通
夜
の
晩
は
遠
慮
す
る
と
決
ま
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
通
夜
の
功
徳
が
足
り
な
く
な
る
と
い
う
意
見
も
多
く
、
自
然
と
廃
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
　
血
の
繋
が
り
の
濃
い
マ
ッ
ケ
ー
（
片
辺
で
は
バ
ッ
ケ
と
も
い
い
、
親
子
兄
弟
・
イ
ト
コ
ま
で
の
範
囲
）
や
オ
モ
シ
ン
ル
イ
は
、
通
夜
の
晩
は
ほ
と
ん
ど
寝
ず
に
過
ご
し
て
、
翌
日
は
ノ
オ
ク
リ
（
野
送
り
）
と
呼
ぼ
れ
る
葬
式
と
な
る
。
野
辺
ノ
送
り
と
か
ソ
ウ
レ
ン
送
り
と
も
い
う
。
僧
侶
を
呼
ん
で
読
経
す
る
最
中
、
シ
ン
ル
イ
が
デ
バ
ノ
メ
シ
を
食
べ
合
う
。
読
経
が
終
わ
り
、
ザ
シ
キ
グ
チ
か
ら
出
棺
す
る
と
き
に
は
茶
碗
を
割
っ
た
り
、
ナ
ン
ド
で
は
小
臼
を
回
し
、
ま
た
藁
束
で
掃
く
真
似
を
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
普
段
は
部
屋
を
藁
束
で
掃
く
の
は
忌
ま
れ
た
。
こ
の
野
送
り
に
は
シ
ン
ル
イ
が
イ
ロ
を
着
る
と
い
っ
て
正
装
す
る
。
ま
た
イ
ロ
を
着
た
者
や
イ
ロ
を
着
る
こ
と
を
イ
ロ
キ
と
称
し
、
例
え
ば
「
あ
の
家
は
イ
ロ
キ
が
何
人
」
と
い
っ
た
表
現
を
し
、
「
家
内
中
イ
ロ
キ
を
す
る
オ
モ
シ
ン
ル
イ
だ
」
と
か
、
「
オ
オ
ヤ
イ
ン
キ
ョ
（
本
分
家
）
は
末
代
ま
で
の
三
人
イ
ロ
キ
で
あ
る
」
と
か
、
シ
ン
ル
イ
関
係
の
遠
近
を
言
い
表
わ
す
の
に
用
い
る
。
男
な
ら
紋
付
羽
織
り
袴
、
女
な
ら
紋
付
羽
織
に
イ
ロ
ボ
シ
と
い
っ
て
白
い
リ
ン
ズ
の
布
を
被
る
ほ
か
、
死
者
の
マ
ッ
ケ
ー
は
二
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
裸
足
で
葬
列
に
参
加
し
た
。
葬
列
の
順
序
は
、
提
灯
持
ち
・
鉦
叩
き
・
旗
持
ち
・
膳
持
ち
ま
で
は
ム
ラ
人
足
が
、
位
牌
持
ち
は
ニ
レ
、
ソ
ウ
レ
ン
担
ぎ
と
呼
ぼ
れ
る
棺
担
ぎ
は
チ
ャ
グ
ミ
が
担
当
し
、
そ
の
あ
と
オ
モ
シ
ン
ル
イ
か
ら
順
に
葬
列
者
が
続
い
て
い
く
。
　
ム
ラ
は
ず
れ
の
野
焼
き
場
に
着
く
と
、
最
後
の
念
仏
を
し
て
、
火
が
入
れ
ら
れ
る
。
人
足
の
若
い
衆
の
担
当
は
こ
こ
ま
で
で
、
野
焼
き
は
丸
一
晩
か
か
っ
た
が
、
そ
の
後
は
シ
ン
ル
イ
の
な
か
の
若
い
衆
が
イ
ロ
を
脱
い
で
、
火
を
焚
き
薪
を
く
べ
な
が
ら
一
晩
寝
ず
の
番
を
し
た
。
イ
ロ
キ
を
し
た
者
は
喪
家
に
戻
る
と
イ
ロ
を
脱
ぎ
、
ノ
ゲ
エ
リ
（
野
帰
り
）
の
膳
と
呼
ぽ
れ
る
本
膳
の
席
に
着
く
。
冷
や
酒
に
精
進
料
理
の
簡
単
な
も
の
で
、
　
オ
モ
シ
ン
ル
イ
は
ヤ
ウ
チ
ヨ
ビ
（
家
内
呼
び
）
、
　
シ
ン
ル
イ
は
一
人
ヨ
ビ
で
、
一
人
イ
ロ
キ
は
呼
ぽ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
ム
ラ
人
足
に
も
チ
ャ
グ
、
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
の
一
軒
を
宿
に
慰
労
の
酒
が
振
舞
わ
れ
る
。
な
お
大
工
や
木
挽
き
の
師
匠
や
宿
親
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
葬
儀
に
は
、
弟
子
た
ち
や
ヤ
ド
ワ
カ
シ
ュ
は
一
代
限
り
の
イ
ロ
キ
を
す
る
。
ヤ
ド
モ
ン
テ
同
士
も
イ
ロ
キ
を
す
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
イ
ロ
キ
に
対
し
て
は
、
相
手
の
家
で
次
に
葬
儀
が
あ
る
際
に
イ
ロ
返
し
を
す
る
。
ド
ウ
シ
ャ
の
場
合
は
イ
ロ
キ
は
し
な
い
が
、
通
夜
に
行
っ
て
香
典
を
他
の
人
よ
り
は
少
々
余
計
に
包
む
と
い
う
。
　
翌
朝
は
、
ホ
ネ
オ
サ
メ
（
骨
納
め
）
と
い
っ
て
、
野
焼
き
場
へ
行
き
、
マ
ッ
ケ
ー
や
ナ
モ
シ
ン
ル
イ
が
納
骨
を
行
っ
た
。
ま
た
こ
の
晩
か
ら
初
七
日
ま
で
、
セ
ヤ
（
施
夜
）
と
称
し
、
毎
晩
念
仏
が
行
わ
れ
る
。
オ
モ
シ
ン
ル
イ
は
ヤ
ウ
チ
で
、
チ
ャ
グ
ミ
は
一
人
毎
晩
来
る
ほ
か
、
ク
ミ
や
ド
ウ
シ
ャ
は
都
合
の
い
い
者
が
交
替
で
そ
れ
ぞ
れ
一
人
か
二
人
は
出
る
。
こ
の
セ
ヤ
に
来
た
念
仏
衆
に
は
、
モ
タ
セ
と
い
っ
て
砂
糖
ニ
キ
ロ
入
り
と
か
石
鹸
一
箱
配
る
が
、
こ
れ
は
七
日
料
と
称
し
オ
モ
シ
ン
ル
イ
で
負
担
す
る
。
香
典
の
ほ
か
、
シ
ン
ル
イ
ヅ
ト
メ
と
し
て
オ
モ
シ
ン
ル
イ
は
白
米
五
升
、
シ
ン
ル
イ
は
三
升
を
仏
供
米
と
す
る
が
、
オ
モ
シ
ン
ル
イ
に
は
さ
ら
に
こ
の
七
日
料
の
協
助
も
掛
か
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
　
初
七
日
か
ら
三
十
五
日
ま
で
七
日
七
日
の
晩
に
は
、
オ
モ
シ
ン
ル
イ
と
チ
ャ
グ
、
ミ
か
ら
女
が
一
人
ず
つ
来
て
、
念
仏
が
行
わ
れ
る
。
七
日
念
仏
と
呼
ぶ
が
、
ク
、
ミ
の
者
は
毎
日
は
来
な
い
。
そ
の
翌
日
の
早
朝
に
は
、
オ
モ
シ
ン
ル
イ
が
一
人
ず
つ
出
て
墓
参
り
を
す
る
。
念
仏
を
あ
げ
、
イ
タ
ボ
ト
ケ
と
い
っ
て
、
葬
式
の
準
備
の
時
に
作
っ
187
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て
お
い
た
年
忌
塔
婆
と
は
違
う
小
さ
な
塔
婆
を
、
墓
参
り
す
る
度
に
一
本
ず
つ
立
て
て
い
く
。
八
本
ボ
ト
ケ
と
い
い
、
初
七
日
か
ら
七
日
ご
と
、
四
十
九
日
と
百
か
日
に
も
立
て
る
が
、
今
は
初
七
日
に
全
部
立
て
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
三
十
五
日
は
七
日
ジ
マ
イ
と
称
し
、
シ
ン
ル
イ
は
そ
れ
ぞ
れ
米
を
一
升
持
っ
て
く
る
。
そ
の
袋
に
餅
団
子
を
入
れ
て
返
す
が
、
チ
ャ
グ
ミ
は
持
っ
て
こ
な
い
。
仕
出
し
を
と
っ
て
、
オ
モ
シ
ン
ル
イ
も
家
内
中
で
招
き
夕
飯
を
振
る
舞
う
が
、
こ
れ
は
葬
儀
に
世
話
に
な
っ
た
、
シ
ン
ル
イ
と
チ
ャ
グ
ミ
へ
の
慰
労
の
意
味
で
あ
る
と
い
い
、
あ
と
の
四
十
九
日
や
百
か
日
に
は
オ
モ
シ
ソ
ル
イ
の
女
衆
だ
け
が
寄
る
。
　
死
ん
で
か
ら
三
年
間
は
、
シ
ン
ボ
ト
ケ
（
新
仏
）
に
対
し
、
特
別
な
追
善
供
養
が
な
さ
れ
る
。
盆
の
高
灯
籠
は
今
は
一
年
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
三
年
立
て
た
。
片
辺
で
は
八
月
七
日
に
灯
籠
を
立
て
は
じ
め
る
が
、
こ
の
日
ト
ー
ロ
タ
テ
と
い
っ
て
、
ム
ラ
内
の
シ
ン
ル
イ
と
チ
ャ
グ
、
ミ
と
ア
タ
リ
の
女
衆
を
呼
び
、
念
仏
を
あ
げ
て
振
舞
い
を
す
る
。
ア
ン
コ
ロ
モ
チ
も
食
べ
る
。
灯
籠
は
九
月
一
日
に
降
ろ
す
が
、
こ
の
時
は
家
族
内
で
ボ
タ
モ
チ
を
食
べ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
盆
棚
は
シ
ン
ボ
ト
ケ
が
あ
る
と
き
に
限
ら
ず
毎
年
作
る
が
、
三
年
間
は
シ
ン
ボ
ト
ケ
に
別
に
膳
と
水
を
用
意
す
る
。
仏
壇
の
横
に
三
段
の
オ
タ
ナ
（
お
棚
）
を
作
っ
て
、
仏
さ
ん
（
位
牌
）
を
飾
り
、
十
三
仏
や
高
野
山
の
掛
け
軸
を
掛
け
る
。
香
は
以
前
は
桂
の
木
を
、
山
か
ら
採
っ
て
き
て
天
日
で
乾
か
し
、
粉
に
し
た
も
の
を
用
い
た
。
た
い
へ
ん
い
い
薫
り
が
す
る
と
い
う
。
十
四
日
の
晩
と
十
五
日
の
晩
、
仏
参
り
と
称
し
、
二
晩
シ
ソ
ル
イ
衆
が
お
参
り
に
来
る
が
、
「
仏
さ
ん
の
年
取
り
」
と
呼
ば
れ
る
正
月
の
十
五
日
十
六
日
に
も
、
棚
を
作
っ
て
仏
参
り
が
行
わ
れ
る
。
　
葬
儀
に
使
っ
た
位
牌
は
、
盆
に
清
め
る
と
い
っ
て
、
今
は
三
年
目
の
送
り
盆
に
シ
ヨ
ウ
ロ
ウ
船
に
の
せ
て
浜
で
焼
く
。
新
た
に
板
ボ
ト
ケ
を
作
っ
て
ソ
ウ
イ
ワ
イ
（
総
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位
牌
）
に
入
れ
る
が
、
「
三
年
過
ぎ
る
と
先
祖
の
モ
ン
テ
に
な
れ
る
」
と
い
う
。
た
　
ー
だ
し
以
前
は
仏
壇
の
あ
る
家
は
わ
ず
か
し
か
な
く
、
ソ
ウ
イ
ワ
イ
も
な
か
っ
た
の
で
、
ザ
シ
キ
の
床
の
間
の
脇
に
仏
さ
ん
（
位
牌
）
を
置
い
て
祀
り
、
五
十
回
忌
が
済
む
と
墓
に
納
め
た
り
焼
い
た
り
し
た
。
　
「
先
祖
代
々
の
墓
に
入
っ
て
も
、
五
十
年
忌
が
済
ま
ん
き
ゃ
、
先
祖
に
な
れ
ん
」
と
い
っ
た
。
　
ま
た
三
年
間
は
寒
の
入
り
に
、
イ
ロ
キ
を
し
た
者
が
集
ま
っ
て
、
カ
ン
ネ
ン
ブ
ツ
（
寒
念
仏
）
が
行
わ
れ
る
。
チ
ャ
グ
ミ
は
イ
ロ
キ
を
し
て
い
な
い
の
で
行
か
な
い
。
「
七
川
七
堂
に
詣
る
」
と
称
し
て
、
入
川
か
ら
片
辺
の
松
島
川
ま
で
の
タ
チ
ネ
ン
ブ
ツ
（
立
ち
念
仏
）
を
し
、
川
と
寺
堂
で
は
椿
の
花
を
さ
し
て
米
を
撒
き
、
竹
の
小
杓
で
水
を
掛
け
る
。
最
近
は
女
衆
だ
け
で
自
動
車
を
使
っ
て
簡
単
に
行
わ
れ
る
が
、
本
来
な
ら
こ
の
日
、
親
子
兄
弟
ら
の
近
し
い
者
は
、
井
戸
や
川
あ
る
い
は
浜
で
水
垢
離
を
と
っ
た
と
い
う
。
そ
の
分
死
者
は
水
を
被
ら
な
く
て
も
済
む
と
い
っ
た
。
ま
た
十
一
月
か
十
二
月
の
祥
月
命
日
に
は
、
ネ
マ
リ
寒
念
仏
が
行
わ
れ
る
。
ネ
マ
ル
と
は
坐
る
の
意
で
あ
り
、
喪
家
の
ザ
シ
キ
で
入
川
か
ら
片
辺
の
寺
堂
と
川
の
名
を
唱
え
な
が
ら
、
念
仏
を
あ
げ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
は
オ
モ
シ
ン
ル
イ
が
各
戸
二
～
三
人
来
る
ほ
か
、
チ
ャ
グ
ミ
か
ら
一
人
、
ク
ミ
か
ら
も
一
人
出
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
念
仏
の
と
き
正
座
に
坐
り
、
太
鼓
を
敲
く
の
は
男
の
役
目
で
あ
っ
た
が
、
今
は
女
が
や
る
こ
と
が
多
い
。
彼
岸
に
は
特
に
何
も
し
な
い
が
、
オ
モ
シ
ン
ル
イ
と
チ
ャ
グ
ミ
に
団
子
を
七
つ
宛
て
配
る
。
な
お
年
忌
の
追
善
を
含
め
て
仏
事
に
は
、
毎
回
シ
ン
ル
イ
衆
は
白
米
一
升
を
持
参
す
る
ほ
か
、
オ
モ
シ
ン
ル
イ
は
さ
ら
に
嬬
米
も
一
升
持
参
し
た
。
イエとムラの空間構成
　
年
忌
の
追
善
供
養
は
、
一
周
忌
、
三
回
忌
、
七
回
忌
、
十
三
回
忌
、
十
七
回
忌
、
二
十
三
回
忌
、
二
十
七
回
忌
と
続
き
、
三
十
三
回
忌
に
は
大
き
な
角
ト
ウ
バ
、
最
終
年
忌
で
あ
る
五
十
回
忌
に
は
桜
の
木
の
マ
タ
ト
ウ
バ
を
立
て
て
、
弔
い
上
げ
と
す
る
。
マ
タ
ト
ウ
バ
は
先
が
二
股
に
な
っ
た
塔
婆
で
あ
る
が
、
マ
タ
ボ
ト
ケ
と
も
呼
ぼ
れ
、
こ
れ
を
立
て
る
の
は
「
仏
さ
ん
が
ま
た
来
る
よ
う
に
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。
墓
に
は
生
米
を
据
え
、
「
五
十
回
忌
が
済
む
と
、
仏
さ
ん
が
先
祖
代
々
に
な
る
」
と
か
「
浄
ま
っ
て
神
様
に
な
る
」
と
い
っ
た
。
ま
た
五
十
回
忌
の
追
善
に
は
、
生
魚
付
き
の
お
膳
を
出
し
、
エ
ン
ル
イ
を
正
座
に
据
え
て
縁
切
り
を
す
る
と
い
う
。
エ
ン
ル
イ
と
は
死
者
の
実
家
を
は
じ
め
そ
の
マ
ッ
ケ
ー
の
い
る
家
で
あ
る
が
、
シ
ン
ル
イ
が
増
え
す
ぎ
て
払
い
が
困
る
の
で
、
こ
れ
で
以
て
エ
ン
ル
イ
と
の
シ
ン
ル
イ
関
係
は
切
る
と
し
た
。
お
わ
り
に
　
本
稿
は
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
共
同
研
究
会
で
設
定
し
た
六
つ
の
う
ち
の
一
つ
の
定
点
調
査
地
を
、
か
つ
研
究
会
で
最
低
限
含
め
る
と
設
定
し
た
基
本
調
査
項
目
を
中
心
に
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
的
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
地
調
査
に
基
づ
く
単
な
る
調
査
報
告
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
論
文
的
に
何
か
を
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
つ
だ
け
本
稿
の
意
図
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
　
本
研
究
会
は
「
民
俗
の
地
域
差
と
地
域
性
」
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
の
下
で
、
進
め
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
「
地
域
性
」
と
い
う
概
念
の
理
解
に
関
し
て
、
二
つ
の
立
場
が
派
生
、
交
錯
、
混
乱
し
、
混
沌
を
極
め
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
二
つ
の
地
域
性
論
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
考
え
を
一
部
ま
と
め
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た
次
稿
の
論
考
篇
で
改
め
て
詳
論
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
本
稿
と
の
関
連
の
み
述
べ
る
が
、
二
つ
の
地
域
性
論
の
う
ち
一
つ
は
、
文
化
要
素
（
民
俗
）
の
分
布
や
全
国
比
較
か
ら
日
本
文
化
の
全
体
的
な
地
域
性
を
、
す
な
わ
ち
主
と
し
て
一
つ
の
文
化
要
素
の
地
域
的
な
範
囲
、
領
域
を
確
定
し
て
い
こ
う
と
す
る
視
角
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
あ
る
特
定
地
域
の
個
別
的
な
地
域
的
特
性
を
、
す
な
わ
ち
あ
る
地
域
の
体
系
的
な
性
格
を
「
地
域
性
」
と
み
て
、
こ
れ
を
総
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
角
で
あ
っ
た
。
　
筆
者
は
後
者
の
立
場
に
あ
り
、
前
者
の
視
角
の
意
義
や
研
究
史
は
理
解
す
る
が
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
共
通
す
る
調
査
項
目
を
設
定
す
る
調
査
法
の
無
意
味
性
や
、
ま
た
そ
れ
を
た
っ
た
六
つ
と
い
う
極
め
て
少
数
の
調
査
地
点
か
ら
、
い
か
に
前
者
の
い
う
「
地
域
性
」
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
方
法
論
的
に
も
疑
問
で
あ
っ
て
、
最
も
急
先
鋒
に
前
者
を
批
判
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
「
地
域
性
」
と
い
う
用
語
が
、
他
の
学
問
分
野
で
は
い
ざ
知
ら
ず
、
民
俗
学
に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
混
乱
し
て
使
用
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
さ
れ
て
き
た
嫌
い
が
あ
り
、
筆
者
の
理
解
で
は
、
民
俗
学
は
初
期
の
「
周
圏
論
」
的
な
研
究
か
ら
、
そ
れ
を
批
判
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
分
布
的
研
究
か
ら
捨
象
さ
れ
た
「
地
域
」
の
重
視
が
主
張
さ
れ
、
「
地
域
」
を
構
造
的
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
傾
向
へ
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
い
わ
ゆ
る
「
地
域
民
俗
学
」
や
「
個
別
分
析
法
」
あ
る
い
は
「
風
土
論
」
等
の
提
唱
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
流
れ
の
な
か
で
理
解
さ
れ
る
が
、
「
地
域
性
」
と
い
う
言
葉
も
そ
う
し
た
新
た
な
視
点
と
方
法
か
ら
、
暗
黙
の
う
ち
に
あ
る
地
域
の
「
地
域
的
性
格
」
を
捉
え
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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前
者
と
後
者
の
間
に
は
、
調
査
研
究
上
、
大
き
な
方
法
論
的
断
絶
が
あ
る
こ
と
は
、
　
　
　
　
　
（
3
7
）
以
前
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
民
俗
学
は
そ
の
断
絶
を
明
確
に
認
識
せ
ず
、
暖
昧
な
ま
ま
、
特
に
調
査
法
に
お
い
て
は
旧
態
依
然
の
「
採
訪
」
的
調
査
が
墨
守
さ
れ
、
一
向
に
進
展
し
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
「
採
訪
」
的
調
査
を
単
純
に
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
採
訪
」
も
「
周
圏
論
」
的
な
分
布
論
的
研
究
に
は
資
料
操
作
上
、
方
法
論
的
に
適
っ
た
も
の
で
あ
り
、
と
こ
ろ
が
「
地
域
」
重
視
の
全
く
別
な
民
俗
学
が
生
ま
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
新
た
な
調
査
法
を
開
拓
し
て
い
か
な
か
っ
た
点
、
そ
れ
が
民
俗
学
低
迷
の
要
因
で
あ
る
と
し
た
。
「
採
訪
」
的
調
査
の
延
長
で
、
　
一
地
域
を
い
か
に
深
く
綿
密
に
調
査
し
て
み
て
も
、
果
た
し
て
後
者
に
方
法
論
的
に
適
っ
た
調
査
法
に
な
る
の
か
否
か
、
少
な
く
と
も
検
討
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
極
め
て
簡
単
に
筆
者
の
民
俗
学
に
対
す
る
基
本
的
認
識
を
振
り
返
っ
た
が
、
本
研
究
会
は
結
果
的
に
両
論
併
記
的
な
妥
協
を
見
る
に
至
り
、
そ
の
妥
協
的
産
物
の
一
つ
が
本
稿
で
あ
る
。
前
者
的
な
地
域
性
論
の
主
張
に
適
う
「
比
較
」
の
た
め
に
、
「
定
点
調
査
地
の
基
本
項
目
（
最
低
限
含
め
る
項
目
）
を
含
め
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
一
篇
完
成
さ
せ
る
事
」
が
確
認
事
項
と
し
て
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
れ
と
は
別
に
も
う
一
篇
個
別
論
文
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
が
、
し
か
し
後
者
の
立
場
の
筆
者
に
と
っ
て
は
、
本
稿
は
方
法
的
に
後
篇
に
は
連
続
し
な
い
、
全
く
断
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
何
と
か
連
関
さ
せ
ら
れ
な
い
か
と
構
成
な
ど
に
多
少
の
工
夫
を
試
み
て
は
み
た
が
、
や
は
り
ほ
と
ん
ど
無
駄
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
　
た
だ
一
つ
本
稿
が
意
味
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
項
目
調
査
の
批
判
材
料
を
一
つ
発
見
し
え
た
こ
と
で
あ
る
。
研
究
会
設
定
の
項
目
の
一
つ
に
「
屋
敷
神
」
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
調
査
地
佐
渡
に
当
て
は
め
て
捉
え
よ
う
と
し
て
も
、
本
稿
で
も
見
た
よ
う
に
、
う
ま
く
そ
の
概
念
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。
佐
渡
住
民
の
エ
ミ
ッ
ク
な
観
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
90
で
あ
る
ヂ
ガ
ミ
（
地
神
）
は
、
屋
敷
神
の
要
素
を
含
み
つ
つ
も
、
そ
れ
を
超
え
る
領
　
1
域
が
あ
ま
り
に
も
広
い
存
在
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
ヂ
ガ
ミ
の
調
査
で
は
く
、
そ
の
性
格
を
今
は
明
確
に
示
せ
な
い
が
、
調
査
の
基
本
的
姿
勢
は
や
は
り
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
項
目
調
査
で
は
な
く
、
住
民
の
認
識
し
て
い
る
ヂ
ガ
ミ
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
観
念
し
て
い
る
ヂ
ガ
ミ
と
は
何
な
の
か
、
調
査
も
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
筆
者
は
以
前
、
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
分
析
概
念
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
、
抜
け
落
ち
た
り
、
見
え
て
こ
な
か
っ
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
佐
渡
の
ヂ
ワ
ケ
ノ
シ
ン
ル
イ
を
論
じ
た
　
　
　
　
（
3
8
）
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
ヂ
ワ
ケ
ノ
シ
ン
ル
イ
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
な
か
っ
た
が
、
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
同
じ
「
ヂ
」
の
つ
く
ヂ
ガ
ミ
も
、
当
地
の
人
々
の
観
念
の
な
か
で
は
、
何
ら
か
の
関
連
を
有
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
柳
田
国
男
が
民
俗
語
彙
に
着
目
し
た
方
法
的
理
　
（
4
0
）
由
は
、
改
め
て
繰
り
返
さ
な
い
が
、
筆
者
が
主
張
す
る
地
域
的
性
格
と
し
て
の
「
地
域
性
」
の
研
究
も
、
こ
の
「
ヂ
（
土
地
）
」
と
い
う
エ
ミ
ッ
ク
な
観
念
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
註（
1
）
　
例
え
ば
台
所
道
具
・
鍋
釜
・
桶
樽
・
壼
甕
な
ど
の
使
用
法
を
体
系
的
に
…
と
い
っ
た
　
　
調
査
項
目
等
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
復
元
的
に
調
査
し
、
か
つ
体
系
的
に
記
述
す
る
　
　
こ
と
は
、
筆
者
の
能
力
を
は
る
か
に
超
え
、
ま
た
意
義
も
わ
か
ら
ず
省
略
し
た
。
そ
れ
　
　
ら
を
体
系
的
に
記
述
す
る
方
法
と
、
調
査
項
目
を
設
け
て
地
域
比
較
す
る
方
法
と
の
関
　
連
性
が
不
明
で
あ
り
、
筆
者
に
は
研
究
上
二
つ
は
相
互
に
独
立
し
、
か
つ
矛
盾
す
る
方
　
　
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
両
者
が
全
く
異
な
る
視
点
に
よ
る
方
法
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
　
　
拙
稿
「
現
代
民
俗
学
へ
の
方
法
論
的
転
回
」
千
葉
徳
爾
編
『
日
本
民
俗
風
土
論
』
弘
文
　
　
堂
、
一
九
八
〇
年
、
七
二
～
七
七
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
一
部
指
摘
し
て
お
い
た
。
（
2
）
　
佐
藤
利
夫
「
佐
渡
海
府
の
新
田
開
発
と
集
落
構
造
」
『
地
方
史
研
究
』
一
三
八
号
、
一
イエとムラの空間構成
　
　
九
七
五
年
、
六
八
ペ
ー
ジ
。
（
3
）
　
相
川
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
佐
渡
相
川
の
歴
史
資
料
集
四
ー
高
千
・
外
海
府
近
世
文
　
　
書
』
　
九
七
六
年
、
二
四
四
ペ
ー
ジ
。
ま
た
北
田
野
浦
に
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
　
　
あ
る
戸
主
の
弟
が
別
家
し
た
が
本
百
姓
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
文
書
も
残
さ
れ
　
　
て
い
る
。
同
書
、
二
六
〇
ペ
ー
ジ
。
（
4
）
　
前
掲
（
3
）
、
一
七
～
一
八
ペ
ー
ジ
。
（
5
）
　
前
掲
（
3
）
、
三
八
～
三
九
ペ
ー
ジ
。
（
6
）
　
前
掲
（
3
）
、
七
六
七
ペ
ー
ジ
。
（
7
）
　
基
本
的
に
海
府
一
帯
の
海
村
は
、
本
稿
で
見
る
よ
う
な
世
代
階
層
型
の
村
落
と
規
定
　
　
さ
れ
よ
う
が
、
た
だ
し
外
海
府
で
は
一
般
に
、
オ
モ
ダ
チ
五
人
衆
と
か
何
人
百
姓
な
ど
　
　
と
呼
ば
れ
る
、
数
軒
の
草
分
け
的
な
旧
家
が
耕
地
を
占
有
し
、
村
落
運
営
を
独
占
す
る
　
　
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
世
襲
的
な
オ
モ
ダ
チ
を
中
心
に
、
親
方
子
方
と
呼
ぼ
れ
る
経
　
　
済
的
庇
護
奉
仕
関
係
も
複
数
設
定
さ
れ
て
い
た
。
中
世
的
な
名
子
・
間
人
も
遅
く
ま
で
　
　
残
存
し
、
オ
オ
マ
エ
と
コ
マ
エ
の
階
層
差
も
顕
著
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
家
格
型
村
落
　
　
に
分
類
さ
れ
よ
う
。
　
　
　
し
か
し
　
方
、
世
代
階
層
制
的
な
側
面
も
並
存
さ
せ
て
お
り
、
例
え
ば
後
述
す
る
厄
　
　
年
祝
い
の
席
に
、
南
片
辺
で
は
ア
イ
ド
シ
を
正
座
に
据
え
る
の
に
対
し
、
オ
モ
ダ
チ
の
　
　
オ
ヤ
サ
ン
ガ
タ
を
家
格
の
順
に
正
座
に
据
え
る
な
ど
、
家
格
制
が
強
く
表
出
し
な
が
ら
　
　
も
、
片
辺
同
様
、
男
の
二
十
五
と
四
十
二
年
祝
い
は
盛
大
で
あ
っ
て
、
世
代
区
分
の
一
　
　
つ
の
画
期
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
　
　
　
南
片
辺
を
無
家
格
型
村
落
と
規
定
す
る
の
は
、
本
分
家
関
係
も
希
薄
で
あ
り
、
水
田
　
　
の
経
営
規
模
で
み
て
も
、
農
地
解
放
前
で
も
三
町
歩
が
最
高
で
あ
っ
て
（
現
在
は
一
・
　
　
七
町
歩
）
、
階
層
差
の
著
し
か
っ
た
外
海
府
の
村
々
と
は
だ
い
ぶ
状
況
が
異
な
っ
て
い
　
　
た
。
（
8
）
　
宮
本
常
一
「
海
洋
民
と
床
住
居
」
米
山
俊
直
・
宮
田
登
・
田
村
善
次
郎
編
『
民
衆
の
　
　
生
活
と
文
化
』
未
来
社
、
一
九
七
八
年
、
一
一
ペ
ー
ジ
。
（
9
）
　
前
掲
（
3
）
、
二
六
ペ
ー
ジ
。
（
1
0
）
　
川
路
聖
誤
『
島
根
の
す
さ
み
ー
佐
渡
奉
行
在
勤
日
記
』
　
（
川
田
貞
夫
校
注
、
東
洋
文
　
　
庫
）
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
、
二
九
四
ペ
ー
ジ
。
（
1
1
）
　
ア
シ
フ
、
・
・
に
関
す
る
村
人
の
理
解
も
、
人
に
よ
っ
て
だ
い
ぶ
揺
れ
動
い
て
い
る
。
そ
　
　
の
認
識
を
具
体
的
に
二
～
三
紹
介
す
れ
ぽ
、
例
え
ば
「
ア
シ
フ
ミ
は
キ
マ
リ
酒
の
こ
と
　
　
だ
、
キ
マ
リ
酒
を
飲
ま
ん
限
り
、
本
祝
言
は
で
き
ん
か
っ
た
。
ヨ
メ
は
着
の
身
着
の
ま
　
　
ま
で
来
た
が
、
そ
れ
を
タ
ビ
風
の
も
の
に
変
え
た
ん
は
、
こ
こ
十
五
六
年
前
の
こ
と
」
　
　
（
本
間
音
次
郎
氏
、
明
治
三
十
八
年
生
ま
れ
）
、
「
ア
シ
フ
ミ
っ
ち
ゃ
、
式
あ
げ
る
こ
と
　
　
と
思
う
な
あ
。
何
日
に
ゃ
ア
シ
フ
、
・
・
の
マ
ガ
タ
す
る
き
に
、
お
出
で
に
な
っ
て
下
さ
い
　
　
っ
て
い
っ
た
」
（
本
間
イ
ト
さ
ん
、
明
治
三
十
四
年
生
ま
れ
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
　
　
　
こ
こ
で
は
筆
者
な
り
に
整
理
を
施
し
記
述
し
た
が
、
小
熊
誠
「
佐
渡
一
村
落
に
お
け
　
　
る
婚
姻
習
俗
と
そ
の
変
化
ー
相
川
町
南
片
辺
の
事
例
を
中
心
と
し
て
ー
」
社
会
伝
承
研
　
　
究
会
編
『
人
生
儀
礼
と
社
会
構
造
（
社
会
伝
承
研
究
W
）
』
　
一
九
八
三
年
は
、
別
な
理
　
　
解
か
ら
こ
の
点
を
解
釈
し
て
い
る
。
（2
1
）
　
　
』
訓
出
掲
（
3
）
、
　
一
〇
ぺ
ー
ベ
ソ
。
（
1
3
）
　
前
掲
（
3
）
、
一
八
～
一
九
ペ
ー
ジ
。
（
1
4
）
　
佐
藤
利
夫
「
佐
渡
銀
山
の
近
郊
村
の
諸
問
題
」
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
佐
渡
－
島
　
　
社
会
の
形
成
と
文
化
』
雄
山
閣
、
一
九
七
七
年
、
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
。
同
「
近
世
の
海
府
」
　
　
前
掲
（
3
）
、
七
八
五
ペ
ー
ジ
。
佐
藤
に
よ
れ
ば
、
そ
の
引
水
技
術
は
相
川
金
山
の
技
術
　
　
が
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
田
地
に
水
を
引
く
に
は
、
　
　
四
キ
ロ
上
流
か
ら
川
の
水
を
取
っ
て
こ
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
大
佐
渡
山
地
の
奥
行
で
は
、
　
　
こ
こ
が
高
度
の
限
界
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
1
5
）
　
佐
藤
利
夫
『
村
の
生
活
ー
生
活
の
あ
り
さ
ま
と
も
の
の
考
え
方
』
高
千
公
民
館
、
一
　
　
九
六
　
年
。
一
六
～
一
七
ペ
ー
ジ
。
な
お
同
資
料
の
実
測
で
は
、
高
千
の
山
林
総
面
積
　
　
は
七
四
七
〇
町
、
こ
の
う
ち
県
有
林
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
村
有
林
　
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
　
　
民
有
林
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
ま
た
民
有
林
の
う
ち
約
二
割
は
部
落
共
有
と
記
　
　
名
共
有
林
で
あ
る
と
い
う
。
同
書
二
一
～
二
二
ペ
ー
ジ
。
（
1
6
）
　
前
掲
（
3
）
、
二
一
～
二
二
ペ
ー
ジ
。
（
1
7
）
　
前
掲
（
3
）
、
三
八
～
三
九
ペ
ー
ジ
。
（
1
8
）
　
前
掲
（
3
）
、
四
五
～
四
七
ペ
ー
ジ
。
（
1
9
）
　
舟
木
山
に
関
し
て
は
、
本
間
雅
彦
『
舟
木
の
島
』
日
本
海
文
化
研
究
所
、
一
九
七
一
　
　
年
、
田
中
圭
一
編
『
佐
渡
海
運
史
』
中
村
書
店
、
一
九
七
五
年
が
参
考
に
な
る
。
（
2
0
）
　
「
海
に
い
た
つ
く
人
々
」
と
は
、
柳
田
国
男
『
北
小
浦
民
俗
誌
』
三
省
堂
、
　
一
九
四
　
　
九
年
の
な
か
の
「
舟
木
」
に
関
す
る
表
現
で
あ
る
。
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
二
五
巻
、
　
　
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
三
九
五
ペ
ー
ジ
。
（
2
1
）
　
高
千
地
区
生
き
が
い
あ
る
む
ら
づ
く
り
推
進
協
議
会
編
『
生
活
誌
高
千
の
牛
と
く
ら
　
　
し
』
一
九
八
三
年
、
六
一
～
六
四
ペ
ー
ジ
。
（2
2
）
　
｝
別
旧
掲
（
2
1
）
、
　
一
一
七
。
へ
ー
ジ
。
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（
2
3
）
　
佐
藤
利
夫
「
佐
渡
の
海
府
」
両
津
郷
土
博
物
館
編
『
海
府
の
研
究
－
北
佐
渡
の
漁
携
　
　
習
俗
ー
』
一
九
八
六
年
、
八
ぺ
ー
ジ
。
（
2
4
）
　
前
掲
（
3
）
、
二
～
三
ペ
ー
ジ
。
（
2
5
）
　
前
掲
（
3
）
、
二
ペ
ー
ジ
。
（
2
6
）
　
前
掲
（
3
）
、
二
四
～
二
五
ペ
ー
ジ
。
（
2
7
）
　
前
掲
（
3
）
、
一
六
～
一
七
ぺ
ー
ジ
。
（
2
8
）
　
宮
本
常
一
「
佐
渡
の
原
始
生
産
構
造
」
『
人
類
科
学
』
二
二
集
、
　
一
九
六
一
年
、
二
　
　
七
一
ペ
ー
ジ
。
同
『
私
の
日
本
地
図
7
・
佐
渡
』
同
友
館
、
一
九
七
〇
年
、
五
七
ペ
ー
　
　
ジ
。
（
2
9
）
　
岩
本
通
弥
・
鈴
木
浩
樹
「
新
潟
県
佐
渡
相
川
町
に
お
け
る
環
境
教
育
」
加
藤
秀
俊
編
　
　
『
日
本
の
環
境
教
育
』
河
合
出
版
、
　
一
九
九
一
年
。
特
に
こ
の
な
か
の
「
第
三
節
伝
統
　
　
行
事
の
な
か
の
子
供
ー
子
供
組
の
活
躍
ー
」
四
三
～
一
五
四
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。
（
3
0
）
　
佐
野
賢
治
「
巫
俗
と
ム
ジ
ナ
愚
き
」
相
川
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
佐
渡
相
川
の
歴
史
　
　
資
料
集
八
ー
相
川
の
民
俗
1
』
一
九
八
六
年
、
図
は
八
七
九
ペ
ー
ジ
。
（
3
1
）
　
半
ば
官
製
の
団
体
で
あ
っ
た
青
年
団
も
婦
人
会
も
、
加
入
は
十
七
歳
か
ら
で
、
長
次
　
　
男
・
未
既
婚
の
別
な
く
、
三
十
歳
ま
で
の
南
片
辺
に
居
住
す
る
者
、
全
員
で
構
成
さ
れ
　
　
て
い
た
。
加
入
は
正
月
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
会
の
代
表
幹
部
が
挨
拶
に
き
て
、
父
親
　
　
か
ら
承
諾
を
受
け
た
の
ち
、
新
加
入
者
が
総
会
に
参
加
し
て
許
可
を
受
け
た
。
一
年
間
　
　
は
コ
ワ
カ
イ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
た
が
、
あ
と
は
特
に
名
称
の
区
別
は
な
い
。
活
動
は
盆
踊
　
　
り
や
演
芸
大
会
の
開
催
、
祭
礼
の
主
催
と
小
獅
子
舞
い
の
継
承
の
ほ
か
、
夜
学
会
や
弁
　
　
論
大
会
も
催
し
た
。
そ
の
活
動
資
金
と
し
て
、
ム
ラ
か
ら
共
有
林
を
借
り
て
植
林
し
た
　
　
り
駄
賃
負
い
を
し
た
り
し
て
、
財
源
に
充
て
た
。
（
3
2
）
　
拙
稿
「
佐
渡
の
ヂ
ワ
ケ
ノ
シ
ン
ル
イ
ー
土
地
を
媒
介
と
し
た
く
親
族
V
の
構
成
ー
」
　
　
社
会
民
俗
研
究
会
編
『
家
と
屋
敷
地
（
社
会
民
俗
研
究
二
号
）
』
一
九
九
一
年
、
三
一
～
　
　
六
七
ペ
ー
ジ
。
（
3
3
）
　
師
匠
と
弟
子
（
デ
シ
コ
）
と
は
一
代
限
り
の
オ
ヤ
コ
の
縁
組
を
結
ぶ
。
一
人
前
に
な
　
　
る
ま
で
は
年
末
に
豆
腐
三
丁
を
届
け
、
一
人
前
に
な
れ
ば
製
斗
袋
に
金
を
入
れ
た
ト
シ
　
　
ダ
マ
を
持
っ
て
、
師
匠
の
家
に
挨
拶
に
行
く
。
（
3
4
）
　
同
じ
歳
の
老
を
ア
イ
ド
シ
と
い
う
が
、
ア
イ
ド
シ
が
死
ぬ
と
、
御
飯
を
一
つ
握
っ
て
、
　
　
「
ス
イ
ジ
ン
サ
ン
お
願
い
し
ま
す
」
と
海
に
投
げ
る
と
い
う
。
（
3
5
）
　
拙
稿
「
（
解
説
）
二
つ
の
『
地
域
性
』
論
」
『
千
葉
徳
爾
著
作
選
集
③
民
俗
の
地
域
的
　
　
展
開
』
東
京
堂
、
一
九
八
八
年
、
三
三
五
～
三
四
ニ
ペ
ー
ジ
。
（
3
6
）
　
「
地
域
性
」
と
い
う
概
念
の
混
乱
も
、
も
と
も
と
は
地
表
面
の
広
が
り
を
指
す
「
地
　
　
域
」
と
い
う
地
理
学
の
用
語
の
無
理
解
に
起
因
し
て
い
る
側
面
が
大
で
あ
っ
て
（
「
地
　
殴
　
　
域
」
と
い
う
言
葉
の
一
般
的
な
普
及
に
ょ
る
）
、
二
つ
の
「
地
域
性
」
論
も
用
語
の
統
　
　
一
を
図
り
、
明
確
に
分
離
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
掲
（
3
5
）
も
参
照
。
（
3
7
）
　
前
掲
（
1
）
、
八
〇
～
八
三
ペ
ー
ジ
。
（
3
8
）
　
前
掲
（
3
2
）
（
3
9
）
　
拙
稿
「
族
制
研
究
の
民
俗
的
視
角
ー
民
俗
語
彙
重
視
の
見
直
し
ー
」
『
日
本
民
俗
学
』
　
　
一
六
六
号
、
一
九
八
六
年
、
四
ペ
ー
ジ
。
（
4
0
）
　
拙
稿
「
柳
田
国
男
の
『
方
法
』
に
つ
い
て
ー
綜
観
・
内
省
・
了
解
ー
」
『
国
立
歴
史
　
　
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
七
集
、
一
九
九
〇
年
、
一
二
二
～
二
三
二
ペ
ー
ジ
。
〔謝
　
辞
〕
　
本
稿
の
調
査
対
象
地
と
し
た
南
片
辺
へ
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
一
九
七
七
年
、
相
川
町
史
編
纂
の
た
め
の
民
俗
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
自
身
で
調
査
を
続
け
て
き
た
が
、
こ
の
調
査
の
契
機
を
与
え
て
下
さ
っ
た
北
見
俊
夫
・
浜
口
一
夫
・
佐
藤
利
夫
の
各
先
生
、
並
び
に
地
元
の
南
片
辺
・
北
片
辺
の
皆
様
に
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
　
ま
た
本
稿
で
は
註
で
あ
げ
た
引
用
文
献
の
以
外
に
も
、
次
に
記
す
地
元
で
出
版
さ
れ
た
文
献
を
参
考
文
献
と
し
て
利
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　　　　　　　　　　　Spatial　Structure　of“Ie”and“Mura’，
ACase　Study　of　Minami．katabe，　Aikawa．machi　Sado　Island
IwAMoTo　Michiya
　　This　paper　is　a　monograph　on　Minami．katabe，　Aikawa　Town，　Sado　District，　Niigata
Prefecture，　a　location　which　is　one　of　the　fixed　research　poillts，　which　is　pursuant　to
the　basic　investigation　items　set　by　the　Cooperative　Research　Group　for　special　studies
on‘‘ Regional　Differellces　and　Regionalism　in　Japanese　Folk　Culture”．　As　of　1985，
Minamikatabe　was　a‘seaside　village’fronting　on　the　Japan　Sea，　with　a　population　of
148in39　households．　In　addition　to　a　small　amount　of‘Isonegi，（collection　of　seaweed
and　shellfish，　and　harpoon　丘shing）　that　is　carried　out，　people　live　on　agriculture　an（l
forestry，　basedon　paddy　fields（al〕out　6　tan　fields　for　each　family，　l　tan＝0．245　acre）
and　a　large　common　forest．
　　This　paper，　while　including　items　designated　by　the　Research　Group，　describes　them
by　refocusing　on　the　spatial　order　of　the“Ie（family　and　homestead）”and“Mura
（village）”．　Chapter　l，　on　the　general　situation　of　the　research　subject，　gives　a　geographical
and　historical　outline　of　Minami．katabe，　and　describes　the　overall　characteristics　of
its　industries．　Chapter　2，　0n　the　spatial　struture　of　the‘‘Ie，，　describes　characteristics
in　the　positioning　and　usage　of　houses　and　rooms，　and　also　deals　with　the　gods　in
the　house　and　lot．　Chapter　3，0n　various　aspects　of　falnily　life，　describes，　from　the
structural　characteristics　of　family，　the　role　and　duties　of　each　family　member；the
correlation　between　the　wedding　ceremony　and　the　custom　of　the　bride’s　long　stay
at　her　parents’hcme；and　the　relation　between　the　gellerational　hierarchy　system　and
the　postion　of　each　generation　in　the　family．　Chapter　4，0n　the　spatial　structure　of　the
“ Mura”，　describes　the　various　productive　areas，　such　as　arable　land，　forest，　meadow，
and　beach，　and　also　symbologically　discusses　the　internal　village　space，　including　ritual
ceremonies　for　Shintoist　and　Buddhist　deities．　Chapter　5，0n　various　aspects　of　village
life，　describes　the　system　of　village　administration，　the　arrangement　of　age　groups　which
characterizes　the　social　structure　of　Minami．katabe，　and　various　aspects　of　funeral
ceremonies　and　memorial　services．
　　Since　this　paper　is　simply　a　report　based　on　field　work，　it　does　not　give　any　special
conclusions；but　the　author　believes　that　it　descirbes　detailed　actualities　of　social　life
in　the　village　and　its　structural　principle．
　　Based　on　this　paper，　further　task　will　be　needed　to　describe　the　emic　folk　concepts，
consci皿sness，　feelings　and　logic　of　the　inhabitants　of　Minami．katabe．　The　author　points
out　that，　as　one　focal　point　of　this，　attention　should　be　paid　to　the　concept　of　“Ji
（land）”as　seen　in‘‘jigami（the　god　of　land）”or“jiwake・no・shinrui（relationship　by
exchange　of　land）’，．
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